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平成２８年１２月１３日(火)

午 前 １０時００分　開　会

１．議事日程

　日程第１会議録署名議員指名　　６番 松永正憲 議員　　７番 吉田美好 議員

　日程第２会期の決定

　日程第３諸般の報告 (1)議長

(2)町長

(3)監査委員

(4)経済建設常任委員会委員長

(5)宇城広域連合議会議員

　日程第４町長提出議案の一括上程（議案第111号から議案第126号及び報告第５

号並びに同意第１号から同意第５号並びに諮問第２号）

　日程第５町長提出議案の提案理由説明

　日程第６ 議案第111号 美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化推進委

員の定数を定める条例の制定について

　日程第７ 議案第112号 美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

　日程第８ 議案第113号 美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について

　日程第９ 議案第114号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について

　日程第10 議案第115号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

　日程第11 議案第116号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

　日程第12 議案第117号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

　日程第13 議案第118号 美里町税条例の一部を改正する条例の制定について

　日程第14 議案第119号 美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

　日程第15 議案第120号 平成28年度美里町一般会計補正予算（第12号）

平成２８年第４回美里町議会定例会会議録（第１号）
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　日程第16 平成28年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

　日程第17 平成28年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号）

　日程第18 平成28年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計補正
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２．出席議員（１２名）

１番 光　井　博　幸　君 　２番 今　田　政　行　君

３番 坂　田　竜　義　君 　４番 濱　田　憲　治　君

５番 上　田　　　孝　君 　６番 松　永　正　憲　君

７番 吉　田　美　好　君 　８番 渡　邊　義　文　君

９番 上　村　則　幸　君 １０番 福　田　秀　憲　君

１１番 吉　田　起　登　君 １２番 中　川　政　司　君

３．欠席議員（なし）

４．説明のため出席した者

上　田　泰　弘　君 上　田　隆　信　君

吉　永　公　力　君 大　倉　一　昭　君

大　西　　　茂　君 岩　永　政　臣　君

向　山　照　美　君 吉　成　一　利　君

福　原　哲　治　君 長　木　一　美　君

中　嶋　春　彦　君 藤　岡　哲　明　君

津　川　昭　博　君 林　田　眞　典　君

下　田　幸　輔　君

５．事務局職員出席者

福　島　　　繁　君 大　本　由　加　君

議案第125号

議案第123号

議案第124号

議案第121号
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町 長
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは、皆さん、おはようございます。ただいまから、平成

２８年第４回美里町議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員指名 

○議長（中川政司君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第１２０条の規定によって、６番、松永正憲君、７番、吉田美好君を

指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（中川政司君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

１２月２日、議会運営委員会が開催されていますので、議会運営委員長の報告を

求めます。議会運営委員長、吉田起登君。 

○議会運営委員長（吉田起登君） 皆さん、おはようございます。 

平成２８年１２月２日、午後２時より中央庁舎議会委員会室におきまして第６回

の議会運営委員会を開いておりますので、その報告をいたします。 

出席者は議会より、中川議長、吉田美好総務常任委員長、松永正憲経済建設常任

委員長、渡邊義文社会文教常任委員長と私吉田と、執行部より、上田泰弘町長、上

田隆信副町長、大倉総務課長と、事務局より、福島事務局長と大本係長の出席のも

と行っております。 

町長の挨拶の中で、「今回の地震災害、豪雨災害の復旧、復興に向けた最大限の

努力を早急に、執行部と議会と一丸となって努力をしていきます。」という心強い

発言を伺っております。 

議題につきましては、最初に総務課長より、執行部提出議案について、条例関係

９件、予算関係６件、その他８件、計２３件の説明があっております。 

次に、議会が行う選挙について、美里町選挙管理委員及び補充員の任期が平成２

８年１２月２１日をもって満了しますので、選挙管理委員４名及び補充員４名の選

挙を行うものであります。 

次に、議員提出議案、請願・陳情・意見書等については、平成２８年８月３１日

以降の分、平成２８年１２月１日現在までで６件の受け付けをしておりますが、１

件のみ受理して、議員発議として今回提案しております。 

次に、一般質問につきましては、３名の議員から通告があっております。濱田憲
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治議員、今田政行議員、坂田竜義議員の３名であります。抽選により、１番目に濱

田議員、２番目に今田議員、坂田議員の順番で質問を行います。 

次に、日程・会期等につきましては、執行部提出議案、一般質問等を踏まえた上

で、会期を１２月１３日より１２月１５日までの３日間と決定いたしました。 

日程の内容につきましては、議案集をご覧になっていただきたいと思います。 

１２月１３日、本日１日目は、諸般の報告。町長提出議案の一括上程。議案第１

１１号から議案第１２６号及び報告第５号並びに同意第１号から同意第５号並びに

諮問第２号まで。次に、町長提出議案の提案理由の説明。そのあと、議案審議に入

ります。日程第６号、議案第１１１号「美里町農業委員会の委員及び美里町農地利

用最適化推進委員の定数を定める条例の制定について」より、日程第１４、議案第

１１９号「美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について」ま

で、内容説明・質疑・討論・採決を行います。次に、日程第１５、議案第１２０号

「平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号）」から、日程第２１、議案第

１２６号「美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定について」は、内容説明

のみを行い、質疑・討論・採決は最終日に行います。 

２日目、１２月１４日は一般質問となっております。濱田憲治議員、今田政行議

員、坂田竜義議員の順番で行います。そのあとは、各常任委員会を各常任委員長の

指示のもと行ってください。 

３日目、１２月１５日最終日は、各常任委員会報告及び質疑を行います。そのあ

と、日程第１５、議案第１２０号「平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２

号）」より、日程第２１、議案第１２６号「美里町東部地区活性化施設の指定管理

者の指定について」までの内容説明が終わっておりますので、質疑・討論・採決を

行います。そのあと、日程第２２、報告第５号「美里町教育に関する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価の結果報告書の提出について」は質疑のみ。日程第２

３、同意第１号「美里町教育長の任命につき同意を求めることについて」より、日

程第３０、議員発議「地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書の提出

について」まで、内容説明・質疑・討論・採決となっております。 

なお、日程第２９につきましては、先ほど説明いたしましたが、美里町選挙管理

委員及び補充員の選挙であります。 

以上で、１２月２日に行われました議会運営委員会委員長の報告を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議会運営委員長の報告を終わります。 

皆さんにお諮りします。ただいま議会運営委員長の報告のとおり、会期は、本日

１２月１３日から１２月１５日までの３日間としたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。したがいまして、会期は本日１２月１３

日から１２月１５日までの３日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（中川政司君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

まず、議長から、９月定例会後の報告を行います。 

９月１７日、第１４回宇城・上益城地域統一畜産共進会、緑川ダムであり、出席

をいたしております。 

２０日、国会陳情要望書宇城地域振興局に事前協議に、吉田副議長とともに出席

をいたしております。 

９月２７日から２８日にかけまして、国会陳情及び各省庁御礼に議会全員ととも

に出席をいたしております。 

２９日、広域連合議会定例会の打ち合わせを議長室で行っております。同じくそ

の日に、第２回美里町災害義援金配分委員会が中央庁舎で行われ、出席をいたして

おります。 

１０月４日、第２回広域連合議会定例会があり、吉田美好議員とともに出席をい

たしております。 

５日、第２回熊本県市町村総合事務組合議会定例会が自治会館であり、出席をし

ております。 

１１日、小川嘉島線道路整備促進期成会収支決算の監査を、議長室で行っており

ます。 

１２日、ふるさと復興夜市の反省会、そしてそのあと、やまびこ祭りの反省会が

中央庁舎であり、出席をいたしております。 

１３日、熊本県町村議会議員研修会が菊陽町図書館ホールであり、議員の皆さん

とともに出席をしております。 

１８日、小崎神社の秋季例大祭に出席をいたしました。 

２１日、第７回議会臨時会があっております。終了後に、第７回の議会全員協議

会を開催しております。 

２２日、石段の郷佐俣の湯温泉祭りに議員の皆さんとともに出席をいたしており

ます。 

２３日、中央中学校文化祭及び砥用中学校学習成果発表会があり、砥用中学校の

文化センターのほうに出席をいたしております。 

２４日、議長会の理事会が自治会館であり、出席をいたしております。 
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２６日、美里町社会福祉協議会の理事会が福祉センターであり、出席をいたして

おります。 

２８日、美里町建築業協会の総会が岩本支店であり、出席をいたしております。 

３０日、松本貞雄氏の叙勲祝賀会にホワイトパレスに出席をいたしております。

そのあと、宇城管内消防団員の意見発表会がひびきで行われ、出席をいたしまし

た。 

１１月１日、美里町教育の日がひびきで行われ、議員の皆さんとともに出席をい

たしております。 

２日、美里町公有財産管理運用等審議会が中央庁舎であり、吉田美好議員ととも

に出席をいたしております。 

１１月３日、美里町文化祭がひびきで行われ、議員の皆さんとともに出席をいた

しております。 

１１月６日、美里町モーモーフェスティバルｉｎ砥用が畝野の屋内ゲートボール

場であり、出席をいたしております。 

１１月７日、県産材需要拡大一斉行動のために、宇城地域振興局木材需要拡大協

議会が来庁され、要望書を議長室で受け取っております。同じくその日に、熊本県

後期高齢者医療広域連合議会全員協議会及び定例会がＫＫＲホテルであり、出席を

いたしました。 

１１月８日、美里町農業振興地域整備促進協議会が中央庁舎であり、松永議員、

渡邊議員とともに出席をいたしております。 

９日でございます。浜戸川改修促進期成会要望活動に吉田副議長に出席をしてい

ただいております。 

同じく９日から１０日にかけまして、第６０回町村議会議長全国大会が東京ＮＨ

Ｋホールであり、出席をいたしております。 

１１日、第８回の臨時会を開催しております。 

１７日から１８日にかけまして、全国過疎地域自立促進連盟理事会及び定期総会

に出席をいたしております。 

２０日、アタック・ザ・日本一に出席をいたしております。 

２６日、ＪＡ熊本うき合併２０周年記念式典が宇城市小川町のラポートであり、

出席をいたしております。 

１２月２日、第６回議会運営委員会に出席をいたしております。 

１２月９日、美里町老人クラブ大会がひびきであり、出席をいたしております。

同じくその日に、幼稚園・保育園・小学校・中学校連携実践研究事業発表会があ

り、出席をいたしております。 
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以上で、議長の報告を終わります。 

次に、町長に行政報告を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 諸般の報告をいたします前に、一言ご挨拶を申し上げたいと思

います。去る１１月２２日に、２期目の当選を果たさせていただきました。ご支援

をいただきました方々に、心より御礼を申し上げたいと思います。今回は無投票で

の再選となりましたが、これもひとえに町民の皆さんから、１日も早く復旧復興を

成し遂げろとの檄と受け止め、これから本格化してまいります復旧復興に精一杯対

処していきたいと気持ちを新たにしたところでございます。しかしながら、今回の

この災害はあまりにも甚大でございまして、被災箇所数等を勘案しても、短い期間

で終わるようなことはないと思います。少なくとも３年以上の歳月を必要とするの

ではないかと考えております。また、復興に関しましては、地方創生と絡めながら

実行していく必要があると考えておりまして、より発展した復興を目指していきた

いと考えております。地方創生でも特に人口減対策に重点を置いて、住んでもらえ

る、住みたいと思ってもらえる美里町をつくっていきたいと思います。ブロードバ

ンドの整備も本格化してまいりますし、企業誘致による雇用の創出も見込まれま

す。今後は更なる企業誘致あるいは子育て支援策の充実、宅地の整備や町のＰＲ活

動等、これまでにも増して努力していく所存でございますので、議会の皆様には大

所高所からのご指導とご鞭撻をよろしくお願いを申し上げます。 

   それでは、諸般の報告をさせていただきます。非常に大変行事が多くなっており

ますので、要約してご報告を申し上げます。 

９月の議会後でございます。 

９月１５日、第５８回金婚夫婦表彰に出席をいたしております。 

１６日、広域連合の打ち合わせ、その後、熊本県建築士会宇城支部災害寄付金の

贈呈があっております。そのあと、家屋被害認定２次調査の調整会議が県庁であっ

てございます。 

１７日、第１４回宇城・上益城地域統一畜産共進会に出席をいたしております。 

１８日、貫平地区の敬老会、福良区観音祭、涌井地区の敬老会、岩下地区の敬老

会、有安区の敬老会、堅志田区の敬老会。その後、萱野の敬老の日のお祝いに出席

をいたしております。 

１９日、西山区の敬老会、豊富・甲佐平地区の敬老会、三和地区の敬老会、上中

郡区の敬老会に出席をいたしております。 

２１日、交通安全祈願祭が早朝から行われ出席をし、その後、秋の交通安全運動

合同出発式に出席をいたしております。 

２２日、中岳区の秋の彼岸祭りに出席をし、 
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２３日、地方創生推進本部会議に出席をいたしております。 

２５日、はちす保育園、砥用音楽幼稚園の合同運動会。その後、下中郡区の敬老

会に出席をいたしております。 

２６日から三重県、三重の県庁を伺いまして、今、災害派遣をしていただいてお

ります、そのお礼のために三重県庁を訪問をいたしております。 

その後、２７日に東京、上京をいたしまして、国会陳情を行っております。 

２８日に帰りまして、熊本県庁において、企業立地協定の調印式に臨んでおりま

す。 

２９日、義援金配分委員会。 

３０日、３市町消防団の意見交換会。 

１０月１日、宇城青年会議所の４０周年記念式典。 

２日、青空保育園の運動会。その後、堅志田保育園の運動会。そのあと、熊本地

震緑川復興イベントに出席をいたしております。 

３日、宇城地域みどり推進協議会の通常総会。 

４日、宇城広域連合の議会定例会。 

５日、国有林野等所在市町村長有志協議会に出席をいたしております。 

６日、１００歳の巡回表彰。その後、石段の郷佐俣の湯の温泉祭りの実行委員会

に出席をいたしております。 

７日、宇城地域木材需要拡大協議会の総会。 

８日、献穀事業、宇土市の網田で今年はあっております。抜穂祭に出席をいたし

ております。 

１２日、ふるさと祭り復興夜市の反省会。そのあと、美里町商工会女性部から一

般寄附の贈呈式、一般寄附を受けております。そのあと、やまびこ祭りの反省会。

その後、美里町中央校区の保・小・中連携実践研究研修会に出席をいたしておりま

す。 

１３日、宇城地区商工会女性部親善ミニバレーボール大会。その後、人権擁護委

員を長くお勤めいただきました平川さんの法務大臣感謝状の伝達式に出席をいたし

ております。 

１４日、献穀事業。この時の献穀事業は、奉告祭でございます。そのあと、熊本

地震からの復興・復旧に向けた市町村意見交換会。そのあと、ＪＡ熊本うき中央青

壮年部座談会に出席をいたしております。 

１５日、公明党主催の熊本県復興政策要望懇談に出席をいたしております。 

１７日、災害派遣、災害時に職員を派遣していただきました都道府県を、町村会

で訪問をいたしております。私は滋賀県を担当で、滋賀県に伺わせていただいてお
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ります。 

１８日、中西製作所からですね、移動式の煮炊き釜を寄贈をいただいておりま

す。 

１９日、三和、穂積阿蘇神社の秋季例大祭。そのあと、若宮神社の秋季例大祭に

出席をいたしております。 

２０日、熊本県簡易水道協会の理事会。その後、熊本県教職員組合から災害に対

する寄付を受けております。 

２１日、第７回の議会の臨時会。そのあと、全員協議会。そして、夜には熊本県

の肉畜共進会の反省会に出席いたしております。 

２２日、石段の郷佐俣の湯の温泉祭り。 

２３日、砥用中学校の学習成果発表会に出席をいたしております。 

２５日、九州治水期成同盟連合会並びに緑川改修期成会の要望活動で上京をいた

しております。 

次の日帰りまして、社会福祉協議会の理事会、その後、評議員会に出席をいたし

ております。 

２７日、嘱託員・嘱託補会議。そのあと、ガンバルーン大会の決勝戦の開会式に

出席をいたしております。 

２８日、宇城・上益城地域統一畜産共進会の幹事会。そのあと、夜、美里町建築

業協会の総会に出席をいたしております。 

２９日、職員採用試験の２次試験を実施をいたしております。 

３０日、松本貞雄氏の叙勲の受賞祝賀会に出席をし、その後、宇城管内市町の消

防団員の意見発表会に出席をいたしております。 

１１月１日、美里町教育の日の講演会に出席をし、 

１１月２日、熊本国際スポーツ大会実行委員会の設立総会に出席をいたしており

ます。 

１１月３日は、美里町文化祭に出席をし、 

１１月４日、第１１回熊本県畜産まつりに出席をいたしております。 

１１月５日、熊本県建築士会のソフトボール大会の前夜祭に、代表で出席をいた

しております。 

１１月６日、早朝から非常招集訓練を行いまして、その後、美里町モーモーフェ

スティバルｉｎ砥用に出席をいたしております。 

１１月７日、宇城地域木材需要拡大協議会の要望活動を行っております。 

１１月８日、災害寄付金の贈呈ということで、町内の郵便局長の方々から災害寄

付金をいただいております。そのあと、宇城広域連合の消防本部職員採用２次試験
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に臨んでおります。 

その次の日、１１月９日です。浜戸川改修促進期成会の要望活動に出席をし、 

１０日、高齢者叙勲の伝達式。その後、農業委員会の会議に出席をいたしており

ます。 

１１月１１日、第８回美里町議会の臨時会。その後、へき地保育所事業協議に出

席をし、そのあと、畜産まつりの反省会。そのあと、地域づくり団体全国研修交流

会宇城ブロック交流会に出席をいたしております。 

１２日、自民党主催の「チームくまもと」に対する要望聴取の会に出席をし、そ

のあと、熊本県建設業協会県南４支部の合同研修会に出席をいたしております。 

１３日、熊本地方協力本部本部長を囲む会に出席をし、そのあと、貫平神社の秋

季例大祭に出席をいたしております。 

１５日、東京で行われました全国治水砂防促進大会に出席をし、 

１６日は、九州地方国道整備促進総決起大会に出席をし、そのあと、全国町村長

大会に出席をいたしております。 

１８日、監査委員さんの定例監査報告を受けております。 

２０日、アタック・ザ・日本一に出席をし、そのあと、田の実会の秋の収穫祭、

その後、「メルカドこもれび」ということで、こもれびで行われましたイベントに

出席をいたしております。 

２５日、全国石橋サミットのプレイベントに出席をし、 

２６日、ＪＡ熊本うきの合併２０周年記念式典に出席をいたしております。 

２９日、災害復旧促進全国大会が東京で行われ、それに出席をしたあと、国土交

通省で開催されました防災対策に関する意見交換会に出席をいたしております。 

３０日、へき地保育所の協議。 

１２月１日、民生委員児童委員さんに辞令交付をしております。そのあと、市町

村のトップセミナーに出席をし、夜には、北校区の嘱託会の忘年会。 

１２月２日、美里町老人クラブ連合会のグラウンドゴルフ大会。その後、行財政

改革本部会議。そのあと、議会運営委員会。夜には、消防団の幹部会議に出席をい

たしております。 

１２月３日、合併２０周年記念のＪＡまつりに出席をし、そのあと、あか牛振興

大会に出席をいたしております。 

１２月５日、平成２９年度の予算編成会議。 

１２月６日、熊本県商工会女性部連合会のレクレーション大会に出席をし、その

あと、美里町嘱託会役員会の忘年会に出席をいたしております。 

７日、美里町土地改良区の理事会。 
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８日、第２回美里町公共交通活性化協議会の会議に出席をし、 

９日、美里町老人クラブ大会。そのあと、幼保等・小・中連携実践研究事業発表

会に出席をし、そのあと、美里町産業連携協議会に出席をいたしております。 

１１日、用来の村祭り。その後、岩下区の村祭りに出席をいたしております。 

昨日、１２日は農業委員会の会議に出席をいたしております。 

以上で、私からの諸般の報告を終わらせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

次に、監査委員の例月現金出納検査報告及び定例監査報告を求めます。１０番、

福田秀憲君。 

○監査委員（福田秀憲君） おはようございます。それでは、例月現金出納検査を行い

ましたので、その報告をいたします。 

美里町議会議長 中川 政司様 

美里町監査委員 遠山 史朗 同じく、福田 秀憲 

地方自治法２３５条の２第１項の規定により、平成２８年８月、９月、１０月分

の出納検査を行ったので、同条第３項の規定により、その結果に関する報告をいた

します。 

検査対象といたしまして、会計管理者所管の一般会計、特別会計、歳入歳出外現

金に関する現金、一時借入金について行いました。検査の期日ですが、８月分を９

月２３日、９月分を１０月２１日、１０月分を１１月２１日に実施をいたしまし

た。 

検査の結果として、諸帳簿及び提出された諸表の計算は正確であり、不正、不当

な出納はなく確実なものと認めました。 

添付資料ありますので、添付資料はご覧になっていただければと思います。  

以上、例月現金出納検査の結果に関する報告を終わらせていただきます。 

続きまして、定例監査を行いましたので、その報告をいたします。報告書を開け

ていただきたいと思います。 

平成２８年度定例監査結果の報告をいたします。報告は既に行っておりますけれ

ども、 

美里町町長 上田 泰弘様 

美里町議会議長 中川 政司様 

美里町教育委員会委員長 高田 幸也様 

美里町農業委員会会長 上田 泰弘様 

美里町監査委員 遠山 史朗 同じく、福田 秀憲 

地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、定例監査を実施したので、その結
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果を同条第９項及び第１０項の規定により、意見を添えて別紙のとおり報告をいた

します。 

開けていただきまして、監査の期日及び対象といたしまして、１１日間各課及び

出張所等監査をさせていただきました。最終日には、各種公共施設等の現地調査を

行っております。現地調査は８カ所実施をしております。この間、担当課長や担当

の職員の皆さんには大変お世話になりました。ありがとうございました。 

開けていただきまして、監査の総括といたしまして、定例監査を実施するにあた

っては、各課等から事前に提出された監査資料に基づき、事業内容及び事業推進上

の課題等について聴取し、次の点に主眼をおいて行った。 

１つ目、町の財務に関する事務が関係法令等に準拠し適正か。２つ目、町の経営

に係る事業の管理が合理的かつ効率的か。３つ目、財産の管理は適正に行われてい

るか。４つ目、町の事務事業の執行に係る工事について、当該工事の設計、施工状

況等が適正か。 

当日は、担当課長及び担当係長に出席を求め、諸帳簿及び証書類の整理記帳は完

全か、財産の管理はどうか等、指摘すべきは指摘して、改善を要する点については

適正な処理を講ずるように指示したところである。事務処理等は、概ね適正に処理

されていることが認められた。また、昨年の指摘事項の措置状況は事前に提出され

ていた、改善スケジュールに添って概ね適正に処理され改善されていた。監査結果

については、各項目のとおり報告する。 

各項目も主な項目について、報告をいたします。 

各項目についての１、予算の執行について。財政を取り巻く環境は、普通交付税

の合併算定替えの減額が２７年度から実施されており、今後も厳しい状況が続くと

思われる。この状況を全ての職員が正しく認識し、事業の重要度、優先度を見極

め、事務・事業の遂行に努力することが大切である。事務処理上、改善及び検討を

要する点については、その都度指示してきたところであるが、予算の適正な執行と

事務の合理化、効率化にさらに努力をされたい。 

開けていただきまして、２番の収入事務について読んで報告をいたします。 

調定事務・徴収事務・現金取扱事務については、適正に処理されている。しか

し、２８年度は相次ぐ被害、熊本地震、集中豪雨に見舞われ、各種税金、保育料、

各種使用料等の滞納者の増加が懸念される。復旧・復興等で多忙を極めると思う

が、各課横断した債務収納対策機構を活用し、早期に徴収を進められ、高額・長期

化しないように対応していただきたい。町民の意識高揚のためにも職員のなお一層

の奮起を望む。 

そのあとは、皆さんも事前に配付しておりますので、ご覧いただければと思いま
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す。 

ずっと開けていただきまして、６ページ。 

結語といたしまして、今回の監査も前年同様、指導に重点をおき審査したもので

あり、項目ごとに記述したほか、書類審査及び現地調査の時点において、それぞれ

指摘してあるので速やかに実行に移していただきたい。今後も普通交付税の合併算

定替えの減額等により、財政の硬直化は進むことが予想される。このような中で、

予算の適正配分を目的とした事務事業評価を５年ぶりに実施されていることは評価

ができる。少ない財源でより計画的かつ効率的な財政運営が求められるため、町民

が何を求め、何を期待しているのかを常に把握し、町民の負託に応える義務があ

る。本年は、未曽有の災害に見舞われた中で、町当局の努力により、激甚災害の指

定や、町単独補助事業の拡大、広報みさと「号外」の発行による町民への周知に取

り組まれるなど、関係者の時宜を得た対応は評価できる。一日も早い復旧・復興に

向けて、なお一層努力されることを望んで結語といたします。 

以上、定例監査を行いましたご報告を終わらせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、監査委員の例月現金出納検査報告及び定例監査報告を

終わります。 

   次に、経済建設常任委員会委員長の報告を求めます。６番、松永正憲君。 

○経済建設常任委員長（松永正憲君） それでは、経済建設常任委員会の報告を行いま

す。 

経済建設常任委員４名で、平成２８年１１月２８日から３０日まで、新潟県小千

谷市、現在、長岡市ですけど、旧山古志村。そして長野県栄村など地震災害地域の

復興状況などを視察研修をいたしております。 

初日、小千谷市では、おぢやクラインガルテン「ふれあいの里」を訪れ、地域振

興課係長より説明をいただきました。「クラインガルテン」とは、ドイツ語で「小

さな庭」の意味だそうです。１区画３００平方メートルの宿泊施設付き農園で、フ

ァミリー向けとシニア向けの２タイプの３０戸が建設をされておりました。１区

画、年間使用料が３９万６,０００円、１年度契約で最長５年まで更新可能であ

り、現在２９戸が利用されているとのことでした。また、１区画５０平方メートル

の日帰り型農園が８４区画、年間使用料９,６００円で貸出しをされております。

毎月３、４回のイベントが開催されて、利用者友の会と地元農家の方との交流会や

合同のボランティア活動も行われており、東京からの利用者も多いということでし

た。２日目、長岡市から２時間かけまして長野県栄村を訪れ、副議長や議会事務局

長に歓迎を受け、２０１１年の長野県北部地震、マグニチュード６.７について説

明をいただきました。東北大地震の翌日３月１２日午前３時５９分に災害が発生、
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当時の積雪量は２メートルあり、１カ月間は調査ができない状態であったそうで

す。災害査定が始まったのは４カ月あとからでありました。人口２,３３０人のう

ち１,９９１人に避難指示を発令、７カ所の避難所で１０日間厳しい避難所生活を

強いられたそうです。のちに、５月に就任された村長が挨拶に来られました。復興

計画などを話されました。昼食後、事務局長の案内で旧小学校舎を利用した村の文

化財を保管してある公民館、地震の恐怖を後世に伝えるため建設されたメモリアル

ホール、地震に耐えた築３００年の総欅づくりの寺院などを見学。トマトの国・中

条温泉に宿泊。翌日、隣接する村営のスキー場や道の駅の物産館を回りました。平

成１６年、２００４年１０月２３日に発生した新潟県中越地震の被災地、山古志村

を訪れました。途中、錦鯉の養殖所を見学し、１メートル級の親鯉が数百匹泳いで

おりました。まるで秋の紅葉を見ているようでございます。地震被害で６０億以上

の被害があった業者もいたそうです。最後に「やまこし復興交流館おらたる」を訪

れる。地震発生から１０年近い復旧復興の歴史が、写真集等で展示されておりまし

た。全村民避難から２年、寸断された道路が開通し、山古志小学校、中学校が再開

され、少しずつ活気を取り戻していったそうです。それぞれの市町村より、復興計

画書などの資料をいただいてまいりました。今後、美里町の復興が始まりますが、

特に経済課、建設課の役に立てばと思っており、研修を終わりました。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、経済建設常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。以上で、経済建設常任委員会委員長の報

告を終わります。 

   次に、宇城広域連合議会議員の報告を求めます。７番、吉田美好君。 

○宇城広域連合議会議員（吉田美好君） 宇城広域連合議会議員の報告を行います。 

平成２８年第２回宇城広域連合議会定例会がありましたので、その内容について

報告をいたします。 

日時でございますが、平成２８年１０月４日火曜日午前１０時からであります。

場所は宇城広域連合２階交流プラザでございます。今回は村田議長の欠席届により

まして、中川副議長の進行により会議が開かれております。開会宣告に続き、守田

広域連合長の挨拶、そののち、日程に入りました。 

日程第１、議席の指定について。宇城市において議員の入れ替えがあっておりま

すので、議席の指定がなされたものであります。 

日程第２、会議録署名議員の指名。６番、渡邊裕生議員、７番、福田良二議員の
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２名を指名されております。 

日程第３、会期の決定は１日間ということでございます。 

日程第４、諸報告。連合長からの諸報告がなされております。 

日程第５、認定第１号、平成２７年度宇城広域連合一般会計歳入・歳出決算の認

定について。歳入総額３１億４,０９７万２,０００円。歳出総額２９億４,７０７

万５,０００円。歳入歳出差引額１億９,３８９万７,０００円でございまして、実

質収支額も同額となっております。採決の結果、全員が原案どおり認定することで

決定をいたしております。 

日程第６、認定第２号、平成２７年度宇城広域連合宇城ふるさと市町村圏基金特

別会計歳入歳出決算の認定について。歳入総額３１６万１,０００円、歳出総額１

７７万２,０００円、歳入歳出差引額１３８万９,０００円。これも実質収支額も同

額となっております。採決の結果、全員が原案どおり認定することで決定をいたし

ております。 

日程第７、議案第１４号、平成２８年度宇城広域連合一般会計補正予算（第２

号）について。歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億９,６７３万７,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３５億７,１２４万６,０００円とす

るものであります。採決の結果、全員が原案どおり賛成、決定をいたしておりま

す。 

本定例会におきましては、認定２件、議案１件でありましたが、資料として、平

成２７年度宇城広域連合一般会計・特別会計の歳入歳出決算審査意見書、平成２７

年度主要施策の成果報告書、平成２７年度宇城広域連合一般及び特別会計決算説明

調書、平成２８年度宇城広域連合一般会計補正予算の予算説明の資料、宇城広域連

合消防本部より、平成２８年７月から９月までの災害状況についての報告書が配付

をなされております。 

以上、報告といたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、宇城広域連合議会議員の報告を終わります。 

これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 町長提出議案の一括上程（議案第１１１号から議案第１２６号及び報告第

５号並びに同意第１号から同意第５号並びに諮問第２号） 

○議長（中川政司君） 日程第４、町長提出議案の一括上程を行います。 

議案第１１１号から議案第１２６号及び報告第５号並びに同意第１号から同意第

５号並びに諮問第２号の案件を一括して上程し、案件のみ議会事務局長に朗読をさ

せます。福島議会事務局長。 
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○事務局長（福島 繁君） それでは、議案集の２枚目、議事予定表をお開きいただき

たいと思います。それでは、読み上げます。 

議案第１１１号 美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化推進委員の

定数を定める条例の制定について 

議案第１１２号 美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

議案第１１３号 美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

議案第１１４号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第１１５号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

議案第１１６号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

議案第１１７号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

次のページをお開きください。 

議案第１１８号 美里町税条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１１９号 美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議案第１２０号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号） 

議案第１２１号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第１２２号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第１２３号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第４号） 

議案第１２４号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号） 

議案第１２５号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

議案第１２６号 美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定について 

報告第 ５ 号 美里町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

の結果報告書の提出について 

同意第 １ 号 美里町教育長の任命につき同意を求めることについて 

同意第 ２ 号 美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

同意第 ３ 号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求め
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ることについて 

同意第 ４ 号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求め

ることについて 

同意第 ５ 号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求め

ることについて 

諮問第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 以上で、議会事務局長の朗読を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） ここでしばらく休憩をいたします。再開を１１時５分といたし

ます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１１時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 町長提出議案の提案理由説明 

○議長（中川政司君） 日程第５、町長提出議案の提案理由説明を行います。 

町長に町長提出議案の提案理由の説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） それでは、提案理由の説明を申し上げます。 

今定例会に提案いたしております議案は、条例９件、補正予算６件、その他７件

の計２２件と報告１件でございます。 

まず、条例９件でございますが、「美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用

最適化推進委員の定数を定める条例の制定」につきましては、農業委員会等に関す

る法律の一部が改正されたことに伴い、農業委員会の委員及び農地利用最適化推進

委員の定数を定めるものでございまして、附則におきまして関係条例の廃止及び一

部改正を行っております。 

次に、「美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制

定」につきましては、法律の改正に伴い、育児休業等の対象となる子の範囲等につ

いて改正を行うものでございまして、「美里町職員の配偶者同行休業に関する条例

の一部を改正する条例の制定」につきましては、人事院規則の改正に伴い、配偶者

同行休業の再度の延長ができる特別の事情に関する規定を新設するものでございま

す。 
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「美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条

例の制定」、及び「美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例の制定」につきましては、人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関

する法律等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、議会議員、町長等の期

末手当の支給月数を０.１月分引き上げるものでございます。 

次に、「美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定」

につきましては、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律が施行

されたことに伴い、一般職の職員の給料表の改定、勤勉手当の支給月数の０.１月

分の引き上げ、扶養手当の額の改正を行うものでございます。 

「美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制

定」につきましても、法律の施行に伴い、特定任期付職員の給料表の改定、業績手

当の支給月数の０.１月の引き上げを行うものでございます。 

「美里町税条例の一部を改正する条例の制定」及び「美里町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の制定」につきましては、所得税法等の一部を改正する法律

が公布されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

次に、「平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号）」につきましては、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４億２,５３９万１,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を１２４億７,５３０万８,０００円とするものでございます。 

歳入のうち主なものでございますが、国庫支出金の国庫負担金では、豪雨災害に

係る公共土木施設災害復旧費負担金４億４,５８８万９,０００円を増額し、国庫補

助金では、熊本地震に係る災害関連地域防災がけ崩れ対策事業補助金５,９８３万

６,０００円を計上しております。 

県支出金の県負担金では、災害救助費負担金１,６５０万５,０００円を増額し、

県補助金では、熊本地震に係る被災者向け経営体育成支援事業負担金３,６８３万

２,０００円を増額し、豪雨災害に係る農用地等災害復旧事業費補助金１億８,００

０万円、林道施設災害復旧事業補助金１億４００万円を増額し、災害関連地域防災

がけ崩れ対策事業補助金２,９９１万８,０００円を計上しております。 

繰入金では、財政調整基金繰入金９,０４６万９,０００円を増額し、町債では、

臨時財政対策債１億１９８万３,０００円を増額し、災害復旧事業に伴う災害復旧

債３億１,１８２万９,０００円を増額しております。 

歳出におきましては、人事院勧告に伴う議会議員、特別職及び職員の報酬・給与

の改定に伴う人件費や熊本地震、豪雨に伴う災害復旧費等の補正を行っておりまし

て、歳出のうち主なものといたしましては、民生費の災害救助費では、熊本地震に

係る被災住宅の応急工事費１,１５２万円を増額し、仮設団地４１戸に物置を配置
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するための仮設団地備品購入費４４２万８,０００円を計上しております。 

農林水産業費の農業振興費では、熊本地震に係る２次要望分の被災者向け経営体

育成支援事業補助金４,７３５万８,０００円を増額し、農業構造改善対策費では、

多目的研修集会施設の屋根防水改修工事費３５０万円を計上しております。 

教育費の学校管理費では、特別支援教室の増設に伴う砥用小学校施設整備工事費

１８０万円、中央中学校校舎等修繕工事費４００万円をそれぞれ計上しておりま

す。 

災害復旧費の農用地等災害復旧費では、豪雨による農用地等災害に係る測量設計

委託料２,０００万円、復旧工事費２億円を増額し、林業施設災害復旧費では、査

定実績に伴い、熊本地震に係る林道施設災害復旧工事費１,８８６万６,０００円を

減額し、豪雨災害に係る林道施設災害復旧工事費１億６,６００万円を増額してお

ります。国庫負担災害復旧費では、災害関連地域防災がけ崩れ対策事業に係る調査

測量設計委託料２,９１６万円、工事費９,０５１万３,０００円をそれぞれ計上

し、豪雨災害に伴う公共土木災害復旧工事費６億６,８５０万円を増額し、社会体

育施設災害復旧費では、豪雨災害に係るカントリーパーク災害復旧工事費１,２６

０万円を増額しております。 

公債費では、利子負担の軽減を図るため、利率の低い借換債を発行し、既に発行

している臨時財政対策債の繰上償還のための町債償還元金１億１９８万３,０００

円を増額しております。 

「平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」につきまして

は、国、県負担金、補助金等の交付決定に伴う歳入予算の補正、後期高齢者支援

金、介護納付金等の納付額の決定に伴う歳出予算の補正を行っております。 

「平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号）」につきましては、

支出実績に基づく歳出予算の増額、及び科目の組み替え等を行っております。 

「平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）」

につきましては、人事院勧告に伴う人件費の補正でございます。 

「平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）」

につきましては、これも人事院勧告に伴う人件費の増額及び水道施設の修繕料を増

額いたしております。 

「平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号）」につきましては、

歳入においては、熊本地震に係る浄化槽の修繕料に対する廃棄物処理施設災害復旧

費補助金、下水道事業債、補助災害復旧事業債等の増額を行っておりまして、歳出

につきましては、浄化槽の修繕料、浄化槽設置工事費等の増額を行っております。 

「美里町砥用東部地区活性化施設の指定管理者の指定」につきましては、同施設
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の指定管理者の指定期間が平成２９年３月３１日で満了するため、地方自治法に基

づき、議会の議決を求めるものでございます。 

「美里町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果報告書の

提出」につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、議会

に報告書を提出するものでございます。 

「美里町教育長の任命につき同意を求めること」につきましては、教育長の任期

が平成２８年１２月２２日で満了となりますが、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律の改正により、教育長の任命について、議会の同意を求める必要があるた

め提案するものでございます。 

また、「美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めること」につきまして

も、委員１名の任期が平成２８年１２月２２日で満了するため、同法に基づき、議

会の同意を求めるものでございます。 

「固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること」につきまして

は、３名の委員の任期が平成２８年１２月２２日で満了するため、地方税法に基づ

き、議会の同意を求めるものでございます。 

「人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること」につきましては、委員１

名の任期が平成２９年３月３１日で満了するため、人権擁護委員法に基づき、候補

者の推薦について意見を求めるものでございます。 

以上で、説明を終わらさせていただきますが、詳細につきましては担当課長に説

明をいたさせますので、慎重なるご審議をいただき、速やかなるご議決をお願い

し、提案理由の説明といたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、町長提出議案の提案理由説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第１１１号 美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化推進

委員の定数を定める条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第６、議案第１１１号、美里町農業委員会の委員及び美里

町農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） 議案書をお願いいたします。議案第１１１号についてご説

明申し上げます。 

美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化推進委員の定数を定める条例

の制定について 

美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化推進委員の定数を定める条例

を別紙のとおり定める。 
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平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。農業協同組合法等の一部を改正する等の法律により農業

員会等に関する法律の一部が改正され、農業委員会の委員及び農地利用最適化推進

委員の定数を条例で定める必要が生じたため提案するものであります。 

次ページをお願いいたします。 

美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化推進委員の定数を定める条例 

（趣旨）、第１条、この条例は、農業委員会等に関する法律（昭和２６年法律第

８８号）第８条第２項及び第１８条第２項の規定に基づき、美里町農業委員会の委

員及び美里町農地最適化推進委員の定数を定めるものとする。 

（農業委員会の委員の定数）、第２条、美里町農業委員会の委員の定数は、１０

人とする。 

（農地利用最適化推進委員の定数）、第３条、美里町農地利用最適化推進委員の

定数は、１７人とする。 

附則 

（施行期日）、１、この条例は、公布の日から施行する。 

（美里町農業委員会の選挙による委員の定数に関する条例の廃止）、２、美里町

農業委員会の選挙による委員の定数に関する条例（平成１６年美里町条例第１１６

号）は、廃止する。 

（経過措置）、３、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律（平成２７年法

律第６３号）附則第２９条第２項の規定により、なお従前の例により美里町農業委

員会の委員が在任する場合における当該委員の定数については、なお従前の例によ

る。 

（美里町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正）、４、美里町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

（平成１６年美里町条例第３６号）の一部を次のように改正する。 

配付しております別紙、新旧対照表をお願いいたします。 

別表第１中、農業委員会委員の項を次のように改める。 

ということで、新旧対照表、左側が改正前、右側が改正後となっております。別

表第１中において、右側、改正後で説明いたします。区分の欄、従前は「農業委員

会委員」となっておりましたが「農業委員会」に改め、それから会長の年額、委員

の年額については、従前と同額でございます。新たに、農地利用最適化推進委員に

つきまして、「年額１０万円、活動実績日数３,６００円、半日の場合１,８００

円」を追加します。別表第２中、農業委員会委員の項を次のように改めるというこ

とで、改正後におきまして、農業委員会委員の次に、「農地利用最適化推進委員」
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を追加します。以上です。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

   これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第６、議案第１１１号、美里町農業委員会の委員及び美里町農地利用最適化

推進委員の定数を定める条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第６、議案第１１１号、美里町農業委員会の委員及び美里

町農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定については、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１１２号 美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第７、議案第１１２号、美里町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１１２号につきましてご説明申し上げます。 

美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとお

り定める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介

護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律

の施行に伴い、育児休業等の対象となる子の範囲等について、条例で定める必要が
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生じたため提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成１６年美里町条例第３２号）

の一部を次のように改正する。 

以下、改正内容につきましては、説明資料として提出させていただいております

新旧対照表により説明させていただきます。 

別冊の新旧対照表の１ページをご覧願います。 

左の欄が改正前、右の欄が改正後の条文となっております。第８条の２、第１項

の改正につきましては、育児を行う職員の早出遅出勤務の対象となる子の範囲に、

「民法に基づく特別養子縁組の看護期間中の子及び児童福祉法に基づく養子縁組里

親に委託されている子」を加えるものでございまして、同条第２項の改正につきま

しては、第１５条、第１項の改正に伴う字句の改正並びに要介護者を介護する職員

の早出遅出勤務の対象となる子の範囲に、「民法に基づく特別養子縁組の看護期間

中の子及び児童福祉法に基づく養子縁組里親に委託されている子」を加えるもので

ございます。 

２ページをお開き願います。 

第８条の３、第４項の改正につきましても、第１５条、第１項の改正に伴う字句

の改正でございます。 

３ページをお開き願います。 

第１１条の改正につきましては、第１５条の２に介護時間の新設に伴います字句

の追加でございます。 

第１５条の改正につきましては、介護休暇の期間について、改正前の第２項にお

きまして、「要介護者の各々につき連続する６月の期間」としていましたものを、

改正後の第1項におきまして、「要介護者の各々につき３回の範囲内で、通算して

６月の範囲内」に改正するものでございまして、併せて定義規定を設けたことに伴

いまして、字句の整理を行っております。 

第１５条の２につきましては、介護時間休暇を新設するものでございます。 

４ページをお開き願います。 

第１項では、介護時間は要介護者の各々が当該介護を必要とするひとつの連続す

る状態ごとに連続する３年の期間内とし、第２項では、介護時間の時間は３年の期

間内において、１日につき２時間以内とし、第３項では、介護時間については、勤

務しない１時間につき、１時間あたりの給与額を減額するといたしております。 

第１７条の見出し及び条文の改正につきましては、第１５条の２の介護時間の新
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設に伴う字句の追加でございます。 

次に、議案書をお開き願います。 

附則でございますが、（施行期日）、第１項、この条例は、平成２９年１月１日

から施行する。第２項につきましては、改正前の美里町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例に係る経過措置でございます。 

以上で、議案第１１２号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第７、議案第１１２号、美里町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を

求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第７、議案第１１２号、美里町職員の勤務時間、休暇等に

関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１１３号 美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第８、議案第１１３ 号、美里町職員の配偶者同行休業に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１１３号につきましてご説明申し上げます。 

美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり

定める。 
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平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院規則（職員の配偶者同行休業）の一部を改正する

人事院規則の施行に伴い、配偶者同行休業の期間の再度の延長ができる特別の事情

について、条例で定める必要が生じたため提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例 

美里町職員の配偶者同行休業に関する条例（平成２８年美里町条例第９号）の一

部を次のように改正する。 

以下、第６条の２及び第７条の改正につきましては、説明資料として提出させて

いただいております新旧対照表により説明させていただきます。 

別冊の新旧対照表をご覧願います。左の欄が改正前、右の欄が改正後の条文とな

っております。 

第６条の２につきましては、人事院規則の改正に伴い、地方公務員法第２６条の

６第３項の条例で定める配偶者同項休業の再度の延長ができる特別の事情として、

配偶者同行休業の期間の延長後の期間が満了する日における当該配偶者同行休業に

係る配偶者の外国での勤務が、延長後の期間満了後も引き続くこととなり、その引

き続くことが延長の請求時には確定していなかったこと、その他、町長がこれに準

ずると認める事項につきまして、新設をしたものでございます。 

第７条、第１号の改正につきましては、第７条、第１号の定義規定を第６条の２

に規定したことに伴います字句の削除でございます。 

次に、議案書をお開き願います。 

附則でございますが、この条例は公布の日から施行するといたしております。 

以上で、議案第１１３ 号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第８、議案第１１３ 号、美里町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を
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改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第８、議案第１１３ 号、美里町職員の配偶者同行休業に関

する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第１１４号 美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第９、議案第１１４号、美里町議会の議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１１４号につきましてご説明申し上げます。 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり定める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律

等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、議会議員の期末手当の支給率を

改定したいため提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 

美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正でございま

すが、１条、２条、２条立てとなっております。 

改正内容につきましては、説明資料として提出させていただいております新旧対

照表により説明させていただきます。 

別冊の新旧対照表の１ページをご覧願います。 

第１条の改正につきましては、公布の日から施行し、１２月１日から摘要するも

のでございます。左の欄が改正前、右の欄が改正後の条文となっております。第２

条の２につきましては、期末手当に関する規定でございまして、本年１２月に支給

する期末手当の額を報酬月額の「１００分の１５０」から「１００分の１６０」に

０.１月分引き上げるものでございます。 

２ページをお開き願います。 



－ 29 － 

第２条関係の改正につきましては、平成２９年４月１日から施行するものでござ

います。左の欄は改正前となっておりますが、１ページの第１条関係の改正後の条

文となっておりまして、１２月適用の条文につきまして、さらに改正を行うもので

ございます。第２条の２の改正でございますが、６月に支給する期末手当の額を報

酬月額の「１００分の１３５」から「１００分の１４０」に。１２月に支給する期

末手当の額を報酬月額の「１００分の１６０」から「１００分の１５５」に改める

ものでございます。 

平成２８年１２月期に引き上げました０.１月分を平成２９年６月期に０.０５月

分引き上げ、１２月期に０.０５月分を引き下げることとし、平成２９年度の支給

率等と均等になるよう率を振り分けるものでございます。 

次に、議案書をお開き願います。附則でございます。（施行期日等）、第１項、

この条例は公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は平成２９年４月１日か

ら施行する。第２項、第１条の規定による改正後の美里町議会の議員を、議員報酬

及び費用弁償等に関する条例の規定は、平成２８年１２月１日から適用するといた

しております。第３項につきましては、（期末手当の内払）に関する規定でござい

ます。 

以上で、議案第１１４号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第９、議案第１１４ 号、美里町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第９、議案第１１４ 号、美里町議会の議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可
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決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第１１５号 美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第１０、議案第１１５号、美里町長等の給料、諸手当及び

旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１１５号につきましてご説明申し上げます。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律

等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、特別職の期末手当の支給率を改

定したいため提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 

（美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の一部改正）でございます

が、議案第１１４条と同様の改正でございまして、第１条の改正により、本年１２

月に支給する期末手当の額を、給料月額の「１００分の１５０」から「１００分の

１６０」に引き上げ、第２条の改正により、６月に支給する期末手当の額を給料月

額の「１００分の１３５」から「１００分の１４０」に、１２月に支給する期末手

当の額を給料月額の「１００分の１６０」から「１００分の１５５」に改めるもの

でございます。 

附則でございます。（施行期日等）、第１項、この条例は公布の日から施行す

る。ただし、第２条の規定は、平成２９年４月１日から施行する。第２項、第１条

の規定による改正後の美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例の規定は、

平成２８年１２月１日から適用するといたしております。第３項につきましては、

（期末手当の内払）に関する規定でございます。 

以上で、議案第１１５号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１０、議案第１１５号、美里町長等の給料、諸手当及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１０、議案第１１５号、美里町長等の給料、諸手当及び

旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第１１６号 美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第１１、議案第１１６号、美里町一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１１６号につきましてご説明申し上げます。 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定

める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律

等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、一般職の給料、勤勉手当及び扶

養手当の額を改定したいため提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

（美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正）でございますが、改正内

容につきましては、説明資料として提出させていただいております新旧対照表によ

り説明をさせていただきます。 
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別冊の新旧対照表の１ページをご覧願います。 

第１条関係の改正でございますが、左の欄が改正前、右の欄が改正後の条文とな

っております。第１７条第２項の４行目の改正でございますが、法律の改正に伴う

字句の改正でございます。同条第１号の改正につきましては、職員の勤勉手当の額

を給料月額の「１００分の８０」から「１００分の９０」に０.１月分引き上げる

ものでございまして、第２号の改正につきましては、再任用職員の勤勉手当の額を

給料月額の「１００分の３７.５」から「１００分の４２.５」に０.５月分引き上

げるものでございます。 

２ページから４ページまでにつきましては、再任用職員を含みます一般職の職員

の給料表の改正でございまして、若年層に厚く増額することとなっておりますが、

平成２７年度と比較しまして、平均０.２％の増額改定となっております。 

５ページをお開き願います。第２条関係の改正でございますが、第８条第２項第

２号の改正及び第３号の新設につきましては、同条第３項の改正により、満２２歳

に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子及び孫のうち、子の扶養手当

の額が増額されたことに伴うものでございます。改正前の第２項第３号から第４号

の改正につきましては、第３号の新設に伴い、号を繰り下げたものでございます。

同条第３項の改正につきましては、扶養手当の月額を、第１号の配偶者について

は、１万３,０００円から６,５００円に減額し、改正前におきましては、第２号か

ら第５号までの扶養親族については１人につき６,５００円とし、そのうち配偶者

がない場合、そのうち１人については１万１,０００円でございましたが、改正後

におきましては、第２号の満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間に

ある子については、１人につき６,５００円から１万円に増額にされ、改正後の第

３号から第６号の扶養親族につきましては、改正前の同額の１人につき６,５００

円とし、配偶者がない場合の１人につき１万１,０００円の加算措置を廃止するも

のでございます。なお、附則第４項で扶養手当に関する特例が定められております

ので、改正後の扶養手当の額につきましては、実質的には平成３０年４月１日から

摘要されることとなります。 

第９条第１項、６ページの第２項、７ページの第３項の改正につきましては、第

８条第２項の改正に伴います引用条項の整理及び同条第３項の配偶者がない場合の

加算措置が削除されたことに伴います、字句の改正及び法律改正に伴います字句の

改正を行っております。 

８ページをお開き願います。第１７条第２項第１号の改正につきましては、職員

の勤勉手当の額を給料月額の「１００分の９０」から「１００分の８５」に０.０

５月分引き下げるものでございまして、第２号の改正につきましては、再任用職員
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の勤勉手当の額を給料月額の「１００分の４２.５」から「１００分の４０」に、

０.２５月分引き下げるものでございます。２９年４月以降の勤勉手当につきまし

ては、６月と１２月に２回支給されることとなるため、平成２８年１２月の勤勉手

当の引き上げ分の半分を引き下げることとし、平成２９年度の支給率と均等になる

よう振り分けるものでございます。 

次に、議案書をお開き願います。附則でございます。（施行期日等）、第１項に

おきましては、条例の施行日を公布の日とし、第２条及び附則第４項の規定の施行

日を平成２９年４月１日といたしております。第２項におきましては、第１条の規

定による改正後の条例の規定のうち、美里町一般職の職員の給与に関する条例第１

７条第２項の改正規定を除く部分につきましては、平成２８年４月１日から適用

し、第１条の規定による改正後の条例第１７条第２項の規定は、平成２８年１２月

１日から適用するといたしております。第３項につきましては、「給与の内払」に

関する規定でございます。第４項につきましては、平成２９年４月１日から平成３

０年３月３１日までの「扶養手当に関する特例」でございまして、配偶者の扶養手

当につきましては、現行の１万３,０００円から２９年４月から平成３０年３月ま

では１万円とし、満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある子の

扶養手当につきましては、現行の６,５００円から平成２０年４月から平成３０年

３月までは８,０００円とし、また配偶者がない場合の加算措置につきましても、

現行の配偶者がない場合、そのうち１人については、１万１,０００円でありまし

たのを、平成２９年４月から平成３０年３月までは満２２歳に達する日以後の最初

の３月３１日までの間にある子については１万円に、その他の扶養親族については

９,０００円に段階的に調整するための経過措置でございます。第５項につきまし

ては、規則への委任規定でございます。 

以上で、議案第１１６号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 
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日程第１１、議案第１１６号、美里町一般職の職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１１、議案第１１６号、美里町一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） ここでしばらく休憩といたします。再開を午後１時００分とい

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５５分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第１１７号 美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第１２、議案第１１７号、美里町一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１１７号につきましてご説明申し上げます。 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律

等の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、特定任期付職員の給料及び業績

手当の額を改定したいため提案するものでございます。 

次のページをお開き願います。 

美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

（美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正）でございます

が、改正内容につきましては、説明資料として提出させていただいております新旧
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対照表により説明をさせていただきます。 

なお、附則のほうでございます。第２項以下の部分につきまして、修正をさせて

いただいております。冒頭お断りをさせていただきます。 

それでは新旧対照表の１ページをご覧願います。 

第１条の改正でございますが、左の欄が改正前、右の欄が改正後の条文となって

おります。第５条の改正につきましては、法律の施行に伴う特定任期付職員の給料

表の改正でございまして、１号給、２号給の職員の給料月額につきまして、１,０

００円の増額改定となっております。第６条第２項の改正につきましては、職員の

期末手当に相当します業績手当に関する規定でございまして、本年１２月に支給す

る業績手当の額を、給料月額の「１００分の１５７.５」から「１００分の１６７.

５」に０.１月分引き上げるものでございます。 

２ページをお開き願います。第２条関係の改正でございます。第６条第２項の改

正でございますが、業績手当の額を、給料月額の「１００分の１６７.５」から

「１００分の１６２.５」に０.０５月分引き下げるものでございます。平成２９年

４月以降の業績手当は６月と１２月の２回支給されるため、平成２８年１２月に支

給されるべき業績手当の引き上げ分の半分を引き下げることとしたものでございま

す。 

次に、議案書をお開き願います。 

附則でございます。（施行期日等）、第１項におきましては、条例の施行日を公

布の日とし、第２条の規定の施行日を平成２９年４月１日といたしております。第

２項におきましては、第１条の規定による改正後の条例の規定のうち、美里町一般

職の任期付職員の採用等に関する条例第６条第２項の改正規定を除く部分につきま

しては、条例施行の日（平成２８年１０月２１日）から適用し、第１条の規定によ

る改正後の条例第６条第２項の規定は、平成２８年１２月１日から適用するといた

しております。第３項につきましては、（給与の内払）に関する規定でございま

す。 

以上で、議案第１１７号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１２、議案第１１７号、美里町一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１２、議案第１１７号、美里町一般職の任期付職員の採

用等に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第１１８号 美里町税条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第１３、議案第１１８号、美里町税条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。岩永税務課長。 

○税務課長（岩永政臣君） それでは、議案第１１８号についてご説明申し上げます。 

美里町税条例の一部を改正する条例の制定について 

美里町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由といたしまして、所得税法等の一部を改正する法律が公布され、外国人

等の国際運輸業に係る所得に対する相互主義による所得税等の非課税に関する法律

の一部が改正されたことにより、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の

町民税の課税の特例に関する規定を条例で定める必要が生じたため提案するもので

ございます。 

次のページをお開きください。 

美里町税条例の一部を改正する条例 

美里町税条例（平成１６年美里町条例第４９号）の一部を次のように改正する。 

以下、改正文でございますが、別途配付しております新旧対照表により説明いた

します。新旧対照表をご覧いただきたいと思います。 

美里町税条例の一部を改正する条例新旧対照表でございます。左側が改正前、右

側が改正後となっております。説明につきましては、改正後を基本に説明させてい

ただきます。附則（特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人の町民税の課税

の特例）につきましては、現在、台湾の企業の稼得する船舶または 航空機による国
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際運輸業に係る日本国内源泉所得につきまして、相互主義に基づき日本の課税を免

除しております。しかし、今回の法改正で外国人等の国際運輸業に係る所得に対す

る相互主義による所得税等の非課税に関する法律を、外国居住者等の所得に対する

相互主義による所得税等の非課税等に関する法律に改めることで、運輸業以外にも

適用を広げるものでございます。このことから、町民税に係るものといたしまし

て、１ページの第２０条の２から以下、５ページの中ほどまでの各項にお示しがし

てございますが、特例適用利子等及び特例適用配当等に係る個人町民税の課税の特

例を新設し、特例適用利子等または特例適用配当等を有するものに対し、その特例

利子等の額または特例適用配当等の額に係る所得を分離課税とするよう改正するも

のでございます。 

また、５ページの２０条の３から１０ページにつきましては、附則２０条の２を

新設することに伴う条のずれによるものでございます。 

次に、また、議案集のほうに戻っていただきたいと思います。 

改正条例の４ページになります。附則といたしまして、（施行期日）、第１条、

この条例は、平成２９年１月１日から施行するとなっております。第２条につきま

しては、（経過措置） でございます。 

以上で、議案第１１８号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１３、議案第１１８号、美里町税条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１３、議案第１１８号、美里町税条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第１４ 議案第１１９号 美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議長（中川政司君） 日程第１４、議案第１１９号、美里町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。向山住民課長。 

○住民課長（向山照美君） 議案第１１９号についてご説明申し上げます。 

美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございますが、所得税法等の一部を改正する法律が平成２８年３月３

１日に公布され、外国人などの国際運輸業に係る所得に対する相互主義による所得

税などの非課税に関する法律の一部改正が行われたことにより、国民健康保険税の

課税の特例に関する規定を改正する必要が生じたため提案をするものでございま

す。 

次のページをお開き願います。 

美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

美町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

以下、改正内容につきましては、説明資料として提出しております別冊の美里町

国民健康保険税条例新旧対照表をご覧願います。 

左の欄が改正前、右の欄が改正後の条文となっております。今回の改正は住民税

の課税の特例としまして、特例適用利子などの額及び特例適用配当などの額に係る

所得が分離課税される改正が行われることから、国民健康保険税の所得割の算定及

び軽減判定に用いる総所得金額にそれぞれを含めるよう、附則の１０項と附則の１

１項を新設したものでございます。 

対照表の２ページをお開きください。この２項の新設によりまして、左側の改正

前の附則第１０項及び附則第１１項につきましては、それぞれ項の繰り下げを行っ

たものでございます。 

議案書にお戻り願います。 

２ページの附則でございます。（施行期日）として、第１項、この条例は、平成

２９年１月１日から施行する。第２項につきましては、改正後の美里町国民健康保

険税条例の規定の（適用区分）を定めたものでございます。 

以上で、議案第１１９号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１４、議案第１１９号、美里町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１４、議案第１１９号、美里町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第１２０号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号） 

 日程第１６ 議案第１２１号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号） 

 日程第１７ 議案第１２２号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２

号） 

 日程第１８ 議案第１２３号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会

計補正予算（第４号） 

 日程第１９ 議案第１２４号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会

計補正予算（第３号） 

 日程第２０ 議案第１２５号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３

号） 

○議長（中川政司君） 日程第１５、議案第１２０号「平成２８年度美里町一般会計補

正予算（第１２号）」から、日程第２０、議案第１２５号「平成２８年度美里町生

活排水特別会計補正予算（第３号）」までの６案件についてを一括して議題とした

いと思います。 

皆さんにお諮りします。日程第１５、議案第１２０号から日程第２０、議案第１

２５号までの６案件についてを一括議題とし、本日は内容説明のみ行い、質疑・討

論・採決は最終日に行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第１２０号から議案第１２５号までを一括して議題とし、

本日は内容説明のみ行い、質疑・討論・採決は最終日に行うことに決定しました。 

それでは、議案第１２０号から議案第１２５号までを一括して議題とします。 

まず、議案第１２０号、平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号）の内

容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 議案第１２０号につきましてご説明申し上げます。別冊の

補正予算書の１ページをお開き願います。 

議案第１２０号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号） 

平成２８年度美里町の一般会計の補正予算（第１２号）は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４億

２,５３９万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２４

億７,５３０万８,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為

補正」による。 

地方債の補正、第３条、地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」によ

る。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

５ページをお開き願います。第２表、債務負担行為補正でございます。 

債務負担行為の追加といたしまして、公共土木積算システムライセンス使用料に

つきまして、平成２９年度から平成３０年度までの期間、限度額につきまして９１

万９,０００円を追加いたしております。 

次に、６ページでございます。第３表、地方債補正でございます。まず、地方債

の追加でございますが、臨時財政対策債（借換債）につきまして、限度額１億１９

８万３,０００円を追加いたしております。 

７ページをお開き願います。地方債の変更でございます。起債の目的の欄でござ

います。現年発生公共土木施設災害復旧事業（震災分）につきまして、限度額を３

億１,９９０万円から３億４,９７２万９,０００円に。現年発生公共土木施設災害

復旧事業（豪雨分）につきまして、３億７,９８０万円から６億２４０万円に。現

年発生林道施設災害復旧事業（震災分）につきまして、４,２１０万円から３,８０

０万円に。現年発生林道施設災害復旧事業（豪雨分）につきまして、３,３４０万
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円から８,９１０万円に。現年発生農業施設災害復旧事業（震災分）につきまし

て、４２０万円から３５０万円に。現年発生農業施設災害復旧事業（豪雨分）につ

きまして、６,５００万円から５,０００万円に。現年発生単独災害復旧事業（震災

分）につきまして、１億３８０万円から１億２８０万円に。現年発生単独災害復旧

事業（豪雨分）につきまして、２,５４０万円から４,３５０万円に。現年発生公立

学校施設災害復旧事業（震災分）につきまして、５,４１０万円から６,０５０万円

にそれぞれ変更をいたしております。 

１０ページをお開き願います。２の歳入でございます。一番上の枠でございま

す。分担金及び負担金の目２、災害復旧費分担金の説明の欄でございます。農用地

等災害復旧費分担金（豪雨分）につきましては、農用地等災害復旧工事費の１０分

の１の額２,０００万円を増額いたしております。 

その下の枠でございます。国庫支出金の目２、災害復旧費国庫負担金の説明の欄

でございます。公共土木施設災害復旧費負担金（豪雨分）につきましては、公共土

木施設災害復旧費の歳出の災害復旧費の３分の２の額、４億４,５８８万９,０００

円を増額いたしております。 

その下の枠でございます。目４の土木費国庫補助金の説明の欄の上の行でござい

ます。災害関連地域防災がけ崩れ対策事業補助金につきましては、災害関連地域防

災がけ崩れ対策事業に係る測量設計委託料工事請負費の額の２分の１の額、５,９

８３万６,０００円を計上いたしております。一番下の枠でございます。県支出金

の目１、民生費県負担金の節７の災害救助費負担金の説明の欄、災害救助費負担金

につきましては、歳出予算の増額に伴いまして１,６５０万５,０００円を増額いた

しております。 

１１ページをお開き願います。一番上の枠、県支出金の目４、農林水産業費県補

助金の節１、農業費補助金でございます。説明の欄の２行目でございまして、被災

者向け経営体育成支援事業補助金につきましては、第２回要望分に係ります補助金

として３,６８３万２,０００円を増額いたしております。 

１番下の行でございます。農用地等災害復旧事業費補助金（豪雨分）につきまし

ては、農用地等災害復旧費歳出の農用地災害復旧費の１０分の９の額、１億８,０

００万円を増額いたしております。 

節２の林業費補助金の２行目でございます。林道施設災害復旧事業補助金（震災

分）につきましては、災害査定が終了し、災害復旧事業費を減額したことに伴いま

して１,５６０万円を減額し、その下の行でございます。林道施設災害復旧事業補

助金（豪雨分）につきましては、１億４００万円を増額いたしております。 

目７の土木費県補助金の説明の欄でございます。災害関連地域防災がけ崩れ対策
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事業補助金でございます。これは地域防災がけ崩れ対策事業費の４分の１の補助で

ございまして、２,９９１万８,０００円を計上いたしております。 

１番下の枠の寄附金の目１の一般寄附金の説明の欄のふるさと応援寄附金につき

ましては、収入実績に基づきまして２０２万８,０００円を増額いたしておりま

す。 

その下の教育費寄附金につきましては、２団体からの寄附がございましたので、

１６８万２,０００円を増額しておりまして、小学校３校、中学校２校の歳出予算

へそれぞれ３３万７,０００円を予算配分をしているところでございます。 

次に、１２ページでございます。１番上の枠の繰入金の目１、基金繰入金の説明

の欄でございます。財政調整基金繰入金につきましては、不足する財源に充当する

ため９,０４６万９,０００円を増額いたしております。 

２つ目の枠の諸収入の雑入の説明の欄の１番上の行でございます。宇城広域連合

負担金前年度決算剰余金返還金につきましては、２,１６２万８,０００円を計上い

たしております。 

１番下の行の療養給付費負担金返還金（後期高齢者医療）につきましては、２７

年度の負担金額の確定に伴う返還金でございまして、１,４１２万７,０００円を計

上いたしております。 

１番下の枠、町債の総務債の説明の欄、臨時財政対策債（借換債）につきまして

は、利子負担の軽減を図るため利子の低い償還債を活用いたしまして、既に発行し

ている臨時財政対策債の償還を行うため借り入れるものでございまして、１億１９

８万３,０００円を計上いたしております。 

目５の災害復旧債につきましては、説明の欄の現年発生公共土木施設災害復旧事

業（震災分）から、次のページまでまたがりますが、現年発生公立学校施設災害復

旧事業（震災分）まで、説明区分ごとの増減はございますが、総額３億１,１８２

万９,０００円を増額いたしております。 

１４ページをお開き願います。３の歳出でございます。歳出予算の補正につきま

しては、議会費から教育費まで人事院勧告に伴う給料、職員手当、共済費などの人

件費等の補正をそれぞれ行っているところでございます。 

１５ページをお開き願います。１番下の総務費の目６の企画費でございます。負

担金補助及び交付金の２行目になります。生活交通路線維持費補助金につきまして

は、熊本地震による運行不能、また利用者数の減少によりまして６１２万円を増額

いたしております。おもやいジャンボ運行補助金につきましては、豪雨災害により

県道清和砥用線が通行できなくなり、迂回運行により燃料費等が増加しましたため

１４８万６,０００円を増額いたしております。 
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次に、１６ページでございます。総務費の目７、情報推進費の役務費から備品購

入費までになりますが、個人番号カードプリンター印字調整手数料１３万円の減

額。 

その下の委託料でございます。個人番号カード専用機器保守委託料４４万５,０

００円の減額。個人番号カードプリンター購入費１１８万８,０００円の減額につ

きましては、当初個人番号カードの住所氏名の変更があった場合に、専用プリンタ

ーによる印字をする計画でございましたが、件数が少なく印字テープも高額となっ

ているということでございまして、手書き処理することといたしましたため、減額

をしたものでございます。 

１９ページをお開き願います。２つ目の枠でございます。民生費の目１、災害救

助費の１５、工事請負費の説明の欄でございます。被災住宅応急工事につきまして

は、５７万６,０００円の２０件分、１,１５２万円を増額いたしております。 

その下の備品購入費、仮設団地備品購入費につきましては、仮設団地４１戸に物

置を設置するための経費として４４２万８,０００円を増額いたしております。 

次に、２０ページでございます。１番上の枠の衛生費の目７、水道施設整備費の

１３の委託料の説明の欄でございます。簡易水道事業経営戦略作成業務委託料１５

０万円でございますが、平成２９年度以降の簡易水道事業の高料金対策及び建設改

良に係る普通交付税措置を受けるためには、経営戦略を作成する必要がございます

ので計上をいたしているところでございます。 

２１ページをお開き願います。農林水産業費の目４、農業振興費の説明の欄、２

行目になります。被災者向け経営体育成支援事業補助金につきましては、第２次要

望にかかります２５件分の補助金として、４,７３５万８,０００円を増額いたして

おります。 

一番下の目７、農業構造改善対策費の説明の欄でございます。多目的集会施設の

屋根防水改修工事につきましては３５０万円を計上いたしております。 

次に、２２ページでございます。真ん中の枠でございます。商工費の森林体験公

園費の役務費、広告宣伝費につきましては、来春の集客のためのテレビ広告費とい

たしまして１００万円を増額いたしております。 

２３ページをお開き願います。一番下の枠でございます。消防費の目４、災害対

策費の役務費、説明の欄の上の行でございます。戸別受信機設置・調整等手数料に

つきましては、震災に伴いまして家屋の解体、また仮設住宅の建設等により設置調

整件数が増加いたしておりますので１８０万円を増額いたしております。 

次に、２４ページでございます。下の枠でございます。教育費の目１、学校管理

費の委託料の２行目になります。砥用小学校特別支援教室設備改修工事設計業務委
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託料３６万円。その下の工事請負費の砥用小学校施設整備工事１８０万円につきま

しては、特別支援教室の増設に伴う経費を計上いたしているところでございます。 

２５ページをお開き願います。下の枠でございます。教育費の目１、学校管理費

の１３の委託料、中央中学校特別支援教室設備改修工事設計業務委託料８０万円。 

その下の工事請負費、中央中学校校舎等修繕工事４００万円。こちらにつきまし

ても、特別支援教室の増設に伴う経費を計上いたしているところでございます。 

次に、２６ページでございます。２つ目の枠でございます。教育費の目２、公民

館費の負担金補助及び交付金の一番上の枠でございます。上中地区公民館改修費補

助金につきましては、９月議会定例会におきまして１７万９,０００円を計上させ

ていただいておりましたけども、これにつきましては、熊本地震復興基金を活用し

た事業メニューが県から示されておりますので、総額を減額し、自治公民館再建事

業補助金（震災分）として７１万８,０００円を計上させていただいております。

額の相違につきまして、事業メニューに合わせまして補助率を嵩上げしていること

に伴うものでございます。 

一番下の枠の教育費の体育施設費の需用費の修繕料につきましては、カントリー

パークの遊具及びテニスコート、Ｂ＆Ｇ海洋センターのプール排水管、総合運動公

園グランドトイレの浄化槽などの修繕料として、１５９万６,０００円を増額いた

しております。 

２７ページをお開き願います。２つ目の枠でございます。災害復旧費の目１、農

用地等災害復旧費の節１３の委託料の説明の欄でございます。測量設計委託料（豪

雨分）につきましては、農用地等災害復旧に係る分でございまして２,０００万円

を増額いたしております。 

その下の工事請負費の農用地等災害復旧工事（豪雨分）につきましては、２億円

を増額いたしております。 

目２の林道施設災害復旧費の１５、工事請負費の説明の欄でございます。林道施

設災害復旧工事（震災分）につきましては、災害査定が終了し、復旧額が確定いた

しましたため１,８８６万６,０００円を減額いたしまして、その下の林道施設災害

復旧工事（豪雨分）につきましては、１億６,６００万円を増額いたしているとこ

ろでございます。 

１番下の枠でございます。災害復旧費の目２の国庫負担災害復旧費の委託料でご

ざいます。災害関連地域防災がけ崩れ対策事業調査測量設計委託料２,９１６万

円。 

その下の工事請負費の災害関連地域防災がけ崩れ対策事業工事９,０５１万３,０

００円につきましては、熊本地震及び豪雨により被害を受けました５つの地区に係
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るがけ崩れ防止対策に係る経費を計上したものでございます。 

その下の公共土木施設災害復旧費（豪雨分）につきましては、６億６,８５０万

円を計上いたしております。 

次に、２８ページでございます。災害復旧費の目２、社会体育施設災害復旧費の

委託料のカントリーパーク災害復旧工事測量設計業務委託料につきましては、１９

０万円を増額いたしております。 

その下の工事請負費のカントリーパーク災害復旧工事（豪雨分）につきましては

１,２６０万円を増額し、その下の農山村広場災害復旧工事（豪雨分）につきまし

ては４００万円を増額いたしております。農山村広場の復旧工事につきましては、

豪雨災害による法面２カ所の崩壊に伴う復旧工事費にあたるものでございます。 

一番下の枠でございます。公債費の元金の説明の欄でございます。町債償還元金

につきましては、歳入の借替債を発行いたしまして償還するものでございまして、

１億１９８万３,０００円を計上いたしております。 

以上で、議案第１２０号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１２０号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１２１号、平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）の内容説明を求めます。向山住民課長。 

○住民課長（向山照美君） 議案第１２１号についてご説明申し上げます。別冊の補正

予算書の１ページをお開き願います。 

平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

平成２８年度美里町の国民健康保険特別会計の補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１８９万

３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億２,０８８万

８,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

予算書の５ページをお開き願います。２の歳入でございますが、一番上の枠の国

庫支出金の目の特定健診等負担金でございますが、負担金の決定によりまして説明

の２４万６,０００円を増額したものでございます。 

２段目になりますが、同じく国庫支出金の目、災害臨時特例補助金でございま

す。これは熊本地震により半壊以上の被災をされた国保世帯の国保税の減免、並び

に医療機関の一部負担金の免除を実施しておりますが、それに要する費用のうち、



－ 46 － 

８割については特別調整交付金で交付され、残りの２割については今回の特別臨時

補助金として補助されることになりましたので、今回保険税の減免分としまして１

７５万１,０００円、一部負担金の免除分としまして１７６万６,０００円を計上し

ております。 

次の枠でございますが、款、項、目、前期高齢者交付金ですが、本年度の決定額

によりまして２１１万６,０００円を減額をしております。 

最後の枠ですが、県支出金でございますが、目の特定健診等負担金につきまして

は、負担金の決定によりまして２４万６,０００円を増額したものです。 

次に、６ページをご覧ください。３の歳出でございます。一番上の枠の保険給付

費でございますが、歳入で災害の特別臨時給付金の一部負担金の免除分が補助され

たことによりまして、財源の組み替えを行ったものでございます。 

その下、２段目、３段目、４段目の枠でございますが、それぞれ後期高齢者支援

金、前期高齢者納付金、介護納付金につきましては、今年度の額の決定によりまし

て、後期高齢者支援金を２,３６５万２,０００円、前期高齢者納付金を７万３,０

００円、介護納付金を１５万７,０００円、それぞれ減額したものでございます。 

次の７ページをご覧ください。一番上の枠の保健事業費の特定健診の事業費の説

明の欄でございますが、特定健診の端末回線使用料については、不足分が生じまし

たので５,０００円ほど増額をしております。 

次の段の同じく保健事業費の目の疾病予防費の説明の欄です。保険者データヘル

ス支援システム開発市町村負担金でございます。現在、医療費適正化の事業としま

して、国保連合会の支援システムによりデータヘルス事業を実施しておりますが、

さらに医療、介護、検診データなどの分析、重症化予防対象者の抽出などのシステ

ム、新たな開発するために負担金としまして６万８,０００円を計上したものでご

ざいます。 

次の段の諸支出金、目の償還金でございますが、平成２７年度の国の調整交付金

におきまして、療養費の修正があったことにより、返還金が生じたものでございま

す。 

最後に、予備費につきましては、歳入歳出予算の補正に伴いまして、２,５６９

万２,０００円を増額をしております。 

以上で、議案第１２１号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１２１号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１２２号、平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２

号）の内容説明を求めます。吉成福祉課長。 

○福祉課長（吉成一利君） それでは、議案第１２２号についてご説明を申し上げま



－ 47 － 

す。別途に配付をいたしております補正予算書の１ページをお願いいたします。 

平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

平成２８年度美里町の介護保険特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万

３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億４,８３５万

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお願いいたします。２の歳入でございます。繰入金の目５、その他一

般会計繰入金でございますが、説明の欄で事務費繰入金４７万３,０００円を計上

しております。これは総務費の補正に伴い、繰入金の増額を行ったものでございま

す。 

続きまして、次のページの５ページをお願いいたします。３の歳出でございま

す。総務費の目１の一般管理費、説明でいきますと、時間外勤務手当の３３万円、

その下の役務費の郵便料２万６,０００円、次の総務費の１賦課徴収費、説明の欄

の郵便料１１万７,０００円でございますが、これは地震による減免分の９月の前

回の１号の補正の時に申請をいたしました申請分につきましては、個人個人の被災

者の申請分に係るものでございましたが、このあと規則を制定をいたしましたあ

と、今度はその規則により該当する人ということでそれに伴うものでございます。

ちなみに該当者は約２００名というふうに検算をしております。 

続きまして、次の保険給付費、目１の介護サービス等給付費でございます。説明

の欄の施設介護サービス給付費１１万５,０００円の減、その下の施設介護サービ

ス給付費、利用者負担減免分１１万５,０００円の増ということで、地震で調整を

行っております施設で利用されてる方の減免分ということでございますが、普通は

過誤調整ということで多かったり少なかったりするのを、施設のほうが直接こちら

の町のほうに出して保険料で調整をしておりますが、施設ごとによりますと、施設

でその過誤調整を行わない施設がございますので、直接的に利用者の方に減免を行

うものでございます。これで科目の調整を行ったものでございます。 

次に、保険給付費の１、介護予防サービス等給付費でございます。説明の欄の介

護予防サービス給付費２０万円の減、その下の特定入所者介護予防サービス給付費

２０万円の増ということを計上しております。これは、次の下の欄の特定入所者介

護といいますのは、特定入所者といいますのは、低所得者というようなことでござ
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います。科目内で調整をしたところでございます。利用に伴いまして調整をしてお

ります。その下の地域支援事業費２の介護予防ケアマネジメント事業費、説明の欄

の介護予防ケアマネジメント委託料２５万円の減。これはそれぞれのケアプランの

作成にあたるものでございます。２５万円の減をしております。その下の介護予防

ケアマネジメント事業負担金２５万円の増。これは国保連合会に対する負担金でご

ざいます。 

以上で、議案１２２号についての説明を終わらせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１２２号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１２３号、平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第４号）の内容説明を求めます。津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 議案第１２３号についてご説明いたします。別冊補正

予算書の１ページをお開きください。 

議案第１２３号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第４号） 

平成２８年度美里町の砥用西部地区簡易水道事業特別会計の補正予算（第４号）

は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４,２５４万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

続きまして、４ページをお開きください。今回の補正につきましては、人事院勧

告による職員給料等の補正によるものでございます。 

まず、歳入についてご説明いたします。繰入金の一般会計繰入金につきまして

は、歳出補正予算の財源として１４万円を計上しております。 

続きまして、歳出についてご説明いたします。総務費の一般管理費におきまし

て、人事院勧告に伴う職員の給料、職員手当など所要額合計１４万円を増額計上と

いたしております。また、公債費の元金につきましては、財源の組み替えとなって

おります。 

以上で、議案第１２３号の説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１２３号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１２４号、平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）の内容説明を求めます。津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 議案第１２４号についてご説明いたします。別冊補正
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予算書の１ページをお開きください。 

議案第１２４号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号） 

平成２８年度美里町の砥用東部地区簡易水道事業特別会計の補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５５万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,３９５万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

続きまして、４ページをお開きください。今回の補正につきましては、人事院勧

告による職員給料手当などの補正、また畝野配水池、山出浄水場の修繕に伴う補正

であります。 

まず、歳入についてご説明いたします。繰入金の一般会計繰入金におきましては

１５５万円の増額。これにつきましては、歳出予算の財源として増額計上いたして

おります。 

続きまして、歳出についてご説明いたします。総務費の一般管理費におきまし

て、職員給料手当など合計５万円、また畝野配水池の水位計及び山出浄水場のろ過

機、コンプレッサー冷却用の送風機などの修繕料といたしまして、所要額合計１５

０万円を計上するものであります。 

次に、公債費、償還金の元金につきましては、財源の組み替えとなります。 

以上で、議案第１２４号の説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１２４号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１２５号、平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３

号）の内容説明を求めます。津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 議案第１２５号についてご説明いたします。別冊補正

予算書の１ページをお開きください。 

議案第１２５号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３号） 

平成２８年度美里町の生活排水特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６６２万

８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２７５万２,０

００円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の
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歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

続きまして、３ページをお開きください。 

今回の補正につきましては、震災による合併浄化槽の修繕費や合併浄化槽設置の

申し込み件数の増加による工事費等の補正によるものでございます。 

第２表、地方債の補正であります。浄化槽市町村整備推進事業における起債限度

額の変更になります。事業費が増額となったため３７０万円を増額し、限度額を

２,８４０万円に変更しております。なお、起債の方法、利率、償還方法は、変更

前と同じであります。 

続きまして、５ページをお開きください。歳入についてご説明いたします。浄化

槽推進事業受益者分担金では、３件の増額分として３０万円の増額。国庫補助金に

おきましては、震災による浄化槽災害復旧費補助金として、事業費の８０％、５６

０万円の増額を計上いたしております。繰入金、一般会計繰入金につきましては、

国庫補助金等の増額により２９７万２,０００円の減額としております。次に、町

債におきましては、事業費の増加に伴い、浄化槽整備事業債の下水道事業債２３０

万円を増額。また、浄化槽修繕の災害復旧事業債として、事業費の２０％、１４０

万円を計上いたしております。 

続きまして、歳出についてご説明いたします。６ページをご覧ください。総務費

の一般管理費におきましては、職員手当２７万７,０００円の増額。また、震災に

よる浄化槽修繕料２００万円の増額ほか、合計２２６万２,０００円を増額計上し

ております。事業費では浄化槽３件分の設置工事費といたしまして４３１万２,０

００円と委託料など所要額合計４３６万６,０００円の増額計上となります。 

以上で、議案第１２５号の説明を終わらせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１２５号の内容説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２１ 議案第１２６号 美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定につい

て 

○議長（中川政司君） 日程第２１、議案第１２６号、美里町東部地区活性化施設の指

定管理者の指定についてを議題とします。皆さんにお諮りします。日程第２１、議

案第１２６号、美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定については、本日は

内容説明のみ行い、質疑、討論、採決は最終日に行いたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第１２６号については、本日は内容説明のみ行い、質疑、

討論、採決は最終日に行うことに決定しました。 

それでは、内容説明を求めます。大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） 議案第１２６号についてご説明申し上げます。 

美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定について 

地方自治法第２４４条の２第６項及び美里町公の施設の指定管理者の指定の手続

等に関する条例第３条の規定により、下記のとおり美里町東部地区活性化施設の指

定管理者を指定することについて議会の議決を求める。 

   記 

施設の名称 美里町東部地区活性化施設 

指定管理者 所在地 熊本県下益城郡美里町畝野６３２番地５ 

      団体名 美里町東部地区活性化協議会 

      代表者 山田輝實 

指定の期間 平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日まで 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。 

平成２９年３月３１日をもって指定管理者の指定期間満了となるため、新たに指

定管理者の指定につき議会の議決を必要とするため提案するものでございます。 

本日説明資料といたしまして、右上に「資料」といたしましたＡ４縦判の１枚の

資料をご覧いただきたいと思います。表題は、美里町東部地区活性化施設指定管理

候補者の選定結果総括でございます。読み上げさせていただきます。 

美里町東部地区活性化施設指定管理候補者の選定結果総括 

１、選定までの経過、平成２８年９月２９日募集の公告、平成２８年９月３０日

募集開始、募集は町広報誌１０月号、町ホームページ、防災行政無線で周知を行っ

ております。平成２８年１０月２０日募集締め切り。平成２８年１０月２７日、美

里町公の施設の指定管理者の指定の手続き等に関する条例第１０条の規定に基づき

まして、美里町東部地区活性化施設指定管理者選定審議会に、指定管理者の審議に

ついて諮問を行っております。同日、同審議会におきまして、１次審査を行ってい

ただきました。平成２８年１１月７日、美里町東部地区活性化施設指定管理者選定

審議会におきまして、２次審査を行っていただきました。また、同日、同審議会か

ら指定管理候補者としての選定についての答申を受けております。平成２８年１１

月９日指定管理候補者を選定をいたしました。 

２、対象施設、（１）名称、美里町東部地区活性化施設。（２）所在地、美里町
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畝野６３２番地５（物産館）、美里町畝野３３８５番地５（加工場）。（３）指定

期間、平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日まで。（４）指定管理料の有

無、なし。（５）利用料金制の有無、なし。（６）公募・非公募の別、公募。 

３、申請状況及び選定結果、（１）申請団体数、１団体。（２）指定管理候補者

団体名称、美里町東部地区活性化協議会、代表者、山田輝實、所在地、熊本県下益

城郡美里町畝野６３２番地５。 

４、美里町東部地区活性化施設指定管理者選定審議会による審査（評価結果）、

順位１、申請者名、美里町東部地区活性化協議会、満点５００点、総得点３５２

点、指定管理料、なし、提案額、なし。 

以上で、議案第１２６号につきまして、説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 以上で、本日の日程は終了しました。 

皆さんにお諮りします。本日はこれで散会したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会することに決定しました。 

明日１４日水曜日は、午前１０時より会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時０７分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは、皆さん、おはようございます。本日の会議を開きま

す。 

   広報掲載のために、広報担当者の大原主事の議場内での写真撮影を許可いたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（中川政司君） 日程第１、一般質問を行います。 

通告があっておりますので順次発言を許します。なお、発言時間は申し合わせ事

項により、答弁を含め１時間以内となっておりますので申し添えます。 

４番、濱田憲治君の一般質問を行います。濱田憲治君。 

○４番（濱田憲治君） 議長、４番、濱田です。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 

○４番（濱田憲治君） 上田町長、１１月の町長選挙で無投票当選、誠におめでとうご

ざいました。美里町は熊本地震、また６月豪雨での災害が多く発生しております。

早期復旧復興へ向け、さらにリーダーシップを発揮していただき、全力で美里町の

発展に寄与していただきたいと思っております。また、震災、豪雨で被害を受けら

れた町民の方々に対しましても、心よりお見舞いを申し上げます。今回の質問は、

熊本地震に関すること、農業の振興及び定住移住についての質問をいたします。 

それでは、通告に従いまして質問をいたします。 

まず、初めに、自主防災組織について、お尋ねをいたします。自主防災組織は阪

神淡路大震災を契機に、各自治体で自分たちの地域を自主的に守る組織として多く

が生まれてまいりました。美里町においても、現在４４カ所が立ち上げられており

ます。地域ごとに大規模災害が発生したときの対応や、自分たちの住む地域が安心

安全な地域であることなどを目標に掲げられて生まれた組織だと思っております。

４月に発生した熊本地震が、大規模災害での初めての対応であったかと思います。

地震後の対応は、それぞれの組織で対応は異なっていたことだと思います。美里町

では家屋の完全倒壊は免れましたが、本震は真夜中の災害であり、安否確認が最も

重要視されたことだと思います。自主防災組織の地震後の対応について、組織ごと

に聞き取り調査を実施されているのかお尋ねをいたします。また、自主防災組織の

あり方を含め、熊本地震での対応を検証し、危機管理意識の共有を重要視するよう

な組織育成が大切なことだと思っております。今後の組織育成に対する計画をどの

ように考えておられるのか、お尋ねをいたします。 
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○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明いたします。 

本町では、自主防災組織設立促進活動活性化事業の補助制度を平成２５年４月に

新設いたしておりまして、平成２５年度に３地区、平成２６年度に１４地区、平成

２７年度に２７地区において、自主防災組織が設立されておりまして、議員おっし

ゃいましたように、現在の自主防災組織数は４４地区となっております。平成２７

年度におきます自主防災組織の事業内容につきましては、災害時の避難要支援者の

確認、危険箇所の点検、避難路の確認、消火栓の点検、防火訓練、炊き出し訓練の

実施及び防災資機材の整備などとなっております。お尋ねの熊本地震直後の自主防

災組織の活動につきましては、聞き取りなどの調査はまだできておりませんが、い

くつかの地区におきまして、「住民の避難誘導」及び「地区公民館での炊き出し」

などの活動が行われたとの報告を受けているところでございます。自主防災組織の

育成についてでございますが、今回の熊本地震のように大規模な災害になればなる

ほど、災害情報の収集やライフラインの応急復旧、避難者収容対策などに多くの労

力を費やし、行政の災害に対する初動態勢が遅れることが予想されます。そのよう

な中で、災害による被害を最小限に抑えるためには、住民の災害に対する知識と地

域の防災力の向上を図るため、自主防災組織の育成強化が必要でございます。今後、

熊本地震における住民自治組織の活動状況を十分把握、検証させていただきまして、

自主防災組織の役員研修・意見交換会等を開催し、自主防災組織の育成に努めてま

いりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 

○４番（濱田憲治君） まだ聞き取り調査はできてないということでございましたけど

も、私が聞いたところによれば、佐俣地区はもう一生懸命になって、まず、安否確

認をされたというようなことを聞いております。各地区でそれぞれに対応されたこ

とだと思っておりますけども、本震の時には１時２０何分に起きた地震でありまし

て、真夜中の出来事でございました。本当に心配して家から１歩出て避難をされる

というような状況でございましたので、地域の声かけというのが一番嬉しく思われ

たことだと思っております。いろいろな育成に対しまして考えておられますので、

それを確実に進めていただいて、地域が自分たちのところを守るんだという、そう

いうような意識付けをまずは植え付けていただければなと願っておるところでござ

います。地域は自分たちの手でまず自助、そして共助、そして公助というような段

階になっていくと思いますので、ぜひともこの育成には力を注いでいただきたいと

思っております。 
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それでは、次に、児童生徒の学校管理下での安全対策についてをお尋ねをいたし

ます。熊本地震は前震、本震とも夜に起きた地震でありました。地震はいつ起こる

か分からない災害です。学校管理下で大きな地震が発生した場合、揺れが治まるま

で机の下に身を隠し、揺れが治まってから校庭へ避難されることになっていると思

います。関東地区周辺では首都直下型地震など大きな地震が起こる可能性が高いこ

とから、机に防災頭巾や折り畳みヘルメットを装備していると聞いております。ま

ずは、身を隠す動作が一番でありますが、移動するときに頭を守ることも重要だと

考えております。今回の熊本地震でも体育館の天井など、非構造物が落下するよう

な事案も発生したことから、町へ直接寄付された義援金の中から、防災頭巾や折り

畳みヘルメットを購入することができないでしょうか。また、本震でありました４

月１６日を美里町防災の日として位置付け、熊本地震の記憶と体験を美里町の宝で

ある子どもたちへ引き継ぐために、避難訓練等を実施することも大切ではないでし

ょうか。次年度から、この地震に対する対策をどのように考えておられるのかお尋

ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 吉永教育長。 

○教育長（吉永公力君） お答えいたします。 

議員、今おっしゃいましたように、思いもよらぬ想定外の地震が起きたわけです

けども、これが昼間であったなら、授業中であったならということで、非常にその

時の対応については心配をしたわけですけども、不幸中の幸いと申しますか、夜だ

ったので子どもたちへの直接の被害はなかったということです。ただ、これからも

また地震の心配はございますので、今、お話がありましたように、防災ヘルメット

のことについても町でも検討いたしました。一般的に地震のためのヘルメットと申

しますと、折り畳み式のヘルメットを考えておりますが、１個の値段がですね、通

常のヘルメットよりも非常に高うございまして、４,５００円ぐらい、いろんなタ

イプがございますけども、それぐらいはするということでございます。もし、町内

の児童生徒全員に購入するとしますと、６７０名ほどおりますので、約３００万ほ

どかかるということでございます。また、ヘルメットをですね、置く場所、スペー

スあたりの問題もありまして、なかなか導入が難しいっていう話も聞いております。

それ以外に、先ほどありました防災頭巾ということも検討できますけども、防災頭

巾は、他県では防災頭巾を導入しているところもあるようですけども、ヘルメット

と比べると、なんて言いますか、強さがないと。ヘルメットのほうが断然強いとい

うことで、地震に対するためにはやはりヘルメットのほうがいいのかなというふう

に考えているところでございます。近隣の市、町も確認しましたけども、現在のと

ころは導入とか予定はないということで聞いております。宇城市、宇土市、甲佐と
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か山都町のほうはそういうふうに聞いております。 

それで、結論でございますけども、先ほど、子どもの命を守るということが第一

ということは当然分かりますけども、必要性とかそれから置く場所とか、それから

予算とかそういったものを考慮しながら今後検討していきたいということで、今考

えておるところでございます。 

２つ目の質問でございますが、４月１６日を町の防災の日としてはどうかという

ようなお話でございましたけども、防災の日は全国的には９月１日に制定をされて

おりまして、全国的に防災訓練その他が行われております。学校におきましては、

避難訓練は年間の行事計画に入っておりまして、確認しましたところ、すべての小

中学校が年３回から４回実施をしております。平成２８年度もその予定でしたけど

も、４月に熊本地震が起きましたので、予定を若干変更して、地震対策の避難訓練、

その他を行っております。回数もですね、工夫をして、増やしている学校が多ござ

います。それで、地震対策の、先ほどちょっと説明されましたけど、まず、頭を低

くして、頭を守って、そして揺れが治まってから避難するというシェイクアウト訓

練も学校で実施をしているところです。ただ、この日という設定ということにつき

ましてはですね、４月は非常に学校の行事が多ございまして、同じ日にすべての学

校が同時ということはなかなか難しいというふうに考えているところです。ただ、

来年は今年と同じように、いつ起きるかも分からない地震対策のためにシェイクア

ウト訓練あたりをですね、実施してもらうように学校のほうにはお願いをしている

ということでございます。とにかく身を守ると、命が一番大事ということで、学校

のほうにはそういった訓練を中心にお願いをしているというところでございます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 

○４番（濱田憲治君） ヘルメットの導入については、１個が４,５００円ほどすると

いうようなことと、設置する場所を考慮しながら検討するということになっており

ます。直接、町に義援金がいくらきておるのか、ちょっと私も把握しておりません

けども、もしもそういうところで予算的に住み分けができて、子どもたちのために

使うというようなことができれば、その折り畳み式のヘルメットを購入するような

形でもできるんじゃないかなと個人的には思いますので、まずは自分たちで身を守

る、そして屋外に出て安全を確認するというような管理下になってほしいなと思っ

ております。また、防災の日は４月はいろいろと行事等が忙しいということで、統

一的にはできないことだとお聞きしましたけども、まずは意識を子どもたちに植え

るようなことでもできるんじゃないかと。４月１６日は大きな地震が発生したんだ

と。皆さんこれを意識して、日頃の対処してくださいというような指導をですね、
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もっともっと来年からは増やして臨まれてもらいたいことだと思っております。子

どもたちは町の宝です。学校で不慮の事故が発生しないように、教育委員会として

もどうぞご配慮していただきますようにお願いをしたいと思っております。 

それでは、次に、熊本地震の被害を後世に伝えるための施設や、町の宝である石

橋の保存に関することをお尋ねいたします。熊本地震で美里町の被害状況を後世に

伝えるため、情報を発信する施設も今後必要ではないでしょうか。被害の中でも、

観光資源でもある町道福佐線第２二俣橋は一度全体を解体し、そして復元される計

画でございます。石を積み直し、大規模な石橋の架け直しは全国的にも珍しいこと

であり、この工事風景を対岸の駐車場から見学できるようにすれば、多くの方々が

工事風景を見学に来られる可能性がございます。また、工事費が約１億４,５００

万と高額であり、町の宝である石橋を町民の方々を始め、多くの方に少しずつでも

支援できる仕組みを考えることもあるのではないでしょうかと思っております。熊

本県民のシンボルでもある熊本城も大きな被害を受け、熊本市は１口城主制度を創

設され、県内はもとより日本全国から多くの支援の輪が広がっている状況です。被

害の大きさやスケールの違いはございますが、地域の宝である遺産を同様な制度を

創設し、関心を深めることも必要ではないでしょうか。そして、その支援金の一部

を工事費にあてることや震災の記憶と記録を展示する施設、メモリアルパークを旧

清流の里に整備することはできないかと考えております。美里町での熊本地震の記

録を、今後どのような形で後世へ継承されていくのか、お尋ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 吉永教育長。 

○教育長（吉永公力君） 私のほうからは、修復プロセスのことにつきましての今回の

ことにつきましてお答えいたします。 

今回の熊本地震及び６月２０日の豪雨によりまして、町の財産、文化財でありま

す石橋は大きな被害を受けました。その一つが今お話があった福良渡でございます。

このあと、どんな修復をしていくのかということにつきましては、直接の担当課は

建設課になるんですけども、文化財ということで、教育委員会もそこに関わってい

るところです。先週、工程会議が業者のほうとございまして、昨日の熊日新聞にも

報道されておりましたけども、かなりの期間がかかりますが、石橋の工事は非常に

珍しいということで、修復は珍しいということで全国的にも注目されているところ

です。それで、その修復の段階を一般の方に公開するというようなことも、業者の

ほうでも考えているという話を聞いております。また、議員がおっしゃるのは、小

中学生に公開はどうかというようなお話だと思うんですけども、町では子どもたち

はふるさと学習とか地域学習とかそういったことを授業の中で取り組んでおります

ので、町の財産であります大事な石橋を修復する、その過程を見ることは非常に大
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事なことだというふうに委員会でも考えているところです。それで危険も伴います

ので、いつでもいいというわけではございませんので、業者と相談をしながら、今

後、また担当であります建設課とも相談をしながら、機会を捉えて、この日この時

間というようなことでですね、小・中学生に見る機会を作れないかなというふうに

考えているところです。とにかく安全に配慮しながら、子どもたちに町の財産を再

認識してもらう機会をぜひつくりたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） まず、メモリアルパークの整備から若干触れさせていただきた

いと思いますが、現在、現段階ではですね、建設費の問題、それからあとあとの維

持管理費の問題、そういったものも鑑みまして、整備をするというようなことは現

在のところは予定はしておりません。今、議員がおっしゃいました清流の里に関し

ましては、今、恋人の聖地もですね、非常に人気が出ておりまして、かなりの方が

訪れていただいておりました。そのための駐車場として活用しようというふうな形

で、今整備をさせていただいております。メモリアルパークという大大的なですね、

やつではなくて、例えば標識的なやつをそこに置いて、この復旧の状況あたり、ど

ういう被害があって、どういう復旧プロセスで、これがまた元に戻ったのかという

ようなことを展示するぐらいであればですね、それは可能かもしれませんが、大大

的なメモリアルパークというのを整備していくのは非常に厳しいのではないかなと

考えております。それから、「石橋１口応援寄付」に関してでございますが、町道

福佐線は第２二俣橋、町道がついております。町道福佐線です。ですので、ここは

国の補助をいただいて復旧を進めてまいります。大体、災害復旧費が１億４,５０

０万円、先ほどおっしゃいましたざっくり言って１億４,５００万円でございます

が、その３分の２が国庫補助で出ます。残りの３分の１のですね、これ１００％起

債、災害復旧事業債を充てることができます。その災害復旧事業債が１００％充て

た分に対しまして９５％交付税措置がございます。ですから、最終的に町がですね、

持ち出す金額というのは、ざっくりと言いまして２００数十万円というような形に

なります。つまり、１億４,５００万円の復旧をするのに２００数十万円の町の持

ち出しでいいというような形になってまいります。そういったのも考えてみますと、

１口応援寄付というのをですね、つくるべきかどうかと。確かに財源なれば、それ

はもうありがたいことでありますけども、例えば、つくっていつまで応募というか

受け付けをするのか、あるいはほかの、全部のほかの石橋に関する整備とかも含め

ての寄付とするのかとか、そういったところもですね、１回ちょっとゆっくり時間

を、時間をあまりかけすぎますと、もう整備が終わっとったとなるといけませんの
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で、１回打ち合わせをさせていただいて、検討させていただいてですね、この１口

応援寄付に関しましては、検討をさせていただきたいと思っているところでござい

ます。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 

○４番（濱田憲治君） まず、教育長のほうでお話がありましたとおり、石橋は町の宝

でありますので、この文化を継承してきたということで、石橋を小・中学生の方に

見ていただくということは本当に美里のふるさとを愛してもらうための一つの手段

であると私も思っておりますので、業者さんと話し合いをされて、できる限りの公

開をしていただければと思っております。また、地区外の方も全国的にも珍しいと

いうそういう工程でありますので、情報を発信すれば人がハートができる以上にも

来られるかも分かりませんので、ぜひともできる限りの公開をするといったところ

と、情報を発信する、そういう機会を増やしてもらえればなと思っております。町

長の答弁のほうでは、財源がこういうことで示しをされました町の持ち出しについ

ては、少ないというようなことに、たまたま町道になっておったため、いろいろな

措置ができると、ありがたいところでございますけども、美里町の人を誘致する交

流人口を増加するためには、石橋の一つの宝でありますので、先ほど町長が言われ

たように、この修復だけじゃなくして、違うところの石橋も兼ねて、そういう応援

する寄付を創設するならばというご提案でありましたので、私も同様なことは思っ

ております。例えば、馬門橋についても霊台橋にしても、私が思うのは石橋の真下

からですね、橋を見るような、渡っていけるような、ピョンピョン歩いていって行

けるような見え方ができるのが一番石橋を見るのにはいいんじゃないかなと思って

おります。山都町の通潤橋はですね、もうほとんど真下のほうから石橋を見上げら

れるというような醍醐味があるからこそ、ああいう観光客にもつながっておると思

いますので、ぜひとも町長が言われた「検討する」といったところを検討していた

だいて、そして町外から多くの人を呼び込む一つの手段として、検討していただけ

ればと思っております。 

メモリアルパークについてはですね、１１月に経済建設常任委員会で、新潟の長

岡市と小千谷市を視察してまいりましたが、皆さん記憶にもあると思いますが、９

２時間ぶりに子どもが救出された現場、そこをですね、メモリアルパークとして一

部保存をされております。そして震源地、ＧＰＳで確定をして、そこに標柱を立て

ておられる。それが、メモリアルパーク。また、山古志村では川がせき止められて、

土砂ダムのような感じで、そこも記念公園として、メモリアルパークとして、もう

現場だけを残して、簡単に設備をされていたというような状況であります。決して

箱物をつくって、いろいろなことをするというのは厳しいと思っておりますので、
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この石橋のプロセスを展示するような、そういった仕掛けだけでもつくっていくべ

きではないのかなと思っておるところです。駐車場に石橋の里はなっておりますけ

ども、そこの一帯を含めて、そういった町の被害はこうであったという展示スペー

スを設けることも一つの考えだと思いますので、ぜひ検討していただければと思う

ところでございます。 

それでは、次に、農業の振興と定住促進についてをお尋ねをいたします。先月の

町長選挙での当選報告会において、町長が町内を回られて、「耕作放棄地も多く見

受けられました。」と感想を述べられております。町は一次産業の農業が基幹産業

であります。しかし、担い手の育成や耕作放棄地、鳥獣被害など多くの課題が山積

しております。経済課でも様々な事業を取り入れられ、懸命に町の農業を守ってお

られます。しかし、１０年後の美里の農業はどのようになっているのでしょうか。

これからも維持できる農業を目指すためにも目標を定め、様々な観点から意見を求

め、美里の農業を守り、豊かな自然と地域の保全のためにも美里町農村振興基本計

画を定めることが必要ではないかと思いますが、いかがでしょうか。今回、議会の

経済建設常任委員会での視察研修の中に、新潟県の小千谷市を訪れました。そこで

は農村と都市との共生を図る事業として、長期滞在型体験農園施設おぢやクライン

ガルテンふれあいの里を整備されておりました。都市と農村の交流促進をされ、こ

の施設は平成１４年に小千谷市農村振興基本計画を策定され、その計画の中に、都

市と農村の共生事業を計画され、実施された施設でございます。平成１８年には管

理棟と宿泊施設ラウベという建物が１５棟完成し、利用者の募集を開始されており

ます。現在、ラウベは３０棟が完成され、１１月に視察に行った時には稼働的には

２９棟が利用されておるという報告でございました。ちなみに、年間使用料が３９

万６,０００円ということでございます。稼働率もよく、交流人口は拡大し、少な

い実績ではございますが、移住定住にもつながっているという状況でありました。

美里町でも都市と農村の交流を目的として佐俣の湯が設置をされ、多くの方々が美

里町へお越しになっておられます。しかし、長期滞在型の施設がない現状でござい

ます。以前にも同様な質問をし、「お試し体験住宅の整備はできないか。」と質問を

いたしました。その時、企画情報課課長の答弁では、県の夢チャレンジ事業を活用

し、採択されれば砥用地区、中央地区にお試しハウスの建設を考えているとの答弁

でございました。この夢チャレンジ事業のその後の計画はどうなっておるのでしょ

うか。また、美里町では熊本地震後の応急仮設住宅は木製で建てられており、基礎

もしっかりしていて長期にわたり利用することも可能でございます。しかし、現行

法では期限がきたら解体するようになっております。町長も議会もこの応急仮設住

宅を取り崩さず町へ払い下げをと、国会陳情の時は要望をしています。要望が現実
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になれば、この応急仮設住宅はいろいろな用途で人口減少の対策にもなり、また、

一部を長期滞在型の施設として利用することも考えられると思います。復旧復興そ

して地方創生、町長、この４年間に対する農業振興と定住移住促進についてをお尋

ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） お試しハウスにつきましては、後ほどまた担当課長からお話が

あると、説明があるというふうに思いますが、昨日、委員長の報告でもこのクライ

ンガルテンの報告がございました。この施設に関しましては、老後の生きがいであ

ったり、余暇の楽しみの創出、あるいは緑地保全や子どもへの豊かな自然教育の場

ではないかなと思っています。議員がおっしゃいますように、このような施設をで

すね、計画するのも移住定住を促す一つの手段というふうに考えますけども、これ

は地域の活性化、あるいは農地の有効利用、あるいは豊かな自然を活用した交流の

場の創出というような観点でありまして、農業の振興にですね、即、結びつくかと

言ったら、それは非常に難しいのではないかなと、厳しいのではないかなというふ

うに思っています。今、やはりこの美里町で今後農村基本計画つくってある地域の

話もされましたが、そういったのも含めてですね、考えていかなければいけないと

いうふうに思いますけども、やはり何より担い手をどう確保していくのか、あるい

は後継者をどう育成していくのか、そういったところをですね、重点的に考えてい

かなければいけないと思いますし、やはりそういう方々が町に残って、農業をして

いただくというからにはですね、やはりそれなりの所得が上がらなければいけない

というふうに考えております。今、例えば、アスパラであったり、あとかぼちゃで

あったりですね、いろいろと推奨してされておりますけども、聞くところによりま

すと、今非常にショウガ、生姜あたりもですね、非常に今、高値で売れているとい

うようなお話も聞いております。やはり後継者、担い手、そういった方々がちゃん

と居ついていただくためには、汗を流した分だけですね、しっかりと所得で返って

くる、そういう仕組みっていうのも考えていかなければいけないというふうに思い

ます。そういった意味では、農村基本計画をつくって、それに位置付けていくのか

どうかということも含めてですね、これから検討していかなければいけないという

ふうに思います。それと、新規就農者の確保あたりも考えなければいけないと思う

わけなんですが、支援措置としてですね、他県におきましては、一定期間栽培技術

等の研修を受けて、そして地元に就農することを条件に研修生に住宅であったり、

あるいは手当を支給する、そういった制度を設けている県も自治体もございます。

近年は「美里町で農業をしたい。」という問い合わせもあります。ただ、これはも

う議員もご存知だと思います。新規に農業経営を開始する場合は、農地の問題、そ
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れから資金力、それから住む家の確保と。そういったさまざまな要因をクリアする

必要がございます。持続した農業経営を営んでもらうためにも、町といたしまして

は、やはり早い段階で、今、言いましたように、資金力をどういうサポートができ

るのか、農地がしっかり例えば紹介できるのか、あるいは住む場所を確保してやれ

るのかといった、そういったところにも早い段階でですね、手をつけていかなけれ

ばいけないのではないかなというふうに考えているところでございます。やはり、

何と言いましても、一番は所得をどうやって上げていくのかと、これ簡単ではない

ことだというふうに思いますが、ここをしっかり押さえていかなければですね、や

はり帰ってきて、例えば、県外にあるいは都会で仕事をしている方が田舎に帰って、

これだけの所得があるんだったら田舎に帰って農業をやろうと思ってもらえるよう

なやっぱ、そういう所得の確保を目指さなければいけないというふうに思います。

簡単なことではありませんけども、どうかそういった意味ではお知恵もお貸しいた

だければというふうに思います。 

○議長（中川政司君） 大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） お試しハウスにつきまして、説明させていただきます。

昨年の１２月定例会におきまして、県の夢チャレンジ事業補助金を活用いたしまし

て、実際に美里町に来ていただいて、実際、住んでいただきまして、美里町がどう

いうところかを知っていただくことを目的としたお試しハウス、こちらをできます

ならば砥用地区に１カ所、中央地区に１カ所整備して、新年度予算に計画をしたい

というふうな形でご説明を申し上げているところでございます。また、このお試し

ハウスにつきましては、美里町まち・ひと・しごと創生総合戦略の中でも、移住希

望者のサポートとして、移住体験施設を整備し、移住の円滑化を図ることと位置付

けております。しかしながら、それの施設に提供できる空き家の登録がなかなか進

んでいない状況にございます。どうしてもご意見としてあるのが、「定期的に帰っ

てきている。」とか、また「他人には貸したくない。」とか、また、そのほかにも

「登録をするためには改修が必要である。」とか、また「家具、家財を置いてい

る。」とか、そういったご意見も聞いているところでございます。このため、まず

登録をしていただくこと、そのことが必要でございますので、当課におきまして、

改修に対する補助やそのほか不要物の撤去に対する補助、そういった部分の要綱の

整備を現在進めているところでございまして、そういった補助制度を活用していた

だいて、登録される側の経済的な負担軽減を図る、そういった部分の整備を現在進

めているところでございまして、まずは空き家バンクに登録していただく空き家を

増やすこと、こちらのほうが重要というところで、本年度はそちらのほうのところ

に重点を置いて進めているところでございます。 
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以上でございます。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） すみません。一つ忘れておりました。仮設住宅に関してでござ

います。美里町はすべて木造で建設をさせていただいております。先般、蒲島知事

とお会いした時に、その仮設住宅の今後の活用についてのお話も出ました。今の制

度であれば、２年後には解体をしなければいけません。しかし、そのあともですね、

使えるような方向で知事もしっかりと国に対して働きかけを行っていくというよう

な前向きな、かなり自信を持った話をされておりますので、美里の仮設住宅も今後

それを延長して、また活用できるようにしてほしいという要望を改めて挙げてきた

ところでございます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 

○４番（濱田憲治君） いろいろな答弁いただきました。まずは農業振興については、

所得、そして担い手とそういったところが１番重要であると。そのためによそから

人を呼び込んで農業したい人がいるんではないかと私は思うところで、こういう質

問をさせていただいたところです。県のほうも木造仮設については、できる限り有

効な利用をしていくような働きをするといったことを今聞きましたので、それが現

実になれば、まず、住むところが確保できれば、もう都会のほうから農業して、こ

ちらの田舎暮らしをしてみたいんだという方もどこかにかはおられると思います。

現在、私も含めてですが、一人で農業をされていくところが多くなってくると思い

ます。それぞれに一人でするよりも、パートナーがいて、そして共同で経営をする

ような、そういった仕組みをつくっていくのも一つの振興対策ではないのかなと私

は思っております。せっかくですので、経済課長も一生懸命、今、農業について進

めておられますので、経済課としての今後のこの振興基本計画あたりについても、

答弁があればと思っておるところです。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

美里町農村振興計画というのは、実際まだつくってございません。農業振興する

上で、いろいろな事業、圃場整備だとかいろいろな事業、畜産関係の事業だとか、

そういう事業をする際に、やはり計画というのは県のほうから求められます。例え

ば、中山間総合整備事業の計画、そういったときに計画書というのをつくりますし、

山村振興事業を行うときには山村振興ビジョンといった計画、おのおのその事業に

基づいた農業関係の計画書というのはつくっているところでございますが、町全体

での農業振興の計画書というのは現在まだ作成していないというのが実状でござい
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ます。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 

○４番（濱田憲治君） まだ振興計画へは至っていないというところですけども、ぜひ

ともこれは農業だけで考えるというようなことでなくして、さまざまな観点から美

里の地域を保全していくような仕組みづくりをですね、できましたならば立ち上げ

る必要性もあるんではないかと思っておるところです。一人ひとりの農業が耕作を

できるのはもう限られた面積でございますので、ぜひともこの基本計画をそれぞれ

町民の方に意見を持っておられる方に挙手をしていただいて、プラットホーム的な

そういう場をつくって、そして美里の農業のあり方、そして地域の保全をしていく、

そういうような仕組みも今後は必要になると思っておりますので、どうぞ町長にお

かれましては、あと４年間始まったばかりでございますので、そういったところを

考えていただいて、これからの農業の振興にしてもらいたいというところで、私の

質問は終らせていただきたいと思います。 

○議長（中川政司君） これをもちまして、濱田憲治君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩いたします。再開を１１時といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４６分 

再開 午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、２番、今田政行君の一般質問を行います。今田政行君。 

○２番（今田政行君） 議長。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） ２番議席、今田政行です。本日は熊本地震災害、豪雨災害の復

旧復興について、鳥獣被害防止対策について、予防接種について、道の駅美里「佐

俣の湯」のトイレの整備についての４点について、通告書に従い質問を進めさせて

いただきます。 

まず、熊本地震災害、豪雨災害の復旧復興についてお尋ねをいたします。この件

につきましては、再三、一般質問でも取り上げておられますけども、これは農業用

施設及び農用地についてお尋ねをいたします。まず、農業用施設、ため池、用水路、

農道を含め、農地をまた含めまして、復旧の進捗状況についてお尋ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 
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ご質問の農業用施設及び農地につきましての進捗状況ですが、まず、最初に４月

発生の熊本地震、農災の分野でございますので、熊本地震につきまして報告いたし

ます。 

地震におきましての申請件数が３５件、農地２８件、施設が７件、現在、災害査

定も終わりまして、１１月の１６日入札、１１月２５日に契約、明けまして２月の

２０日の工期を設けて、今、工事の業務等を進めている状況でございます。 

それから、６月の豪雨災害についてですが、発生箇所も多く、災害報告件数は約

１,６００件程度あります。今回、国に対しての申請箇所は５６３カ所程度ござい

ます。災害査定が１０月の中旬から始まりまして、先週までで２５０工区ほどの災

害査定が終了し、残り３回、１２月の末まであと３回の災害査定がある予定となっ

ております。その後、実施設計等を行いまして、工事発注というような事務を今、

進めている状況でございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） その中で農業用施設についてですけども、ほとんどが国の災害

復旧工事で工事されるのか、その点につきましてお尋ねしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） 農業用施設につきましては、今把握しておりますのが約１

５０カ所程度、農道、水路、ため池等でございます。１５０カ所ほど把握している

ところでございます。国のほうに補助申請を行って、災害査定を受ける予定は１０

８カ所程度を今、予定しているところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） その農業施設でございますけども、今、１０８カ所ということ

でございますけども、この１０８カ所につきましては、今年度内に工事が済むのか、

来年度に持ち越すのか、その点につきましてお尋ねしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ただいまのご質問ですが、１０８カ所につきまして、災害

査定を今、現在、受けている、１２月末まで受ける予定となっておりますので、当

然、今年度中にこの１０８カ所すべて工事完了ができるっていう状態ではございま

せん。繰越事業等をもちまして、この農用地、農業施設及び農地の災害復旧に努め

てまいりたいと思っているところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 年度内にですね、なかなか済まないということでございますけ

ども、よければ来年の田植えまでにはどうにか大方の分をというふうな思いをして

いるところでございます。先ほどお話がありましたすべての箇所１,６００カ所と
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いうことでございますけども、その中で５６３カ所ですかね、国の災害復旧のほう

に申請をされてるということで、言えば残りの１３０カ所程度、それにつきまして

は、言えば、町単事業での土地改良事業、これに対しての要望だろうと思いますけ

ども、その土地改良事業での今の要望件数が分かればお尋ねをしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） 全体で先ほど申しましたとおり１,６００カ所ほどの被害

箇所がございます。国に対して５６３カ所程度申し込み、残り１,０３０件ほどが

自主っていいますか、という部分になってくるかと思います。につきましては、町

単独の補助等の補助率の上乗せもお願いしたところでございますが、これによりま

して、復旧を考えておるところでございます。現在のところ、町単独での申請をな

されている件数は１１５件、申請がなされているところです。現在、受付中でござ

います。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 箇所数と申請件数というのは、若干数字が変わってくるかと思

いますけどですね、言えば、今１１５件の申請が上がっているというお話でありま

すけども、残りの約８００から９００カ所につきましてが、まだ何も意思表示をさ

れてないということだろうと思いますが、年度内にですね、ある程度はまだ申請が

上がってくるんじゃないかと思っておりますけども、まあ言えば、現場の状況にも

よろうかと思いますが、復旧につなげずに、そのまま耕作放棄地というふうになる

のをですね、やはり危惧しているところでもございます。 

それと農用地の復旧についてなんですけども、町単事業での都市改良事業で取り

組んでおられる方につきましては、早速、工事に着手されている方もおられます。

また、国の災害復旧工事について指示された分につきましては、３カ年の猶予期間

があるというふうなお話でもありますけども、大体、それ以内ぐらいで済む計画な

のかということをお尋ねしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

災害復旧につきましては、議員が申されたとおり、３カ年の猶予て言いますか、

３カ年での復旧というのが認められております。そういった中でございますが、早

期の復旧復興ということで、先ほど申しましたとおり、繰越事業も含めまして、工

事を進めていく計画でございますが、なかなか農地の復旧につきましては、水稲期

間の端境期と言いますか、５月から１０月までは工事ができないといった時期もご

ざいます。そういったところ除きまして、やはりこの３カ年の中で、早期な復旧を

図っていくというような計画を今思っているところでございます。 
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以上です。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） その中でですね、１点だけお尋ねしたいと思いますが、地権者

の方も非常に困惑されている部分もありますので、一応、確認のためということで

すけども、国の災害復旧工事におきまして、来年の作に工事が間に合わないという

農地の復旧につきましてですね、やはり下段の田んぼに流れ出ている土砂の処理、

これにつきましては、二重の補助は受けられないということで個人の対応をしなく

ちゃいけないというふうな認識でおりますけども、なかなかそこのところまでです

ね、把握されてない地権者の方もおられますので、一応確認のためにお尋ねをいた

します。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

ご質問の点ですが、国の災害復旧事業に申し込まれている場合におきましては、

土砂の下の農地に土砂が堆積している場合、この除去につきましても工事費の一部

ということで、流用土の活用ということも工事費の中に含まれておりますので、そ

れを町単独の補助事業で取り除くといった場合、これは二重の補助というような形

になりますので、この点につきましては、個人での対応といいますか、法面側に集

積するとか、そういった形での対応をお願いしたいと思っているところでございま

す。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 復旧におきましては、職員の方々が毎日夜遅くまで残業をして

いただいております。これ以上、望むのも酷でございますけども、地権者の方にお

かれましては、１日も早い復旧を願い、また作物を作れることを願っておられます。

大変労力を必要とするところであります。関係者の方々の更なるご尽力をお願いを

するところでございます。 

続きまして、２番目の鳥獣被害防止対策についてお尋ねをいたします。昨年のこ

の議会定例会でも同様の質問をいたしました。しかし、今年も農作物に大きな被害

が出ておりますのでお尋ねをいたしたいと思います。農業共済組合の今年の水稲の

イノシシ、シカによる被害状況をお尋ねをいたしましたところ、被害筆数で１８５

筆、被害面積で１２.６ヘクタール、減収量で２万１,０１６キログラムということ

でございました。この数字はあくまでも３割以上の被害が出たところの数字であり

まして、それ以下の被害もカウントすれば相当の被害が出ているということになり

ます。また、水稲作だけでなく、他の作物でも同様であり、このような状況の中に、

今後、どのような対策をとっていかれるのか、お考えがありましたらばお尋ねをし
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たいと思います。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

今、議員、被害状況につきまして、農業共済から水稲の被害状況ということで話

がございましたが、町としましても毎年度、嘱託さんを通じまして農作物の被害調

査を実施しているところでございます。毎年ですが行っています。平成２７年度に

おきましては、やはりいろいろ水稲、栗、柿、野菜、飼料作物等の被害、総額の被

害金額で申し上げますと１,２００万程度ということで報告をもらっているところ

でございます。といった中で、町として今後どのような対策をとっていくのかとい

うことでございますが、この点につきましても、前回でもお話したかと思いますが、

やはり鳥獣対策につきましては、防御と捕獲と殺傷ということでの対応が考えられ

るかと思います。 

まず、防御のほうでございますが、平成２４年度から国の補助事業を受けまして、

鳥獣被害防止総合対策事業によりまして、ワイヤーメッシュ、電気牧柵等の設置を

進めています。これまでの地区の要望を受けまして、やはり町内におきまして、１

００キロ以上のワイヤーメッシュ、電気牧柵等の設置を行ったところでございます。

まだまだ地区の要望に十分対応に応えられていないところもございますが、今後で

きる限り対応していきたいと思っているところでございます。これは町からのお願

いですが、こういったワイヤーメッシュ、電気牧柵等を設置された箇所におきまし

ては、定期的な点検、周辺等の除草作業といいますか、管理作業の徹底していただ

き、保全のほうに努めてもらいたいと思っているところでございます。 

それから捕獲、殺傷についてですが、猟友会狩猟免許取得者を中心に捕獲に力を

入れているところでございます。ちなみに平成２７年度の捕獲の実績としましては、

サルが３頭、シカが２６８頭、イノシシが１０４頭、イノシシの幼獣と言いますか、

ウリ坊が２８頭となっております。この数字につきましては、狩猟期間を除き、捕

獲の補助金の申請があった頭数ということでございます。実際はこれ以上の鳥獣が

捕獲されたものと思われます。こういったことから、本年度からは狩猟期間に捕獲

されたものにつきましても、補助金の交付を行うこととしております。補助金等の

額につきましても見直しを行い、イノシシの場合、今まで８,０００円だったのを

１０,０００円に、それからウリ坊につきましては、１,０００円から５,０００円

に、それに新たにアナグマ等の被害もかなり多くなってきているということでござ

います。そういったアナグマに対する補助金ということで、新たに２,０００円を

今回設けたところでございます。農作物の被害を防止するためには、今の個体数を

減らさなければ十分な対応ができていかないものと思っておるところでございます。
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防御と捕獲、捕殺に重点を置き、今後も対応をしていきたいと思っているところで

ございます。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 非常になかなか被害が減らないというようなお話でございます

が、これまで各地区で鳥獣対策にはさまざまな取組みをされております。そのよう

な中で、効果的な成果を挙げられているというような地区も聞いております。そう

いった意味では、そのような効果的な成果を挙げられている方、その地区の方にで

すね、事例発表的なものをしていただいて、どうやったら、何が効果的だったのか

とか、どういうやり方が必要だったのかと、そういったのも含めて、多くの方々に

情報共有していただきまして、被害防止を図っていきたいというふうに思います。

成功事例を聞いていただいて、それぞれの地区で取り組めるようであれば取り組ん

でいただく、そういったことも考えていきたいと思っております。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 課長からの答弁にもありましたとおり、獣類の侵入を防ぐには

防御対策といたしまして、電気牧柵あるいはワイヤーメッシュも張る方法というこ

とです。現在、国庫事業での鳥獣被害防止総合対策事業と町単事業での美里町有害

獣被害防止対策事業で対応されておられるということでございますが、国庫事業に

つきましては、２４年度からの取り組みで、当初は申請額どおりの交付決定がなさ

れておったということでもありますが、今では他の自治体からの要望も多く、申請

額の３分の１ぐらいしか交付決定がなされていないということを聞きましたけども、

その現状を分かればお尋ねしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

補助事業につきましても、先ほど申しましたとおり平成２４年度から取り組んで

いるところでございます。電気牧柵、ワイヤーメッシュ等の設置でございます。当

初、平成２４年度につきましては、１,１００万程度、そのうち８００万っていう

ような形での国の補助等も受けまして仕事を進めてまいりましたが、議員ご指摘の

とおり、年々各町村からの要望等も多くなりまして、やはり配分率っていいますの

が年々下がってきているところでございます。ちなみに、平成２７年度、昨年度に

おきましては、１,９００万ほど要望いたしましたが、補助金としましては１,４０

０万程度でございます。額も地区からの要望というのは約３,０００万を超える要

望が出てきております。その中で先ほど言いました１,９００万ほど国のほうに要

望し、１,４００万ほど補助金がついたというような状況でございます。各地区の
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要望に十分応えられていないというのが実状かなと思っているところでございます。

そういったところにつきましては、できる限り対応したいということで、緊急性と

いいますか、そういったところにつきましては、町のほうでの若干の上乗せ等も行

いながら作業していてるところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） なかなかですね、国からの補助金というのが減ってきてしまっ

ておるという現状の中で、そうであれば町単事業での美里町有害獣被害防止対策事

業での、今、補助金が３割かと思いますけども、少しでも引き上げられるならば、

それも視野に入れての対応をお願いできないかというところをお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員がおっしゃいますように、今、町も単独事業といたしまし

て、有害獣の被害防止対策事業を行わせていただいております。おっしゃいますよ

うに、今、３割の助成でございますし、また、例えば３人以上の団体でとか、いろ

んな縛りがございます。ちなみに、この有害鳥獣の被害に遭われている近隣の自治

体にもお話を聞いてみましたけども、甲佐町、あるいは山都町、山都町が特にです

ね、有害鳥獣がひどいということで、山都町では２分の１まで補助を上げてらっし

ゃるというようなことです。美里町といたしましても、そういう、やはりかなり皆

さん危機感をもってですね、やられているということも含めまして、山都町並みに

できるかどうかというのはまだここでは断言できませんが、他の自治体とも見合わ

せながらやっていきたいというふうに考えております。ただ、先ほども申しました

ように、やはり今の段階でも成功されている地区もございます。ですから、そうい

ったのも並行しながらですね、やはりやっていかなければいけないというふうに考

えるところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 今、町長からも課長からも答弁いただきましたけども、課長の

話もありましたとおり、電気牧柵もワイヤーメッシュも設置後ですね、しっかり管

理をしていかなければ効果は出ないと思います。そういう意味で設置者におかれま

しては、その対応をしっかりお願いして、効果を少しでも上げていただきたいなと

思いますし、要望を出されておられるところに対しましては、そういう２つの事業

を利用してから、できるだけ設置を進めていただきたいというふうに思うところで

ございます。また、個体数を減らすためには先ほどから話もあってますとおり、捕

獲あるいは捕殺という手段しかありませんけども、その後の処理が大変なために捕

獲、捕殺が進まないということもあり得るかと思います。そういう中で、処理施設、
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これはもう焼却も含めて考えていただいて結構ですけども、処理施設につきまして、

昨年も質問させていただきましたけども、町長からの答弁におきましては、地方創

生の中で広域的に模索するというような答弁をいただいております。それにつきま

して、何かお話がありましたらばお願いしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 処理施設につきましては、大きく分けて２つの方法があると思

っております。加工処理、あるいは焼却、この２つになっていくのではないかと思

いますが、加工処理につきましては、議会の中でも昨年経済建設常任委員会で、大

分県の上津江町の獣肉処理施設を視察されたというふうに聞いております。この中

で、やはり定期的な供給体制の整備であったり、法に基づいた食肉処理業の施設で

の解体処理の管理運営であったり、販売先、販路の開拓などについて、そういった

ものを確立することが重要で、非常に苦労をされたというふうに聞いております。

また、焼却施設もそうでありますけども、先ほど議員からもご指摘がございました。

確かに、この焼却施設に関しましても、加工処理施設に関しましても、やはりなか

なか単独でですね、やっていくというのは厳しいのではないかというふうに思って

おります。先般、前回の質問を受けまして、広域でできないかというのは確かに模

索をさせていただきました。ただ、じゃあそれをどこに置くのかとか、そういった

詰めのところまではいっておりませんし、なかなか美里町が考えているようなレベ

ル、そういう危機感をもってらっしゃらない自治体も現にはございます。そういっ

た意味では、また改めまして、広域でですね、連携しながらそれがやっていけない

か、例えば一部事務組合のようなものをつくってですね、そういうのをやっていけ

ないかというのをもう一度模索させていただければと、挑戦させていただければと

いうふうに思うところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 言えば、最終処分ということで、一番重要なところでございま

すので、ぜひお願いしたいと思うところです。 

続きまして、３番の予防接種についてお尋ねをしたいと思います。寒くなるにつ

れまして、インフルエンザの流行が懸念をされるところでございますけども、予防

接種法に基づき、高齢者に対しては国からの財政措置がありまして、予防接種を町

内で受ければ２,０００円、あるいは町外で受ければ１,５００円という助成措置が

ありますが、子ども、言えば幼児、児童、生徒、すべてでございますけども、子ど

もには国からの財政措置がなく、すべて親の負担となっております。美里町で子育

てをしていただくために、いろんな施策を講じていただいておりますが、子どもの

予防接種についても助成措置をいただけないかということをお尋ねをしたいと思い



 － 75 － 

ます。町からの持ち出しというふうになろうかと思いますが、お尋ねをします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） インフルエンザの予防接種の助成につきましては、近隣の自治

体では宇城市、宇土市、山都町等では、既に取り組まれております。本町におきま

しては、子育て支援政策を充実させるというような観点から、１８歳まで医療費の

無料化等も取り組んでおります。これまでインフルエンザ予防接種に対する助成と

いうものは行ってきておりませんが、私といたしましては、この美里町を熊本県で

も一番の子育て支援策、これが充実した町だなと思っていただけるようにしていか

なければいけないと思いますし、それがひいてはこの町に若い方々も残っていただ

ける、そしてこの町で子育てをしていただけるのではないかなというふうに思いま

す。そういった点から、今後、助成をする方向で内容等も詰めていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） 子どもはですね、幼稚園、保育園、あるいは学校で集団生活を

します。集団感染をしないように、あるいは感染しても重度にならない手立てにな

るんじゃないかと思っておりますし、子育てに優しい町づくりの一環になると期待

しておるところでございます。 

続きまして、最後に、道の駅美里「佐俣の湯」のトイレの整備につきまして、お

尋ねをいたします。佐俣の湯は道の駅として２６年の３月に供用を開始され、入込

客も増えてきております。しかしながら、観光バスが着くたびにトイレに行列がで

きて不足しているという話が出ておりますけども、今後、対策として、増設をされ

るお考えがあるのかないのかお尋ねをいたしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員、ご指摘のように、確かにトイレ行列ができているという

ようなお話は聞いております。逆に考えれば、それだけたくさんの方々が来ていた

だいているということだと思いますし、通り過ぎていらっしゃる方々もいらっしゃ

るというふうには思いますが、ただ、これは随時、行列ができているかというとそ

うではありません。バスが着いた時に、やはりそういう現象が起こっているという

ふうに聞いております。そういった意味では、トイレを整備する、増設する、その

必要性というものは感じておりますけども、スペースの問題等を考えると非常に今、

佐俣の湯は駐車場あたりもですね、多い時には足りないような状況になってしまい

ますので、増設するスペースもなかなか見つからないような状況でございます。た

だこれ、道の駅に指定していただいたときに、下のトイレも、このトイレの箇所数

に入れております。そういった意味では、トイレ渋滞ができているときには、下の
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ほうにもですね、誘導していくというような方向をしばらく試させていただいて、

その誘導をしっかりやりながら、そのトイレ渋滞が解消できるようにできないかと

いうことを試させていただければというふうに考えているところでございます。 

○議長（中川政司君） 今田君。 

○２番（今田政行君） まさしくですね、今、町長お話のとおり、現状の中で対応する

んであれば、下の温泉のトイレを利用するというのが一番ベストじゃないかなと思

いますし、言えば施設内マップあたりをできているのかどうか知りませんけど、な

ければつくっていただきまして、観光客の方々にそれを配付あたりができればです

ね、そういう中で対応していただければ十分効果が上がるんじゃないかなというふ

うに思っておるところでございます。今後ぜひその点、ご検討お願いしたいと思っ

ております。 

以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（中川政司君） これをもちまして、今田政行君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩いたします。再開を午後１時といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３３分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、３番、坂田竜義君の一般質問を行います。坂田竜義君。 

○３番（坂田竜義君） 議長。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） ３番、坂田竜義でございます。通告に従いまして、今回は３項

目にわたりまして質問をいたしたいと思っております。 

１点目は１期目４年間の公約の検証と次期の公約について、２点目は地方自治法

第２２２条と規則要綱等の制定告示について、３点目は災害復旧についてというこ

とで行いたいというふうに思います。 

まず、１点目につきましては、今度もう２期目に町政入っておりますけれど、１

期目の公約ということでですね、４年前にこういうチラシが出ておりますね。これ

を見ますと、大きな項目で５項目、小さな事項でいきますと２２の事項について公

約がされております。中身は概略申し上げますと、１点目は生産基盤の強化と営農

の低コスト対策、２点目が営農者の収入増作戦、３点目が美里町の経済活性化対策、

４点目が楽しく安心して安全に暮らすことができる美里町づくり、５点目に住みた
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い住んでよかった美里町づくりと、こういうことで５つの構想ということでですね、

出されているわけですけれども、この点について、この前９月の議会におきまして、

自己評価ということでいくつか答弁がなされておりますけれど、今度４年前の公約

に対しての検証ということではですね、どのように検証されているのかお尋ねをい

たします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員がおっしゃっておりますこの公約についてでございます。

５つの大項目、それから２０数点の事項を挙げさせていただいております。私も個

人的にいろいろと検証をしてみましたけども、できた点もあればできなかった点も

ございます。特に、この自分の中で、これはもっと積極的にやるべきだったという

ようなこともございます。中では町内の商工業の振興基本条例を制定して、町内の

中で物品あるいはお金を回そうというようなそういった構想もありましたが、なか

なかこれには手をつけることもできませんでした。また、その職務について、町長

になって初めて分かるということも出てまいりました。町民の皆さんの声を聞く中

で、よりよい方向に修正したところもございます。また、今回の地震や大雨災害の

ように、予想もしていなかったことも起こり得ることを痛感したところでございま

す。そのような中で、１期４年間を務めさせていただきました。先ほども申しまし

たように、達成できた事項、できなかった事項、あるいは現在進行形の事項、それ

ぞれにございますが、なぜ達成できなかったのかということを、また自分なりに検

証あるいは反省をしながら、引き続きその点が必要と感じた項目に関しましては、

引き続き達成できるように努力を積み重ねていかなければいけないと思っていると

ころでございます。また、達成できた事項、例えば企業誘致であったり、ブロード

バンドの整備、これは現在進行形でございまして、２９年度中には終了予定でござ

います。このように達成できた事項に関しましても、その時点で終わりではなくて、

更なる誘致活動であったり、今度はブロードバンド整備できた場合、有効活用等考

えていかなければいけないと思っております。なお、４年間でさまざまな事業をや

らせていただきましたが、就任当時、町の町債残高が約７０億円だったと思います。

それが平成２７年度決算時点で６３億、マイナスの７億円を達成することができま

したし、財政調整基金に関しましては、就任当時約１８億円だったものが、地震あ

るいは豪雨災害、今あっております。だいぶ基金を取り崩しておりますけども、そ

の前の平成２７年度決算時点では２３億円と、プラス５億円基金を積み増すことが

できたということも、これは１つ自分の中ではできたほうではないかなと思ってい

るところでございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 
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○３番（坂田竜義君） 県知事とか熊本市長のようにはできないと思いますけれど、熊

本市市長につきましては、熊日でですね、公約の現在地ということで今ずっと何回

かに出ております。熊本県知事におきましては、政策評価ということでですね、全

部、細々項目に分けて評点が付けられておりまして、達成度とかですね、これは何

年かかるんだと思う、細かに出ております。知事とか市長と一緒にやれっていって

もそれは無理な話でしょうけれども。結局公約というのはですね、はっきり言って

県知事とか熊本市長が出したように、いわゆる数値目標とか、何年までやりますと

かですね、そういうマニフェストではないですね、マニフェストまでいってない、

はっきり言うとですね。そすと、５項目でですね、２２の項目がありますから、私

はこの公約をですね、私は点数を付けてみました。大体、大項目は５項目あるから、

それぞれ１００点満点で２０点ずつ配分して、項目で３項目あるところと７項目あ

るところがあるから、それを２０点をずっと割ってですね、項目で３点のところも

あれば７点のところもあるということでバラバラなんですが、そういうことでずっ

と私の見方厳しいかもしれんけど２３点でした。そういうことでですね、今、大雑

把に答弁がございましたけん、細々本来ならば、青年会議所じゃないけども、第三

者のそういう検証グループとかをつくってですね、客観的にやっぱこの公約したこ

とがどこまでできとる、何点できてる。そういったことはきちっとやっぱり責任を

もってですね、自分が公約したことと、できているところできないところ、これは

公に公開してですね、町民からも評価してもらうと。そういう視点が大事じゃない

かと私は思うんですね。結局、ここに何度も書いてあります。要するにその、自分

はできないことは言わない、言ったことは必ず実行しますて書いてあります。とこ

ろが、４年間言ったことがですね、７割ちょっとはできてない。これ嘘を言ったこ

とになりませんか。町長、どうですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） ２３点とは非常に厳しい点数だなと思っております。私も書い

てあるやつを一つひとつ検証してみましたが、私は○、△、×で付けましたけども、

○は完全にできた、△は例えば行革でいえば、実施、一部実施、未実施というよう

な形で考えていただければいいと思いますけども、未実施は自分はそんなに多くな

いなと思ったところで、一部実施をしたり、例えば、取り組んでいたというような

ところもございます。逆に言えば、私のほうは甘いのかもしれませんが、そういっ

た意味では、そういったできてないんじゃないかというような声は真摯に受け止め

まして、改善していけるように、これから４年間頑張っていきたいと思っておりま

す。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 
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○３番（坂田竜義君） 何度も、先ほど言いましたが、できないことは言わない、言っ

たことは必ず実行しますと。もう一つはですね、私は皆様の声に耳を傾け、真実を

語り、約束したことは必ず実行しますと。そして自分の言葉に責任をもってやりま

すと。こういうもういっぱい何回も書いてあるんですね。そういうことを、やっぱ

りずっと非常に立派なことなんですよ、書いてある中身は。耳障りのいいことばか

りでですね、本当に立派なことなんですが、ただ未実施というのはですね、これは

見方ですけど、未実施は×なんですよ、私から言わせれば。これは約束が完成した

のが○です。だけん、今、進行中のものは△です。ですから未実施は×、そういう

ことで、やっぱり評価するにしても、見方によって非常に付け方が違いますからね。

私はかなり厳しく付けたから２３点ですけどね。だから約束したことで、できてい

ないもの。それはどうやって政策化するかということですよね。県知事あたりは、

全部ですね、公約したことは全部、要するに予算の裏付けをするかせんかなんです

ね。これ立派なこと書いてもですよ、次の自分が予算編成するときに、お金は付け

るか付けんかによってですね、もう最初から外してある部分と、すぐ分かれてきま

すからね。だから県知事は全部言ったことをですね、やっぱスタッフに政策化させ

て、ちゃんと予算を付けさせてるわけですよ。それが、できるできないという評価

につながっていくわけですから。ですからそこをやっぱお金は最初から付いてない

ということは、もうこれはしないということにですね、受け止められるのでですね、

そういうことについて、今、私が言うたことで、できてるところはいいですよ。た

だ、できてないところは今度の新年度の予算でですね、どれだけこれを宿題として

残ってる部分を取り上げて、予算を付けることができるのか、また私は見てますか

らね。また、厳しくなるかもしれんけども、また言わなければならないと。こうい

うことが出てくるかもしれません。それから、そういういわゆるマニフェストとい

うことでは内容的になっておりませんが、そういう数値目標とかですね、何年でし

ますとかですね、そういう考えというのはないんですか。項目について。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 先ほどもお答えをいたしましたが、その職に就いて初めて分か

ることもあります。中に入ってみて、予算規模が例えば、こういう予算にはなかな

か厳しいなというのもありまして、そういうところも勘案していただければという

ふうに思いますし、私は出している公約に関しましては、４年間と思ってやってお

ります。そういった意味では、達成できなかったのは自分の不徳の致すところだと

いうふうに思いますし、まだ努力が足らなかったのかなというふうに思います。い

つまでにやるというようなことは現在、１期４年のうちでというような思いで書い

ていたところでございます。 



 － 80 － 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） だからその４年間でやりますていうことがですね、できてない

わけですね。結果としてできてないんですよ。だからその、問題は、今度は無投票

だったんですけれど、結局、選挙の時にですね、選管で選挙公報も出してないし、

今度の部分についてはですね、この先４年間の町長としての公約というのは何にも

出てないですよね。そこをどうするんですか。今からですよ、ほんなら、新年の広

報誌もあるし、新年度の予算編成の次の議会かなんかに、方法は別として、次の４

年間にこうしますということをですね、やっぱ説明するのが町民に対する責任じゃ

ないかと思うんですがね、そのあたりどうですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 次期４年間についてでございますが、この４年間につきまして

は、何よりも早期の復旧、それから発展的な復興に努めていきたいと考えておりま

す。農災あるいは公共災で莫大な量の事業を抱えておりますけども、１日も早く復

旧を完了させ、町民の皆さんの不安や不便を解消していきたいと思っております。

また、復興に関しましては、並行して地方創生も絡めなければいけないと考えてお

ります。特に、人口の急激な減少が予測されておりますので、復興に対する支援制

度等も活用しながら定住促進に結び付くような復興を成し遂げたいというふうに考

えております。いずれにしましても、復旧復興は最低でも３年以上かかるのではな

いかというふうに予想をされます。環境も変われば、法律や制度も改正されますの

で、美里町の将来を見据えながら、その時その時で何が必要か、町民の皆さんが何

を望んでいらっしゃるのかをしっかりと見極めながら、これからの４年間を務めて

いきたいと思っております。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 復旧復興っていうとはですね、当たり前ですよ。誰が町長にな

ってもですね、当面の目の前の大きな課題です。これは誰がやってもしなくちゃな

らない優先課題なんです。だから、そのほかの全般的な先ほど出ました農業の問題

とかですね、いろいろ前回約束してできないことは当然これはやっていくわけでし

ょ。そういった点について、この４年間のこういったその全般的な項目的に整理を

して町民に示さないと無責任じゃないかと言いよるわけですよ。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 先ほども申しましたけども、その職務に就いて初めて分かるこ

ともございます。例えば、議員がおっしゃいますように、できなかったことに対し

て予算を付けるというようなことも考えなければいけないと思いますし、もう１回

そういったところ、１期４年間の公約等も考えてですね、検証しまして、必要だと、
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やっぱり今後もやっていかなければいけないというところはしっかり引き続き、先

ほどもお答えしましたけども、できるように頑張っていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） それはそれでいいんですが、普通、無投票じゃなくて選挙にな

ったときに、公約として出すべき事項というのは当然整理してあったと思うんです

よね。ですから、それを選挙公報がないから選挙公報は出してないけども、本格的

な選挙になったらこういったものを当然出しますよね。出すて思うんですよ。これ

は、ならこういった形で整理したものは何かいつかの時点で示すんですか、どうす

るんですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今のところそういったものを示すような予定はしておりません。

それと、公約ですが、あまりにもですね、これは一つの反省点かもしれません。小

さく書きすぎることによってですね、それにばかり縛られてしまう可能性も私は秘

めているというふうに思っているところでございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） それはですね、あまりにも無責任って思うんですよね。どっか

の時点でそら、所信表明っていうのはですよ、どこでやるんですか、ほんなら。新

年度提案する３月でやるんですか。だけん、１月号の新年号の挨拶もありますよ。

そすと、３月議会で新年度予算を提案する時にやるんですか。そういった形でどっ

かの時点で整理して、町民に説明しないといけないんじゃないんですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 新年号の挨拶に関しましては、先ほど次期４年間についてで述

べさせていただきました。まずは、早期の復旧復興を考えております。書くように

しております。なぜならば、これが今、私はやっぱり町民の皆さんの中で一番最初

に手をかけていただきたいと思ってらっしゃるというふうに感じておりますので、

そういうふうに書いているところでございます。また、新年度予算の時には、また

所信表明はさせていただきたいというふうに思います。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） こういうことばっかりやるとちょっとあれですけど。とにかく

ですね、最初が結局できないことは言いませんと、言ったことは実行しますと言い

ながらですね、７０何％できてないんですよ。でそのできてないことをあんまり

細々書きすぎたって言われるなら、最初から書くなよって言いたいわけですよ。で

すから、ちゃんと約束できないことは、今後の４年間もそうですよ。約束できない
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ことは言わんでください。約束したことはちゃんとやってください。それだけです

ね。そこはどうですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） はい、しっかりと受け止めてやっていきたいと思います。 

○３番（坂田竜義君） はい、あとちょっと不十分ですけれども、時間の関係で次に移

らせていただきます。 

次は、地方自治法第２２２条と規則要綱等の制定告示についてということですけ

ども。１点目は規則要綱等を制定するときの、いわゆる関係法令とのチェックの手

順はどのようにしておるかということでですね、お尋ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明いたします。 

規則につきましては、地方自治法第１５条第１項の規定によりまして、地方公共

団体の長が法令に違反しない限りにおいて、その権限に属する事務に関し制定する

ことができるとされております。規定要綱等につきましては、法的根拠を有するも

のと有しないものがございますが、事務処理上必要な事項等について定めるもので

ございます。規則要綱等の制定の事務手順につきましては、まず主管課で原案を作

成し、総務課の方へ原案のチェックを依頼いたします。次に、送付を受けました総

務課におきまして、関係法令との整合性の確認、例規システムによるチェックを行

いまして、校正が終了した修正案を主管課へ送付し、新たに予算を伴う場合につき

ましては、併せて必要な予算上の措置、公布時期に関する指導助言を行うこととい

たしております。修正案の送付を受けた主管課につきましては、再度内容の確認を

行い、最終案の決裁を受けましたあと、総務課のほうへ公表を依頼し、総務課のほ

うで規則等の公布公表に係る決裁を経たのち、公告式条例に基づきまして、公布公

表を行うことといたしております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 実は、ここにある件の条例づくりのＱ＆Ａっていうようなのあ

るんですけども、これ県ですからもちろん町と規模が違いますので、ちゃんと政策

法務課とかですね、いろんな専門の部署があってですね、きちんと手順を踏んで、

条例の案をつくって議会にかけるという手順が細かにですね、書かれております。

ですから、ここまではできないと思いますけれど、基本的に熊本県あたりでおきま

しても、文書課に法規係というのがあってですね、そしてその議会に諮る前にその

法制審議会と法令審議会というのがあって、そこでこれは部の次長クラスがずっと

集まって、法令に違反してないかどうかをチェックをした上で、条例案の提案と。
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順番的には今、課長があったようなことで、かなり専門的に県の場合もですね、や

っぱり法規係があって、いつも文書をチェックしてるわけですね。起案文書一つひ

とつチェックしてます。そういうことだから、法令に違反したそういう規則とか要

綱とかはですね、ほとんどないだろうと思います。全くないかどうか分からんけど

も。ですからそれは町においてはですね、それだけ今言われたような手順でやっと

るからには、法令に違反して制定した規則等は過去にはなかったでしょうか。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

議員おっしゃいますようにですね、本町では実際の総務課の行政係のほうでチェ

ックとかを行っております。再度原課でチェックをですね、十分詳しい原課でチェ

ックをしてくださるということで、お返しをしてチェックをしていただいておりま

すが、やはりおっしゃいますように、すべてが法令に違反と言いますか、適合して

いるかということにつきましてはですね、どうしてもやっぱり、例えば法令改正に

基づいて、いろんな条項が変わったりとか、そういった部分もあります。ちょっと

遅れて改正ということは、要綱規則等についてはですね、確かにあり得ることだと

いうふうに思っております。しかしながら、できるだけしっかりとですね、法令に

沿った運営をしていくということで、しっかり確認を行っておりますので、その点

につきましては、すべてが適合するということではないかもしれませんが、そうい

うことでございますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） そういう答えだろうと思いましたけれど、実はですね、あるん

ですね。たまたま私が見つけた、見つけたっていうかですね。実は何回か私が質問

に取り上げておりますけども、「美里町の家庭用浄水器設置費補助金交付要綱」と

いうのがですね、これ附則２７年８月２０日告示第１５号で告示をされまして、

「この要綱は平成２７年９月１日から施行する。」と、こうなっております。これ

ですけど、根拠法は表題に置いておりますように地方自治法の第２２２条です。こ

れはどういう趣旨か、総務課長からちょっと説明してください。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

地方自治法２２２条につきましては、第１項のほうで条例関係の規定がございま

す。条例につきましては、予算措置が見込める場合において、条例のほうを提案す

るというような内容になっております。規則等につきましては、必要な予算を確保

した上で、規則の制定、改正を行うという趣旨であるというふうに理解をいたして
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おります。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） そのとおりですから問題にいたしておりますが、実は、２２２

条、今説明がありましたように、「必要な予算上の措置が適格に講じられる見込み

が得られるまでの間は、これを議会に提出してはならない。」と。２項では、「予算

を伴うものであるときは、必要な予算上の措置が的確に講じられることになるまで

の間は、これを制定し、または改正してはならない。」と。要するに予算の伴うも

のはですね、ちゃんと２２２条にいう根拠となる部分の予算が通らないと、制定す

ると駄目だよっていう規定なんですね。ところがですね、今さっき言うた「家庭用

浄水器設置費補助金交付要綱」がですね、改正されました。これが附則で「平成２

７年８月２０日告示第１５号」で告示をされまして、「９月１日から施行します」

と、こうですが、実は９月の補正予算で４,４００万円補正がされまして、あと１

２月に５５０万、合計４,９５０万、補正がされておりますが、９月の補正予算４,

４００万についてはですね、この成立がですね、平成２７年の９月１０日に予算が

通ってるんですよ。町長。だけん、最終的、この要綱の改正というのはずっと原課

でいろいろ総務課と調整して、最終的には町長決裁打って発効告示ですよね。です

が、町長にそこまでは求めないけれども、今申し上げますように明らかに法に違反

する告示がされているということなんですね。ですから、これはどうなんですか。

この是正措置というのはどうするのか。なら、法に違反して予算が伴うのにですよ、

予算が成立する前に告示施行してあると、こういうことになると４,９５０万の予

算がですよ、この要綱によって交付してあると。ということは手続き的に一旦なん

か返してもらうのか、どうするんですか、ここは。是正措置はどうなるんですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今、初めてですね、そういうことがあったというふうに聞きま

したので、今後どのような対応をしなければいけないのかということは、内部で検

討をさせていただければというふうに思います。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） だけん、それはもう私の質問時間が限られておりますからね、

今すぐ答えを出せってでけんならば、会期中、明日まできちんと答えをしてくださ

い。どういう是正をするのかということについてはですね。それから、いわゆる再

発防止ですよ。今、ずっとそういう原課の案でそのほかの行政のほうでこうこうし

て、最終的に町長が決裁して告示してあるわけですね。だからそのここを政策法務

っていう立場でそういう専門的な部署をつくるつくらんって、すぐできるもんじゃ

ありませんけれど、こういうことが私は度々起こっちゃ困ると思うんですよ。明ら
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かに法に違反している要綱が進んでいっとるからですね。それをいっちょはどう是

正するのかと。ならまた告示をやり直すのか。ならお金を一旦出したのを返しても

らって、また手続きやり直すのか、そのあたりどうするのかが一つ。もう一つは再

発防止。こういった要綱を定めるときにちゃんとその２２２条というのがあって、

これにやっぱ違反しないようにするためにはどういう部署、係、手続き、そういっ

たものはどうしますか。それは今答えられんなら明日までですね、骨格だけでも答

えてください。いいですか。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） 再発防止の対策ということで、ご説明させていただきたい

と思います。実際に総務課のほうでチェックを行っているということでございます

が、主管課のほうでもしっかりと制度の内容とかを把握していただく必要がありま

すし、チェック体制も十分に行う必要があるというふうに考えております。そうい

った意味では、職員全体に制度の趣旨がわかるように周知をしてまいりたいという

ふうに考えております。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） それは大雑把な答えとしてはそれくらいしか言えないかもしれ

んけども、明日までにですね、ある程度の、全部詳細にわたっては無理と思います

のでね、骨格部分については明日までに一応答えをしてください、会期中に。いい

ですか。そういうことで、非常にこれは問題ですよ。額が小さいならばですね、言

わんでおこうかなって思ったけども、やっぱり４,９５０万です。しかも、いろい

ろ私が何回も質問した事項がたまたまこういう告示がですね、２２２条に反して予

算が決定してないのに施行されている、告示されているということについてはです

ね、これはもう大変な問題になるでしょ、法令違反だから。法令違反の規則とか要

綱ができないようにという非常に日常的に注意をされてると思います。まれに、こ

ういうことがそのたまたま私が見つけたから言っとるだけでですね、こういうこと

はほとんどないと思うんですよ。ないからですね、きちんとあったならあったで、

どういうふうな是正措置をする。再発防止についてかくかくしかじかでこうやって

チェックを二重にも三重にもチェックをして、「こういうことを起こらないように

します。」ということをきちんと返答もらわないといかんですね。そういうことで

よろしくお願いします。 

続きまして、３点目でございますけども、災害の関係でいくつかお尋ねをしてお

ります。 

［議員席より「３番」という声あり］ 

○３番（坂田竜義君） ああ、３番。ああ、失礼、失礼。告示のあり方ですね。はい、
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はい、失礼。 

一応、国においてはですね、官報というのが出されまして、国においては法律施

行令、施行規則こういったものまでですね、官報で見れます。ほとんどホームペー

ジでも大体見ろうと思えばいろんな方法で各省庁のホームページに出ておりますの

でね、見れます。県についても、県公報というのが出されましてですね、見ること

ができますし、ホームページでも見れます。大体ずっと主要な市のですね、市のホ

ームページには大体そういう規則要綱まである程度全部は出てないけど、市段階で

はほとんど出てるように見ました。ずっと私が見たところでは。町においてもです

ね、ホームページでそういったところ公表しているところ少ないですけどもありま

す。ですから、ホームページまですればいろいろメンテナンスとかなんか費用がか

かりますのでですね、そこまでは求めませんけれど、ただ何か方法がないものかな

と。中身についてまではともかくとしてですね、告示をする段階で「何々の条例に

ついて完成しました」とか、興味がないなら誰も聞かんわけで、興味がある場合は

ここのどこだろうかということでですね、どこが変わったんだろうかっていうとき

に、何か見えるようにするとかですね、何かお金の掛からない方法で何かそういう

官報とか県公報と同じようにしなさいってじゃなくてですね、何かそういう知恵が

ないかなということでお尋ねします。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明いたします。国が発行します官報につきましては、

官報及び法令全書に関する内閣府令によりまして、先ほど坂田議員おっしゃいまし

たように、憲法とか法律とか政省令等の内容につきまして掲載することが定められ

ております。熊本県公報におきましては、県の公告式条例に基づきまして、条例規

則、規定等の交付公表は県公報に掲載して行うということが定められております。

本町におきましては、規則要綱等の公布公表につきましては、美里町公告式条例に

基づきまして、条例と同じような方法で公布公表をするということが定められてお

りまして、役場庁舎の掲示場に掲示しているところでございます。 

また、後段のお尋ねでございますけども、ほかにですね、事務の方とかに周知す

る方法がないだろうかというようなことでございます。住民生活に係わります生活

環境や医療福祉、社会福祉制度、補助金制度に関する国の法令とか町の条例、規則

等の制定改正とかが行われた場合ですね、内容のほうにつきましては、広報誌、あ

るいはホームページのほうで住民の皆様にお知らせをしているということでござい

ます。ただ、どういった規則規定等が公表されたかという部分につきましてはです

ね、なかなか分からないということでございますので、今後でございますけども、

公布公表いたしました規則とか要綱の名称につきまして、町の広報誌とかホームペ
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ージとかに掲載する方法で、住民の皆様に周知していくというような方向で検討さ

せていただきたいというふうに思います。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 一応その点よろしくお願いしておきたいと思います。 

次に、第３項目ですけども、災害復旧についてということでお尋ねをいたします。

１点は、いわゆる災害対策の特別措置法について過去何回かお尋ねし、議会の議題

でも多く取り上げられてきたところでございます。最近では、特別措置法について

は、非常にトーンダウンをしてですね、県議会での決議ももう１回したからという

ことで否決されたりしてですね、おりますし、先の町村長大会、あるいは６団体の

それぞれの市長会とか知事会におきましてもですね、そのことがあんまり議題にな

らないっていうか、非常に残念な状況が出てるように見えます。ですから、この特

別措置法についてはですね、もう要望そのものを今後していかないのかどうなのか、

そのあたりお尋ねいたします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員おっしゃられますとおり、今回１１月１６日に開催されま

した全国町村長大会では、特別立法措置の要望の文字が消えておりました。私も非

常に、元々は全国町村長大会でも引き続き要望を出すというような話でございまし

たので、そういうつもりでおりましたけども、その文字が消えていたことには非常

に残念な思いをしたところでございます。よって、現段階では要望自体が停止して

いる、そういう状況にございます。しかしながら、私はこの旗はですね、やっぱり

下ろすべきではないというふうには思っております。個別のアクションになるかも

しれませんけども、やはりことある、例えば、先日も金子代議士がいらっしゃった

時には、「特別立法措置がやっぱりできないんでしょうか。」というようなお話もさ

せていただいております。ただ、国のほうがやはりおっしゃいますように、ちょっ

と乗っていただけないというか、かなりガードが堅いような状況でございます。国

のほうに言わせますと、各種制度を創設したりですね、やっているので、東日本大

震災を上回るような支援策も打ち出しているので、今の法の解釈、あるいは制度の

拡充で十分対応できるのではないかというような話をされているところでございま

すが、私は個人的には立法措置の旗はですね、やっぱり下ろしたくはないというふ

うには思っております。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） ぜひ、これは引き続いてですね、特別措置法については要請を

しておくべきだというふうに考えるところでございます。 
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昨日も特別交付税の報道がされておりまして、５１０億円の基金についてはそこ

から特別交付税からもってくるというような報道が昨日か今日の新聞にも出ており

ました。基本的には最初はですね、最初大分と熊本の被害総額というのは、当初新

聞報道では４兆３,０００億と言われておりました。つい何カ月かあとの県が発表

しました熊本県の被害総額というのは３兆７,０００億ですか、そういうことで報

道があっておりましたけれど、それに対してはいろいろ手厚くやってますよと言い

ながらですね、まだまだですね、足りないと。これ１００％措置した場合のあれで

すけど、そりゃ東北、東日本並みにはですね、なかなかそれはできないっちゅうの

は分かりますけれど、ただ基本的にそれだけの大きな被害額が出ておるのにですね、

手厚くやってるという割にはなかなかお金がきてないんじゃないかというのが感じ

ております。あと、当初、国の予備費から７,７８０億措置がされまして補正が組

まれました。ところが今度の新たな経済対策でですね、その中で７,７８０億から

４,１００億円を減額してですね、減額して今度の第２次国の補正に組み込まれま

したですね。ですから７,７００億にプラスして、また４,０００億きたようなその

錯覚を受けて、ちょっと私調べてみたらですな、４,１００億円を抜いて減額して

まわしてあるわけですね。だから総額としてはあんまりなんか増えてない、そうい

う感じを受けておるところであります。新経済対策に伴う第２次国の補正について

は、大体国と地方で７兆５,０００億というのを出ておりまして、地方分について

は１兆３,０００億ていうことで出ておりますけれど、その内の熊本の地震も含め

てのところですから、そのあたりいくら具体的な額がですね、いくらなってるのか

っていうのはちょっと分かりませんけれども、いずれにしても引き続いて、この特

別措置法の制定を求めるというのと、もうその都度ですね、災害が起きたたんびに

「激甚災害をしてください。」ってお願いに行く。そして「特別措置法お願いしま

すよ。」ということだけど、基本的には災害が起きたときにはですね、「災害対策基

本法とか恒久法をつくってください。」っていうですね、要望をすべきじゃないか

と私は思ってるんですよ。ですから、その都度、「激甚災害してください。」、「特別

措置法でお金をください。」と、今の現状はそうですよね。ですから、将来的に災

害は起こらんほうがいいんですけれども、起きた場合に、やっぱり自動的に一定の

基準規模に応じてですね、激甚の災害を速やかにしてもらう。そして、恒久法に基

づいて、お金の措置もですね。もちろん陳情とか要望はせにゃいかんけれども、そ

ういうふうな方向もやっぱ検討すべきじゃないかというふうに思いますけど、その

あたりどうですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） １２月１１日の地元紙にも載っておりましたけど、やはり恒久
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法の制定を国に働きかける必要がありはしないかというようなことでございます。

現段階では全くやはりそういう話は出てないと思いますけども、ただやっぱりこれ

は地元地方自治体といたしましては、やっぱりその予算措置がですね、確実にされ

るのかっていうのが、これは一番悩ましいところでございます。そういった意味で

は、こういった提言も出ておりますので、一人ではなかなかできないことでありま

す。連携ができて、連携をしながら、ことにあたっていければというふうに思いま

す。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 言われるようにですね、単独じゃできませんし、町村会、議長

も議長会、地方６団体と通じましてですね、そういうことをぜひ検討していただき

たいというふうに思っております。 

２点目ですけれども、災害復旧工事と一般工事の優先順位についてということで

お尋ねをいたします。一般的に災害工事が優先ですよということは何度もですね、

聞いておりますし、それが本当だろうと思いますけれど。ずっと今工事があってる

ところを全部見たわけじゃありませんけれども、これはそんなにその急いでやらん

でいいのにねっていうのをですね、ずっと工事を継続してるというのがあります。

どことは言いませんけどね。ただ、金木鶴越線とか、これ例外ですよ、これはずっ

とやってもらわにゃいかんけれども、やっぱり例えば佐俣のあそことかですね、場

所はどこて言わんほうがいいかもしれんけど、とにかくもうそういったところより

もですね、本当に「災害が起きたところを優先してください。」っていうのは町民

の率直な気持ちだろうと思うんですよ。だから、もうどうでもいい工事というのは

ないと思いますよ。予算も組んでですね、工事も入札して発注しておれば、なかな

か途中で「やめてください。」って言われんって思います。ただ、そのあたりは本

当に基本的な入札工事を発注する段階でですね、十分考えておられると思いますけ

れど、やっぱり災害が優先というところのですね、ぜひ取り組みはですね、ぜひ堅

持していただきたいと思いますが、どうですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） いろいろと苦情も入っております。基本的には美里町といたし

ましては、住民生活に影響の大きい災害復旧工事を一般工事より優先して発注がな

されております。ただ、地震災害箇所につきましては、ほとんどの箇所がもう発注

をされましたけども、公共土木施設を始め、農道、林道等の施設ともに、これ豪雨

災害箇所のほうが非常に膨大な量となっております。今月いっぱいで災害査定が終

わりまして、そのあと発注となります。本格的な工事発注は来月以降となる見込み

です。なお、一般工事の中でも平成２７年度から、要は前年度からですね、繰り越
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している国庫補助工事。これに関しましては、もう今年度中に工事を完了しなけれ

ばなりません。そういった意味では、そういった縛りがある分に関しましては、発

注をやっぱりしてやってもらわなければいけないと思っておりますけども、本年度

交付決定を受けた国庫補助工事につきましては、既に発注している工事もいくつか

はありますけども、未発注工事も含めて、そのほとんどを来年度への繰越工事とし

て対応したいと考えております。また、補助金を受けない町単独の一般工事で、災

害による通行規制などの影響で、工事ができない箇所や緊急性が低い工事なども来

年度以降への先送りを予定をいたしているところでございます。楽しみに待ってら

っしゃる住民の方もいらっしゃいますけども、その辺はやっぱりご理解をいただけ

なければいけないなというふうに思います。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） ぜひそういう方向でお願いしたいと思います。 

３点目は、復興基金の運用についてということですが、今、ようやく県に５１０

億円の基金の交付税措置がですね、昨日ですかされたということで、今からどうな

るのか、どういう配分になるのかっていうのは今からだろうと思いますけれど。こ

れは当然被害の度合いに応じてするとか、一定の基準を決めてされるものというふ

うに思いますけれど、このあたりについても有効にやっぱり活用していただくとい

うことでお願いしたいし、特に一部損壊ですね、一部損壊についてがですね、ほと

んど今の段階では何もないですね、基本的に。だけん、自治体によってはですね、

宇土市あたりも今度なんかされるって聞きましたが、自治体独自でその一部損壊で

も１０万出すとか５万出すとかですね、そういうことも検討されてるところもある

ようです。ですから、非常にこれは多ければ多いほどいいけれども、やっぱり当然

そら限度があるからですね、分かりますけれど。ただ、そういう復興基金の運用に

ついては、よくよくやっぱり町のほうでも検討していただいて、本当にやっぱり不

公平にならないっていうか、別途の支援金の関係もそうですけども、義援金、義援

金の配分はちゃんと基準に基づいてやられているというのは分かっておりますけれ

ど、この基金の運営についてもですね、ぜひやっぱできるだけ町民の要望を聞いて

いただいて、配分に少しでもですね役立つようにしていただきたいと思っておりま

す。やっぱ阪神では６,０００億って言われておりますし、新潟でも３,０００億の

基金をですね、新潟は２回やっておりますが、中越の最初の部分では３,０００億

の基金を用意したって聞いておりますし、やっぱり県の有識者会議でもせめて１,

０００億はっていうことで要望したけれども、結果としては５１０億しかきてない

わけでですね。そのあたりの運用についてはぜひ十分住民の意見を聞いてやってい

ただきたいと思いますが、どうですか。 
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○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 今回の熊本地震の復興基金に関しましては、基本事業分が５１

０億円、それから創意工夫事業分が１３.２億円ということで、５２３.２億円が熊

本県において確保してあります。その使い道といたしまして、被災者の生活支援が

１つ、被災宅地の復旧支援、それから防災安全対策、公共施設等の復旧支援、地域

コミュニティ施設の復旧支援の５つの基本事業が組んでございます。その事業の中

に、細分化する形で事業や支援が想定してございます。なお、今回の今行われてお

ります県議会に上程してある関連予算は約２６億円でございまして、この復興基金

の使い道で美里町が一番強く要望していたのが、被災宅地の復旧支援でございます。

例えば、国土交通省等の事業にのらなかった宅地被害がですね、かなりの件数出て

おりますので、この復興基金で見てほしいということで、今回被災宅地の復旧支援

というメニューはできておりますが、今、熊本県から国土交通省のほうに、今「国

がもっている制度をさらに緩和してくれ。」という要望をしてあるということで、

まだその国土交通省がどういう対応をされるか分からないので、今回被災宅地の復

旧支援についての予算は計上してないということでございました。ちなみに、熊本

県議会の閉会日にあたります１９日に関連予算、要は２６億円挙げてありますけど

も、その議決がなされましたら、県から速やかに要綱等が示されるというふうに伺

っておりまして、本格的な周知はそのあとになるというふうに考えております。ま

た、一部損壊に関しましては、今やっぱり「足並みを揃えましょう。」と。やっぱ

り例えば美里は少なかった、「どこどこはよかった。」となってもいけませんので、

「足並みを揃えていきましょう。」というような話し合いはしているところでござ

います。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） ぜひ、よろしくお願いしたいと思います。 

最後に、今後の財政の見通しについてお尋ねをします。予算規模がですね、結局、

当初普通一般的には大体６５億ぐらいの年間予算なんですが、今度の議会で提案さ

れておりますように、１２４億総額がなるということになっております。ほとんど

他の市町村も今、議会の論議の状況が新聞で出ておりますけれど、やっぱり甲佐あ

たりも基金を相当取り崩してですね、もう残が４億か５億しかないような状況にな

ってるとか、いろいろ自治体によって違います。うちは２０数億まだあるというこ

とでありますが、結局、町の基金も今後取り崩して使うということも当然出てきま

すでしょう。それから、町債の発行、これはずっと明細が出ておりますように、大

きな金額になっております。あと、きちんと今後ですね、国からの財政措置がきち

んとされるとは思いますけども、このあたりが本当にきちんとされていくのかどう
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かですね。来年度の予算編成にあたって、県においてはですね、もう相当県の基金

も底をついているということで、投資的経費、あるいは一般行政経費をですね、か

なり絞り込んだ予算編成になっているというふうに聞いております。町の来年度の

予算編成へのですね、この影響、こういったものがどうなっていくのか。県は創造

的復興ということで言葉では言われますけども、これは財源の裏付けがあってから

こそできることであってですね、非常に簡単にいかないと思うんですね。ですから、

そういう創造的復興とか言われる部分、町ではそのあたりどう予算に結び付けてい

くのか。それから応急復旧の事業から復興事業にシフトしていくっていうことです

から、そのあたりをどうしていくのかですね、お尋ねします。 

それから、もう時間がありませんので一緒にやりますが、地域防災計画の見直し

っていうの当然やっていくということで言われております。その中で、業務継続計

画っていうのが内閣の防災担当政策統括官の名前でですね、通知文書が出ておりま

す、６月３０日付けで。「市町村のための水害対応の手引きの作成について」とい

う文書が出ておりますが、この業務継続計画については、私が調べたところでは、

県下の自治体の半分ぐらいしかつくってないということですが、この美里町におい

てはそのあたりがどうなってるかお尋ねします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） まず、財政の見通しでございますが、現在もう既に７億円の繰

り入れをいたしております。今、美里町ではできる限り国庫を使いまして、その裏

負担分には起債をできるだけ充てるというようなやり方をさせていただいておりま

す。ですので、７億円、今後また増えるかもしれませんが、それが一時的な立替え

で、また１００％は戻ってこないと思います。でも、それなりには戻ってくるので

はないかというふうに予想をしているところでございますし、そうならないと非常

に厳しいなと思っているところでございます。今、それだけ裏負担のほうに起債を

使っておりますので、今後は起債のやっぱり償還も出てきます。そういった意味で

は、今まで以上に厳しい財政運営を強いられるのではないかなと思っております。

なお、来年度の予算編成につきましては、投資的経費もですね、町の単独分等に関

しましては、やはり抑えていかなければいけないと思います。なぜならば、復旧事

業をやっていく上で、なかなか業者さんも手が回らないというような状況でござい

ますので、投資的な町が単独で行っていたような経費というのは、少なくせざるを

得ないのではないかなというふうに考えております。 

最後のに関しましては、担当課長がお答えをいたします。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。時間がありませんので、簡潔にお願いいたしま

す。 
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○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

業務改善計画でございますけども、これにつきましては、県のほうもまだ防災計

画の見直しとかがあっておりません。どうしてもやっぱり、市町村の場合につきま

しては、県の防災計画あるいは業務改善計画等を踏まえまして、計画を作成するか

どうかという部分についても検証していく必要があるというふうに考えております。

県の業務改善計画を受けまして、検討させていただけたらというふうに考えており

ます。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。時間がまいっております。 

○３番（坂田竜義君） 分かりました。ちょっと今取り違えておりますので、これはあ

とで、時間がきましたので終わります。 

○議長（中川政司君） これをもちまして、坂田竜義君の一般質問を終わります。 

以上で、通告されておりました一般質問は全部終了しました。これで、一般質問

を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 以上で、本日の日程は終了しました。 

皆さんにお諮りします。本日はこれで散会とし、このあと、２時１５分から各常

任委員会を委員長の指示により開いていただきまして、終了後は委員長の指示によ

り散会していただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会し、このあと、午後２時１５分より各常任委

員会を委員長の指示により開いていただき、終了後は委員長の指示により散会して

いただくことに決定しました。 

なお、常任委員会の会場は、総務常任委員会が委員会室、経済建設常任委員会が

第１会議室、社会文教常任委員会が第３・４会議室をご利用ください。 

明日１５日木曜日は、午前１０時から会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時０１分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは、皆さんおはようございます。本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 各常任委員会報告及び質疑 

○議長（中川政司君） 日程第１、各常任委員会報告及び質疑を行います。 

まず、総務常任委員会委員長の報告を求めます。総務常任委員会委員長、吉田美

好君。 

○総務常任委員会委員長（吉田美好君） おはようございます。本定例会においての総

務常任委員会活動報告をいたします。 

昨日１４日、午後２時１５分より、議員控え室において、上村委員、中川委員、

坂田委員、それに私、出席のもと、近日実施予定の常任委員会研修について、最終

打ち合わせ及び確認を行いました。そののち、委員会室に移動し、町執行部より所

管課長の大倉総務課長、林田会計課長、岩永税務課長、大西企画情報課長に同席を

いただき、本定例会に提案してあります一般会計補正予算書（第１２号）について、

それぞれの所管部分の説明をしていただき、質疑を行いました。特段の質疑という

のはありませんでしたが、今後の財源について意見交換を行いました。ハード事業、

ソフト事業の起債額、合併特例債、過疎債等について情報を出し合いました。いず

れにしても、議会サイドも一度執行部から詳細な説明を求めるとともに、勉強会を

開いて良案を探るならとのことで、委員全員の一致した意見でありました。総務常

任委員会としては執行部におかれましても、ご検討を願うところであります。復

旧・復興を最優先課題としての意思疎通をしつつ、午後３時過ぎに閉会をいたして

おります。 

以上で、報告を終わりますが、報告漏れにつきましては、他の委員さんからの補

足をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。他の委員

さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。 

総務常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。なお、常任委員会委員長

に対します質疑は、申し合わせ事項により審査の経過と結果に対する質疑に止める

こととなっておりますので申し添えます。 

質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。 

以上で、総務常任委員会報告を終わります。 

次に、経済建設常任委員会委員長の報告を求めます。経済建設常任委員会委員長、

松永正憲君。 

○経済建設常任委員会委員長（松永正憲君） それでは、経済建設常任委員会の報告を

行います。 

藤岡建設課長、長木経済課長、中嶋林務観光課長、津川水道衛生課長同席の中、

平成２８年度一般会計補正予算と４月の地震災害、６月の豪雨災害の復旧事業の進

捗状況について説明を受けました。 

建設課の補正予算では、歳入として、公共土木施設災害復旧費負担金（豪雨分）

として４億４,５８８万９,０００円、災害関連地域防災がけ崩れ対策事業補助金５

地区分５,９８３万６,０００円の国庫補助金、２,９９１万８,０００円の県補助金

等があり、地震災害件数４２件中３７件は工事発注済みであるとのことでした。豪

雨災害１８６件中１４８件は査定済みで、残りは１２月中に完了するとのことです。 

経済課の補正予算では、歳入として、災害復旧費分担金（豪雨分）２,０００万

円、県補助金（豪雨分）１億８,０００万円等があります。農地地震災害件数３５

件については、すべて工事発注済みである。豪雨分２４３件中１０８件は査定済み

で、残りは１２月中には完了するとのことです。 

林務観光課の補正予算として、歳入として、林道施設災害復旧事業補助金（豪雨

分）１億４００万円の県補助金が計上されております。林道施設災害（地震分）２

１件中１３件は工事発注済みであります。 

水道衛生課においては、廃棄物処理施設（浄化槽）災害４２件については、２月

中に査定予定。震災家屋解体撤去２２５棟のうち７７棟が解体済みであります。 

地震災害による合計件数９８件中８５件は工事発注済みで、工事発注進捗率は８

７％であるとのことでした。 

以上で、経済建設常任委員会の報告を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、経済建設常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。 

経済建設常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。なお、初日に報告を

されました件と合わせて質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。 
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以上で、経済建設常任委員会報告を終わります。 

次に、社会文教常任委員会委員長の報告を求めます。社会文教常任委員会委員長、

渡邊義文君。 

○社会文教常任委員会委員長（渡邊義文君） 議長におかれましては、すみませんが、

報告前に美里町の中学校統合に関する資料がございますので、議員各位の皆様に配

付のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（中川政司君） はい、それでは配付してください。 

（資料配布） 

○社会文教常任委員会委員長（渡邊義文君） それでは、社会文教常任委員会報告をい

たします。 

昨日、１２月１４日、午後２時１５分より社会文教常任委員会を開いています。

出席者として、上田孝議員、吉田起登議員、光井博幸議員、私、渡邊でございます。

執行部より福原健康窓口課長、吉成福祉課長、向山住民課長、下田教育課長、吉永

教育長、津川水道衛生課長の出席をいただいております。津川水道衛生課長におか

れましては、説明のあと、質疑のあと、退席をされております。 

まず、平成２８年度一般会計及び特別会計の補正予算書の説明を、それぞれの担

当課長より受けています。国保特別会計について、歳入の国庫補助、災害臨時特例

補助金３５１万７,０００円とありますが、国保世帯の全壊、半壊世帯１２０件分

の保険税及び一部負担金の免除の補正との説明であります。次に、一般会計、民生

費、災害救助費の被災住宅応急工事費１,１５２万円は、半壊住宅１戸あたり上限

５７万６,０００円の２０棟の予算であります。同じく、仮設住宅備品購入費４４

２万８,０００円については、物置倉庫１０万８,０００円の４１棟分の予算である

との説明であります。衛生費の塵芥処理費として、菊池市環境保全協力金３０万円

の予算がありますが、震災分１１月より１トン当たり１,０００円の３００トンの

予算であり、九州産廃へ持ち込みの菊池市への協力金でありますが、他施設への持

込み金は協力金が発生しないとのことであり、極力他施設へ出していただくよう指

導をいただきたいとお願いをしております。歳入の中で、教育費補助金１６８万２,

０００円は、全国教職員組合より１００万円、東京の８学校サミットより６８万２,

０００円の寄附金であります。この８学校サミットは、東京日野市より砥用小に赴

任されている先生の協力との説明があっております。町内の小・中学校５校へ均等

配分とのことでありますが、この先生に心より感謝申し上げるとともに、感謝の意

を伝えていただきたいと担当のほうに伝えてあります。社会体育施設災害復旧費１,

８５０万、豪雨災害によりカントリーパーク西側崩落及び農山村広場グランド西側

崩落の測量委託及び工事請負契約であり、ほとんどが震災・豪雨災害関連の補正予
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算であるとの説明を受けております。 

そのあと、吉永教育長より美里町中学校統合についての説明があっております。

その中で、ナンバー１からナンバー６までは平成２８年３月議会において、当時の

福田秀憲社会文教委員長より経緯と町長の考えについて、議会報告をされておりま

すので、３月以降の説明をさせていただきます。ナンバー７として、７月、総合教

育会議で町長の方針決定を伝え、教育委員会に組織づくりを指示され、学校規模適

正化審議会の建議書及び教育委員会の意見書を尊重するという町長の考えを示され

ています。８月、美里町中学校統合審議会に係る要綱の設置、審議会委員の選考等

を審議する。選考として、大学教授、嘱託会代表、学校長、ＰＴＡ代表、幼稚園・

保育園代表、幼稚園保護者・保育園保護者代表等の委員で構成する。約１７名程度

である。１０月３日、第１回美里町中学校統合審議会の開催、１２月５日、第２回

美里町中学校統合審議会の開催。 

以上で、美里町中学校統合についての報告を終わります。 

以上で、社会文教常任委員会報告を終わります。報告漏れにつきましては、各委

員さんのほうにお願いをいたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。 

社会文教常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

７番、吉田美好君。 

○７番（吉田美好君） ７番、吉田美好でございます。今、社文の委員長から詳細にわ

たって補正予算等の説明がありました。具体的にいろいろ言われましたけれども、

これは付託はしておりませんので、まだ今後質疑をしたいと思っていても、なかな

かそれだけ発表されるとほかの議員から言いにくいといった部分もあるかと思いま

すので。で、私は簡単にしか言いませんが、付託されたのであればですね、詳細に

報告されるべきだと思いますが、その点は委員長としてどういうお考えをお持ちで

すか。お尋ねします。 

○議長（中川政司君） 渡邊君。 

○社会文教常任委員会委員長（渡邊義文君） 今、吉田議員からご指摘がございました

が、委員会の中で出てきたことを委員長として報告をしているということでござい

ますし、私は質疑があった部分はできるだけ皆さんに分かるように説明をすること

が義務だろうというふうに考えております。 

○議長（中川政司君） 吉田君。 
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○７番（吉田美好君） 先ほども言いましたように、付託をしとらんわけですから、ま

だ本会議で私たちもそうですが、聞きたいと思っている部分を委員長が報告の中で

具体的に話されたら、もうその尋ねられんわけですね。やはりその点はやっぱり今

後みんなで協議していくべき問題じゃないかという思いがしておりますので、質問

をいたしました。 

以上で終わります。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。 

以上で、社会文教常任委員会報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第１２０号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号） 

○議長（中川政司君） 日程第２、議案第１２０号、平成２８年度美里町一般会計補正

予算（第１２号）を再度上程し、議題とします。 

これから質疑を行います。皆さんにお諮りします。補正予算の質疑については、

一括質疑で行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 [「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。質疑は一括質疑で行います。 

質疑ありませんか。４番、濱田憲治君。 

○４番（濱田憲治君） 先ほど、社文の委員長さんから説明があった中でございますけ

ども、最後のページの２８ページにカントリーパークの災害復旧工事関係が載って

おります。西側ということは若干わかったんですが、その内容等を説明いただきた

いと思います。 

○議長（中川政司君） 下田教育課長。 

○教育課長（下田幸輔君） ご説明申し上げます。 

カントリーパークの被災につきましては、この豪雨災につきましては、２カ所ご

ざいまして、１カ所が土羽、子どもの広場が少しありまして、ちょっと空き地ので

すね、芝のところ。そちらの土羽が豪雨により崩壊しております。もう１カ所につ

きましては、遊歩道が併設されておるところなんですけれども、そちらが上から下

まで遊歩道の２カ所、続けて山側から崩壊している状態でございます。これにつき

まして、この予算の中で測量調査を行いまして、復旧工法を検討するというところ

で考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 濱田君。 
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○４番（濱田憲治君） ３カ所になったということの回答でございますけども、その３

カ所分でこの工事費が１,２６０万という見込みということで解釈してよろしいん

でしょうか。 

○議長（中川政司君） 下田教育課長。 

○教育課長（下田幸輔君） ご説明申し上げます。 

はい、３カ所ございますが、２カ所分が大規模な崩壊でございます。こちらにつ

きましては、復旧工法とかかなり限られてくるというところでございます。工事の

金額としてはかなり大きなものになるというところで予算は計上しているところで

ございます。 

以上です。 

○４番（濱田憲治君） 議長、分かりましたので終わります。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。１０番、福田秀憲君。 

○１０番（福田秀憲君） ただいま上程中の議案第１２０号について質問をいたします。

１２ページになりますけれども、この臨時財政対策債として、借換債というのを今

回提案しておられますけれども、これは以前に高利で借りていたやつを借り換える

ものじゃないかなと思いますが、この説明をですね、ちょっと詳しくしていただけ

ればと思いますが。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

福田議員おっしゃいますように、利率の高い臨時財政対策債のほうでございます

けども、高い部分につきまして、自費負担の軽減を図りますために、歳出でも同額

を計上いたしておりますが、繰上償還をいたしまして、その利子分のほうをですね、

軽減するということでございます。借換債のほう、低い率の借換債を活用しまして、

償還するということになります。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 今まで借りてる起債の分で、高利の分がいっぱいあると思う

んですよね。その分で今回はその臨時財政対策の分だけの借り換えをするというこ

とで理解してよろしいんでしょうか。ほかにもですね、そのあたり考えなければい

けないのがあると思うんですけれども、そのあたりも将来的にはですね、考えてい

ただければなと思います。 

終わります。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第２、議案第１２０号、平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１２号）

は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第２、議案第１２０号、平成２８年度美里町一般会計補正

予算（第１２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第１２１号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号） 

○議長（中川政司君） 日程第３、議案第１２１号、平成２８年度美里町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）を再度上程し議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第３、議案第１２１号、平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第３、議案第１２１号、平成２８年度美里町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第４ 議案第１２２号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（中川政司君） 日程第４、議案第１２２号、平成２８年度美里町介護保険特別

会計補正予算（第２号）を再度上程し議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第４、議案第１２２号、平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第

２号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第４、議案第１２２号、平成２８年度美里町介護保険特別

会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第１２３号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第４号） 

○議長（中川政司君） 日程第５、議案第１２３号、平成２８年度美里町砥用西部地区

簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）を再度上程し議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第５、議案第１２３号、平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別
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会計補正予算（第４号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第５、議案第１２３号、平成２８年度美里町砥用西部地区

簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第１２４号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号） 

○議長（中川政司君） 日程第６、議案第１２４号、平成２８年度美里町砥用東部地区

簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を再度上程し議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第６、議案第１２４号、平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別

会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第６、議案第１２４号、平成２８年度美里町砥用東部地区

簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１２５号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第３

号） 

○議長（中川政司君） 日程第７、議案第１２５号、平成２８年度美里町生活排水特別

会計補正予算（第３号）を再度上程し議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第７、議案第１２５号、平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第

３号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第７、議案第１２５号、平成２８年度美里町生活排水特別

会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１２６号 美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定について 

○議長（中川政司君） 日程第８、議案第１２６号、美里町東部地区活性化施設の指定

管理者の指定についてを再度上程し議題とします。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。７番、吉田美好君。 

○７番（吉田美好君） ７番、吉田美好でございます。この指定管理者、団体名称が美

里町東部地区活性化協議会ということになっておりまして、現在ですね、指定をし

て、まだ現在まで、多分最初、団体の代表者がですね、こら途中で変わっておられ

るというふうに思います。今回出てきているのはこの山田さんという方ですが、前

回は確か吉田さんだったというふうに思っておりますが、この代表者が途中で代わ

るということは、団体を指定するわけですからそれはそれでいいとして、やはり代

表者が代わられたときには何らかのその通知があるのか。それとも代表者が代わら

れたときには、再度やはり議決せにゃならんものかというところをお尋ねしたいと

思いますが。 

○議長（中川政司君） 大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） ご説明いたします。 

代表者の変更につきましては、企画情報課がこちらの担当課になっておりますけ

れども、うちのほうには変更の通知があっております。指定管理者につきましては、

団体を指定しておりますので、代表者の変更までにつきましては、変更の通知は必

要ないと判断して出しておりません。 

以上でございます。 
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○議長（中川政司君） 吉田君。 

○７番（吉田美好君） なぜ私がこういうことを聞くかというとですね、やはり「じゃ

あ途中で代表者は誰になってもええじゃなあか。」という話になるわけですね。そ

うした場合に、ややもするとですね、代表者が代わったおかげで、この団体の中が

ぎくしゃくしてくるような状態が出てくればですね、その指定をした意味がないよ

うな形が出てきはせんかと。私もそういう経験をしておりますから、やはりいろん

な圧力が掛かったりいろんなことで、辞めさせられた、あるいは辞めた。ほんなら

違うもんがなったと。今運営ほどよういっとっと、熊本弁で言うとほどよういっと

るかもしれんけれども、代表者が代わったために中の組織がぎくしゃくしたという

ようなことになればですね、これはもう大変な問題になっていくわけですね。それ

となぜそういうことを言うかというと、指定管理料もただですよね。利用料金制も

ただと、無料ということで考えていくと、町の施設ですからやはりそういったこと

のないようにしなければならないというふうに思っております。途中でですね、そ

ういうなんて言いますか、代表者が代わられたときにはやっぱり町に対してもです

ね、言って、こうこうしかじかと。例えば、担当部署のほうでやはりそういったこ

とも含めて検討して、「ではいいでしょう。」とか、そういうのもやっぱり考えとっ

たほうが、ちょっとよくはないかなという思いがしましたので質問をしております

が、町長いかがですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。吉田議員に対しての答弁をお願いします。 

○町長（上田泰弘君） 確かですね、議員がご指摘のように、以前この件につきまして

は、前企画情報課長の時もそういうお問い合わせが、質問があったというふうに記

憶をいたしております。今、担当課長が申しましたように、団体が団体名とかをで

すね、変えるときはもう一度諮ったり、諮らなければいけないというようなやつが、

確かすみません、定かではありませんがあったんではないかというふうに思ってま

す。で、代表者が変わるときには今ご指摘があったようなことも、これはなきにし

もあらずかなというような思いで聞いていたところでございます。そういった意味

におきましては、指定管理者のその代表者が変わるというようなときにはですね、

文章なりでご報告をさせていただければというふうに思います。その中で、代表者

が変わったあと、運営の中でやっぱ不適切なところが、不適当なところが見つかっ

たらですね、またご指摘をいただくというような流れになっていくのではないかと

思いますので、そういうふうな方向で考えをさせていただきたいというふうに思い

ます。 

○議長（中川政司君） 吉田君。 

○７番（吉田美好君） いずれにしてもですね、やっぱり東部地区の活性化を狙ってお
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るわけですから、そういったときにはお互い善処してですね、いい方向づけをしな

くちゃならんという思いをもっておりますので、そういった意味で質問をいたしま

した。 

以上です。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第８、議案第１２６号、美里町東部地区活性化施設の指定管理者の指定につ

いては、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 賛成多数です。 

したがいまして、日程第８、議案第１２６号、美里町東部地区活性化施設の指定

管理者の指定については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 報告第５号 美里町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の結果報告書の提出について 

○議長（中川政司君） 日程第９、報告第５号、美里町教育に関する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価の結果報告書が提出をされましたので、お手元に配付して

おります。朗読は省略します。 

質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで報告第５号を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 同意第１号 美里町教育長の任命につき同意を求めることについて 

○議長（中川政司君） 日程第１０、同意第１号、美里町教育長の任命につき同意を求

めることについてを議題とします。皆さんにお諮りします。本案件の当事者である

教育長の吉永公力君に退席を求めたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、吉永公力君に退席を求めることに決定しました。吉永公力君に

退席を求めます。 

（吉永公力君 退席） 

○議長（中川政司君） 内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第１号、美里町教育長の任命につき同意を求めることにつ

いて 

美里町教育長に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記 

住  所 熊本県下益城郡美里町名越谷１７６７番地 

氏  名 吉 永 公 力 

生年月日 昭和２７年１２月３日生 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由を申し上げます。 

教育長を任命しようとするときは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案するものでございま

す。また、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が平成

２７年７月１日から施行され、教育委員会を代表する教育委員長と事務局を統括す

る教育長を一本化した新たな教育長を置くこととされましたので、現吉永教育長も

教育委員会委員としての任期が満了する平成２８年１２月２２日に合わせて、新制

度に基づく教育長を任命する必要が生じたため提案するものでございます。教育長

の任命につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、先ほど申しま

したが、第４条第１項の規定により選挙権を有する方で、人格が高潔で教育行政に

関し識見を有する方のうちから議会の同意を得て任命することとなっております。

吉永公力氏につきましては、現在、美里町教育長として、教育行政全般にわたり活

動いただいておりますので、教育委員長と教育長を一本化した新教育長に改めて任

命させていただきたいということでご提案申し上げております。よろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１０、同意第１号、美里町教育長の任命につき同意を求めることについて

は、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 賛成多数です。 

したがいまして、日程第１０、同意第１号、美里町教育長の任命につき同意を求

めることについては、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

ここで吉永公力君の入場を許可します。 

（吉永公力君 入場） 

○議長（中川政司君） ただいま教育長になられることに同意が得られました吉永公力

君が議場内におられますので、ご挨拶をお願いいたします。 

○教育長（吉永公力君） ただいま教育長にご同意をいただきました吉永です。大変あ

りがとうございました。これから新教育長として、新しい教育委員会制度の下で、

３年間ですけども、町の子どもたちのために精一杯仕事をさせていただきたいと思

います。町の大きな課題は１５年間で子どもたちをいかに育てて外に出すか。そし

て、またふるさとに戻ってくるような子どもを心身共に強く育てるかということに

かかってるというふうに思います。町の将来を担う子どもたちですので、たくまし

くなるように学校と協力しまして、皆さん方のご協力もいただきまして、精一杯頑

張らせていただきたいというふうに思いますので、どうぞご協力をお願いします。

どうぞよろしくお願いします。 

○議長（中川政司君） ありがとうございました。吉永教育長には今後も本町の教育発

展のために更に頑張っていただきたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 同意第２号 美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつ

いて 

○議長（中川政司君） 日程第１１、同意第２号、美里町教育委員会委員の任命につき

同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第２号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて 
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美里町教育委員会委員に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記 

住  所 熊本県下益城郡美里町津留１１２７番地 

氏  名 佐々木 聡 

生年月日 昭和４５年８月１０日生 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由を申し上げます。教育委員会委員を任命しようとするときは、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を得る必要

があるため提案するものでございます。なお、現教育委員会委員の船原千廣氏の任

期が、平成２８年１２月２２日をもって満了し、新たにその後任を任命する必要が

あるための提案でございます。教育委員会委員の任命につきましては、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により選挙権を有する方で、人

格が高潔で教育、学術、及び文化に関し、識見を有する方のうちから議会の同意を

得て任命することとなっており、また同条第５項により、委員の任命にあたっては、

委員の年齢、性別、職業等に著しい偏りが生じないよう配慮するとともに、委員の

うちに保護者である方が含まれるよう努めなければならないと規定されております

ので、法の趣旨を踏まえ、後任として佐々木聡氏を任命させていただきたいという

ことで、ご提案申し上げております。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１１、同意第２号、美里町教育委員会委員の任命につき同意を求めること

については、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１１、同意第２号、美里町教育委員会委員の任命につき
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同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 同意第３号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を

求めることについて 

○議長（中川政司君） 日程第１２、同意第３号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第３号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

き同意を求めることについて 

美里町固定資産評価審査委員会の委員に下記の者を選任したいので、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記 

住  所 熊本県下益城郡美里町大沢水６２番地 

氏  名 澤 野 洋 一 

生年月日 昭和２３年１月１日生 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。固定資産評価審査委員会の委員を選任しようとするとき

は、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案

するものでございます。なお、澤野洋一氏につきましては、固定資産評価審査委員

会の現委員でございまして、任期が平成２８年１２月２２日をもって満了し、新た

に委員を選任する必要があるための提案でございます。澤野洋一氏につきましては、

現在も固定資産評価審査委員会委員としてご活動いただいておりまして、引き続き

選任させていただきたいということで、ご提案申し上げております。よろしくお願

いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 
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日程第１２、同意第３号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同

意を求めることについては、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１２、同意第３号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 同意第４号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を

求めることについて 

○議長（中川政司君） 日程第１３、同意第４号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第４号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

き同意を求めることについて 

美里町固定資産評価審査委員会の委員に下記の者を選任したいので、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記 

住  所 熊本県下益城郡美里町土喰３１６番地 

氏  名 赤 星 金 次 

生年月日 昭和１６年１１月６日生 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。固定資産評価審査委員会の委員を選任しようとするとき

は、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案

するものでございます。なお、固定資産評価審査委員会委員の任期が平成２８年１

２月２２日をもって満了し、新たに委員を選任する必要があるための提案でござい

ます。赤星金次氏につきましては、現在も固定資産評価審査委員会委員として活動

いただいておりまして、引き続き選任をさせていただきたいということで、ご提案

を申し上げております。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１３、同意第４号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同

意を求めることについては、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１３、同意第４号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 同意第５号 美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を

求めることについて 

○議長（中川政司君） 日程第１４、同意第５号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 同意第５号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

き同意を求めることについて 

美里町固定資産評価審査委員会の委員に下記の者を選任したいので、地方税法第

４２３条第３項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

記 

住  所 熊本県下益城郡美里町大井早２６９０番地 

氏  名 南  英 二 

生年月日 昭和２１年１月１６日生 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。固定資産評価審査委員会の委員を選任しようとするとき

は、地方税法第４２３条第３項の規定により議会の同意を得る必要があるため提案

するものでございます。なお、固定資産評価審査委員会委員の任期が平成２８年１

２月２２日をもって満了し、新たに委員を選任する必要があるための提案でござい

ます。南英二氏につきましては、現在も固定資産評価審査委員会委員として活動い
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ただいておりまして、引き続き選任させていただきたいということで、ご提案申し

上げております。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１４、同意第５号、美里町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同

意を求めることについては、原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１４、同意第５号、美里町固定資産評価審査委員会の委

員の選任につき同意を求めることについては、原案のとおり同意することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） ここでしばらく休憩といたします。再開を１１時１５分といた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについ

て 

○議長（中川政司君） 日程第１５、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題とします。 

内容説明を求めます。上田町長。 



 － 118 －

○町長（上田泰弘君） 諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて 

人権擁護委員候補者に下記の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項

の規定により議会の意見を求めるものでございます。 

記 

住  所 熊本県下益城郡美里町大井早１６４１番地 

氏  名 田 村 陽 子 

生年月日 昭和２４年４月２４日生 

平成２８年１２月１３日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由を申し上げます。人権擁護委員候補者を推薦しようとするときは、人権

擁護委員法第６条第３項の規定により議会の意見を求める必要があるため提案する

ものでございます。なお、人権擁護委員田村陽子氏の任期が平成２９年３月３１日

をもって満了し、新たにその候補者を推薦する必要があるための提案でございます。

人権擁護委員候補者の推薦につきましては、人権擁護委員法第６条第３項の規定に

より、町議会議員の選挙権を有する方で、人格・識見高く、広く社会の実情に通じ、

人権擁護について理解のある方等及び人権の擁護を目的とし、またはこれを支持す

る団体の構成員の中から議会の意見を聞いて推薦することとなっております。田村

陽子氏につきましては、現在も人権擁護委員として人権思想の普及啓発及び擁護等

に積極的に活動いただいており、引き続き、推薦させていただきたいということで、

ご提案を申し上げております。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

皆さんにお諮りします。討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認め、討論は省略します。 

お諮りします。田村陽子さんを適任とすることにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

よって、日程第１５、諮問第２号、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求め

ることについては、田村陽子さんを適任とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 美里町選挙管理委員及び補充員の選挙 
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○議長（中川政司君） 日程第１６、美里町選挙管理委員及び補充員の選挙を行います。

選挙管理委員及び補充員は地方自治法第１８２条第１項及び同条第２項の規定によ

り、議会においてこれを選挙することとなっております。また、地方自治法第１１

８条第２項の規定により、選挙は指名推薦の方法を用いることができます。 

皆さんにお諮りします。選挙の方法は地方自治法第１１８条第２項の規定によっ

て、指名推薦により行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、選挙の方法は指名推薦に決定しました。 

皆さんにお諮りします。指名の方法につきましては、議長が指名することにした

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、議長が指名することに決定をいたしました。 

それでは議員の皆さんに指名推薦名簿を配付してください。 

（指名推薦名簿 配布） 

○議長（中川政司君） それでは指名をいたします。美里町選挙管理委員に井芹敏博君、

髙森治美君、右田聖吾君、福田賢二君、以上の方を指名いたします。 

   お諮りします。ただいま議長が指名しました方を選挙管理委員の当選人と定める

ことにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、ただいま、議長が指名しました井芹敏博君、髙森治美君、右田

聖吾君、福田賢二君、以上の方が選挙管理委員に当選されました。 

   次に、選挙管理委員の補充員に澤野洋一君、村上健二君、遠山史朗君、坂口優君、

以上の方を指名いたします。 

   お諮りします。ただいま議長が指名した方を選挙管理委員の補充員の当選人と定

めることにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、ただいま、議長が指名しました澤野洋一君、村上健二君、遠山

史朗君、坂口優君、以上の方が選挙管理委員の補充員に当選をされました。 

   次に、補充員の順序についてお諮りします。補充員の順序については、ただいま

議長が指名しました順序にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
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[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、補充員の順序につきましては、ただいま議長が指名しました順

序に決定をいたしました。 

以上で、日程第１６、美里町選挙管理委員及び補充員の選挙を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 発議第１４号 「地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見

書」の提出について 

○議長（中川政司君） 日程第１７、発議第１４号、「地方議会議員の厚生年金制度へ

の加入を求める意見書」の提出についてを議題とします。 

   それでは、提出議員の趣旨説明を求めます。７番、吉田美好君。 

○７番（吉田美好君） 発議第１４号、「地方議会議員の厚生年金制度への加入を求め

る意見書」の提出について 

上記の議案を、別紙のとおり美里町議会会議規則第１４条の規定により提出しま

す。 

平成２８年１２月１３日提出 

提出者 美里町議会議員 吉 田 美 好 

賛成者 美里町議会議員 上 村 則 幸 

美里町議会議長 中 川 政 司 様 

提案理由でございます。現在、地方の町村議会では、議員のなり手不足が深刻化

している。住民の代表として、議会がこれまで以上に町づくりにしっかり関わって

いくためには、幅広い層の世代から議員をやろうと思うような環境づくりを行う必

要がある。 

議員は退職したのちの生活保障も基礎年金しかないため、地方議会議員の年金制

度を時代に相応しいものにすることが、議員を志す新たな人材確保につながってい

くと考える。 

このことから、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、

国に対し地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を求める意見書提出を提

案するものでございます。 

意見書（案）につきましては、事務局のほうより朗読をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 議会事務局長、朗読をお願いします。 

○事務局長（福島 繁君） 次のページをお願いいたします。 

地方議会委員の厚生年金制度への加入を求める意見書（案） 

地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由度が拡大し、自主性及び自立性の
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高まりが求められる中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき役割と責任が格

段に重くなっている。 

また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求め

られている。 

しかしながら、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者

が減少し、無投票当選が増加するなど、住民の関心の低下や地方議会議員のなり手不

足が大きな問題となっている。 

こうした中、地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが、議員を

志す新たな人材確保につながっていくと考える。 

よって、国民の幅広い政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会

議員の厚生年金制度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

平成 年 月 日 

熊本県美里町議会議長 中川政司 

衆議院議長 大島理森様 

参議院議長 伊達忠一様 

内閣総理大臣 安倍晋三様 

内閣官房長官 菅 義偉様 

財務大臣 麻生太郎様 

総務大臣 高市早苗様 

厚生労働大臣 塩崎恭久様 

以上でございます。 

○７番（吉田美好君） 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、提出議員の趣旨説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、提出に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、提出に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１７、発議第１４号、「地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意
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見書」の提出については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１７、発議第１４号、「地方議会議員の厚生年金制度へ

の加入を求める意見書」の提出については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議員派遣の件について 

○議長（中川政司君） 日程第１８、議員派遣の件についてを議題とします。 

皆さんにお諮りします。別紙のとおり、議員を派遣したいと思います。また派遣

決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新たな派遣が必

要となった場合等の判断は、議長に一任いただきたいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、別紙のとおり議員を派遣することに決定しました。 

また、派遣決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新

たに派遣が必要となった場合等は、議長に一任いただくことに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件について 

日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件について 

○議長（中川政司君） 日程第１９、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件

について。及び、日程第２０、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件

についてを一括して議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

よって、日程第１９及び日程第２０を一括議題とすることに決定しました。日程

第１９及び日程第２０を一括して議題とします。 

皆さんにお諮りします。各常任委員長、議会運営委員長の申し出のとおり、閉会

中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、各常任委員長及び議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決定しました。 

以上で、本定例会に上程されました案件は全部終了しました。 
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したがいまして、会議規則第８条の規定により、閉会したいと思いますが、ご異

議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本定例会は本日をもって閉会することに決定しました。 

閉会に先立ち、上田町長に挨拶を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 閉会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

まずは、本定例会に提案をさせていただきましたすべての議案にご同意をいただ

きまして、誠にありがとうございました。今、美里町、役場におきましては建設課

あるいは経済課において、毎日査定あるいはその準備に追われているというような

状況でございます。この査定が１２月に終わりまして、年が明けて発注が始まると

いうような形になってまいります。そういった意味ではこれから一般質問の中にも

ありましたけども、財政運営的にも非常に厳しい運営を強いられてくることになっ

てまいります。そういった中で、今日総務委員長のほうからも提案がありましたが、

起債の研修会をご提案いただきました。大変ありがたいことでございまして、早速

予定を調整させていただきまして、年明けになると思いますが、研修会のほうをぜ

ひ開催をさせていただければというふうに思います。また、そういった意味では、

これから起債等もですね、やはり有効に使っていきながら、この難局を乗り越えて

いかなければいけないと思っておりますので、どうかご理解とそれからご協力のほ

どよろしくお願いを申し上げます。 

最後になりますが、今年も残すところあと２週間となりました。どうかすこやか

に新年をお迎えいただきますように、ご祈念を申し上げまして閉会にあたってのご

挨拶とさせていただきます。大変お世話になりました。 

○議長（中川政司君） それでは、これをもちまして、本日の会議を閉じ、平成２８年

第４回美里町議会定例会を閉会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時３３分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名いたします。 
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